
        
            
                
            
        

    

































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑥






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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姫ひめの小路こうじ兄妹の日常①　～しりとりに秘められた罠わな～









「お兄ちゃんお兄ちゃん」

「ん？　どうした秋あき子こ」

「今お時間ありますか？」

　某ぼう月げつ某ぼう日にち。

　仕事を一段落させて一息ついていた僕のところに来て、妹はそう言った。

「もしお暇でしたら、ちょっとお付き合いして頂きたいことがありまして」

「へえ？　いったい何をするの？」

「はい。しりとりなんですけど」

「しりとり？」

　首をかしげる僕に、秋子はニコニコ微笑ほほえみつつ、

「お兄ちゃんはご存じありませんか？　お互いに何か言葉を言い合って、言い合った言葉の語尾から始まる言葉を次々に言い続けていく、そういうゲームなのですが」

「いや、しりとりのルールぐらいは知ってるけど。何で今、このタイミングで？」

「しりとりは、人類の全知全能を傾かたむけるに値する、極めて高度なゲームです」

　ぐいぐいっと僕に迫りつつ、真剣な顔で力説してくる。

「誰にでもできる簡単なゲームでありながら、極限とも言えるそのシンプルなルールに秘められた奥の深さ……人類が生み出した数あるゲームの中でも、しりとりはじゃんけんに匹ひつ敵てきするレベルの発明であると言っていいでしょう」

「うーん、そうかなあ？」

「何よりしりとりは、とても頭を使いますから。頭を使うということは頭の体操になるということであり、頭の体操になるということは頭が良くなるということであり、頭が良くなるというのはとてもいいことなのです」

「まあね。そうかもね」

「なのでお兄ちゃん、今日はしりとりをやりましょう。今すぐできて、お金も掛からなくて、もちろん楽しくて、しかも頭まで良くなってしまうんですよ？　これ以上ハッピーな時間の使い方は存在しないと思いませんか？」

　一点の曇くもりもない笑顔で力説する妹だった。

　ま、彼女が唐突なのは今に始まったことじゃない。

　何より僕にとって、たったひとりの妹である秋あき子この望みにできるだけ応こたえてあげるのは、義務でもあり責任でもあり喜びでもある。他た愛あいもないゲームで彼女の幸せを購あがなえるのであれば、これほど安い買い物もあるまい。

「よし。じゃあやるか」

「はい！　やりましょうやりましょう！」






　　　　＊







　というわけで、しりとりをやることになった。

　お茶とお菓子を用意して、ちゃぶ台を挟んで座ざ布団ぶとんに腰掛ける。これが姫ひめの小路こうじ家の一いつ家か団だん欒らんスタイルである。

「ルールはどうする？　しりとりってひとことで言っても、やり方はいろいろあると思うんだけど」

「そうですねえ、特にルールを決める必要はないんじゃないでしょうか。最後に『ん』で終わったら負けとか、その程度の決まりごとさえあれば十分だと思います」

「罰ゲームとかも特になし？」

「あくまでもレクリエーションですし、特に何もなくても」

「了解。じゃあそれでいこう。先せん攻こうと後こう攻こうはどっち？」

「わたしが持ちかけたゲームですから、どうぞお兄ちゃんから」

「ふむ。じゃあ僕からいこうかな」

　まあ秋あき子こはあんな風に言ってたけど、ぶっちゃけた話お気楽なゲームである。肩かた慣ならしの意味も込みで、まずは適当に思いついた単語を挙げていけばいいだろう。

「じゃあいくよ。そうだな、最初は……『おにあい』でどうかな」

「ほほう、『おにあい』ですか。どうしてまたその単語を最初に？」

「いや、特に意味はないよ。ただ単に、なんとなく頭に思い浮かんだから、ってだけの話で」

「ふむ。なんとなく思い浮かんだにしては、なんだか意味ありげというか、作さく為い的てきなものを感じるチョイスのような」

「いやいや。別にそんなことはないけどね」

「まあいいでしょう。わたしとお兄ちゃんとの関係も、まさしく『おにあい』なわけですし、何の問題もありません。お兄ちゃんがいかにわたしのことを大切に思ってくれているかがよく分かるチョイスですよね。むふふ」

「ニヤけてないで、次は秋子の番だよ」

「分かってますとも。ええと、それじゃあですね……」

　人差し指をあごに当てて少しばかり考えてから、

「『妹』というのはどうでしょうか」

「ふむ、なるほど。わりと無ぶ難なんなところというか、まあ納得だよ。まさしく秋子は妹なわけだし」

「ですです。さあ、次はお兄ちゃんの番ですよ」

「そうだなあ……じゃあ『トリビア』なんてどうかな」

「なるほど。それではわたしはですね……『兄』でいきます」

「妹の次は兄か。なんだかアレだね、意味的に近いところでまとめてきてるね秋子は」

「たまたまです、たまたま。ささ、次はお兄ちゃんです」

「うん。じゃあそうだね、どうしようかな。『ニラ』なんてのはどうだろう」

「ふむふむ。ニオイにクセがありますが、さまざまな料理に使われる野菜ですよね。ギョウザですとか、レバニラ炒いためですとか」

「うんうんそうだね。安いのにおいしいよねニラって」

　和わ気き藹あい々あいとした、実に和なごやかな雰囲気である。

　仕事の後の息抜きとして、また妹とのコミュニケーションツールとして、大変よく機能していると言えるだろう。このレクリエーションを提案してくれた秋子に感謝しなくちゃいけないな。

「じゃ、次は秋子だね。『ラ』から始まる言葉を何かよろしく」

「そうですねえ……」

　しばし、妹は目を細めて天井を睨にらみつけてから、

「それじゃあ『ラブラブ』というのはどうでしょう」

「らぶらぶ？　ってのは、誰かのことが好きで好きで仕方ない、って意味の、アレ？」

「はい。その通りです」

「うーん、どうかなそれは……あんまりしりとりっぽいチョイスじゃないというか、名詞が続いたところでいきなり形容詞が来るの？　なんか流れ的には微妙じゃない？」

「でも、ルール的には何も間違っていませんよね？」

「そりゃまあそうだけどさ」

「ルール違反でもないのに微妙と言われると、秋あき子ことしてはそれこそ微妙な感じになってしまいます。そういうクレームをつけるのであれば、最初からちゃんと言っていただきませんと」

「ふむ、確かに。そういうことならオーケーってことで」

「ありがとうございます。それでは次はお兄ちゃんの番です」

　にっこり笑いながら促してくる妹だった。

　特にルールを設定する必要はない、という彼女の提案を呑のんだのは僕だしね。『え、そういう流れでくるの？』というモニョっとした感じがあるにせよ、今さら口にするべきではないよね、確かに。

「ええとそれじゃあ、次は『ブ』から始まる言葉か」

「ですです」

「そうだなあ……じゃあ『豚』にしとこうかな」

「むう、豚ときましたか。確かに秋子は、お兄ちゃんになら何をされてもいいと常つね々づね思っていますけど、あまり罵ののしられて喜ぶ趣味はないといいますか……」

「待て。お前はいったい何の話をしている」

「お兄ちゃんの性癖はドＳで、わたしにひどい言葉づかいをするプレイをしてるんじゃないかな、という話を」

「そんなつもりはこれっぽちもないよ。馬鹿なこと言ってないで、次はお前の番なんだから。『タ』で始まる言葉を早く」

「そうですねえ。何にしましょうか」

　と言って、妹は考え込む。

　いや、まだしりとりは始まったばかりだし、そこまで悩まなくてもいくらでも候補はあるだろう、と思っていると、

「分かりました。それではですね、『抱き合う』という言葉でどうでしょうか」

「抱き合う？」

　僕は顔をしかめて、

「形容詞だけじゃなくて、動詞まで持ち出してくるか……いや、それはともかくとしてもさ、濁だく点てんをつけちゃうのはアリなわけ？　ていうか、『ダ』じゃなくて『タ』から始まる言葉なんて、他にいくらでもあるだろうに」

「まあまあそう言わず。あまり細かいことを考えていると、お気楽にレクリエーションすることができなくなっちゃうじゃないですか。それに他の候補が思いつかなかったといいますか」

「他の候補？」

「ああいえなんでもありません。ともあれ、もっとお気楽にいきましょうよ、お気楽に。これはあくまでもレクリエーションであって、厳げん密みつなルールを適用するプロスポーツではないんですから」

「ま、そうなんだけどさ」

　妹の言に一いち理りあることを認めつつも、釈しやく然ぜんとしない僕だった。

　なーんかさっきから、嫌な予感がするというか流れがあやしいというか。まあ放っておいても大した問題にはならないだろうけど、妹が何か企たくらんでる気がしてならないんだよな。

　まあいい。

　この催もよおしは僕の息抜きであると同時に、普段はなかなか構かまってやれない妹に対するケア、という意味も兼かねている。いちいち目くじらを立てたりせず、妹の主張を受け入れることにしよう。

「ええとじゃあ、『抱き合う』の『う』か。何にしようかな」

「なんでも構いませんよ。どんとこいです」

「よし決めた。『浮き世』にしよう」

「浮き世ですか。お兄ちゃんも渋しぶいところをついてきますよね」

「しょうがないだろ。ふと思いついちゃったんだから」

「まあ問題ありません。どんなお題であろうとわたしは対応できますから。……ええとじゃあ、『浮き世』の『よ』ですね」

「うん。何があるかな？」

「そうですね。じゃあ『夜よ這ばい』で」

「……夜這いね。まあいいけど。じゃあ僕は『石』で」

「石の『し』ですね。じゃあわたしは『しっぽり』で」

「……しっぽりね。まあいいけど。ええとじゃあ僕は『リハ』にしようかな。リハーサルのリハね」

「『ハ』ですね。じゃあわたしは『初めての朝』で」

「…………
 次は『さ』だよね。じゃあ『竿さお』で。釣つり竿ざおの竿ね」

「ふむう。じゃあわたしは『おめでた』にします」

「……じゃあ『竹』ね。竹たけ竿ざおの竹」

「『け』といえばもちろん『結婚』ですよね！　……あ、最後が『ん』だから負けちゃいましたね。てへ」

「…………
 」

　ぺろりと舌を出す妹を、僕はジト目でにらんで、

「秋あき子こ」

「はい、なんでしょう」

「どういうつもりだい？」

「どういうつもりと言われましても、わたしは普通にしりとりをしているだけですが」

「いや普通ってことはないだろ。さすがにどうみても」

「いえいえそんなことはありませんよ。わたしはあるがまま、思いつくままに言葉を探して、答えとして口にしているだけです」

　などとシラを切る妹だけど、いくらなんでも偶ぐう然ぜんで片付けるのは無理がある。

　秋子の回答を最初から順番に並べてみると、





『妹』

『兄』

『ラブラブ』

『抱き合う』

『夜よ這ばい』

『しっぽり』

『初めての朝』

『おめでた』

『結婚』





　……これがまったく意い図と的てきなものでないなんて、どうかしている。というかほとんど文章になってるぞこれ。

「ふふ、いかがですかお兄ちゃん」

　妹は小鼻をふくらませて得意げに、

「特に意識していなくてもこういう方向に持っていけてしまう、わたしの愛の深さを感じ取っていただけたでしょうか。わたしはどんなお題であろうと、そっちの方向に持っていく自信がありますよ」

「うわー。ぴくりとも自じ慢まんにならねえー」

「だって仕方ないじゃありませんか。お兄ちゃんはわたしのアプローチに対していつも冷たくて、いまだに手を出してくれるそぶりもありません。だからわたしはこうしてしりとりをすることによって、少しでもお兄ちゃんとイチャイチャしている気になれたらな、と思うわけです」

　などと言いつつ、わりと上じよう機き嫌げんな妹だった。

　つまり、要するに、妹が今回の催もよおしを持ち込んできたのは、そういう目的であるらしい。

　なんというか……いじましいというか、不ふ憫びんというか。いやもっと言ってしまえば、食べ終えたポテトチップスの袋の底に残っている細かいやつを必死であさっているような、そんな意い地じ汚きたない感じというか。

　まあでも、僕と彼女は兄妹なわけだし、お互いに恋愛感情を抱くのは世せ間けん体ていとしてどうかと思うわけで。秋あき子こが何と言おうと、その想おもいにおおっぴらに応こたえてあげることはできないわけである、こっちとしては。

「まあいいや。とりあえず先を続けようか」

「はい！　どんとこいです！」

　仕方ない。

　ここは妹サービスと割り切って、もう少し付き合ってあげるとしようか。いくら倫りん理り的てきにアレだからといって、妹の好意をあまりにも無む下げにしすぎるのは可哀かわい想そうだしね。僕だって彼女のことは世界でいちばん大事に思っているんだから、本音としてはできるだけ彼女を喜ばせてあげたいわけだし。

「ええとじゃあ、さっきは秋子が負けたから。そっちから先にどうぞ」

「いえいえ、どうぞお兄ちゃんから。わたしはお兄ちゃんからどんなお題を出されても上う手まく返してイチャイチャ系の方向に持っていくことができます。そのことを証明するためにも、どうぞお兄ちゃんからお先に」

「別に大おお喜ぎ利りじゃないんだから、そんな証明しなくても……まあいいや、じゃあ僕からいくよ。『柏かしわ』ね。柏かしわ餅もちの柏」

「柏ですか。また妙なところから始めましたねお兄ちゃん」

「しょうがないだろ、なんだか急に食べたくなっちゃったんだから」

「ええとそれじゃあ『柏』の『わ』ですね。じゃあ『わたし』でお願いします。一人称のわたしで」

「ふむ。じゃあ次は『し』だな……よし、『シルビア』にしようか。女の人の名前、もしくはクルマの名前ってことで」

「了解です、『ア』ですね。では『秋あき人と』でどうでしょうか。お兄ちゃんの名前です」

「……まあいいけど。じゃあ『トップ』で。頂上とかてっぺんって意味のね。洗剤の名前ってことでもいいけど」

「次は『プ』ですね。そうなると当然、『プロポーズ』ということになりますね！」

「何が当然なのかまったく分からないけど、まあいいとして。じゃあ『ヅケ』にしようかな。マグロの刺身とかを醤しよう油ゆにつけ込んだ料理のアレね」

「『ケ』ですか！　ケといえば当然ながら『結婚指輪』ですよね！　わたしはブランドもお値段もまったく気にしないタイプなので安心してください！　あ、でもデザインだけはお兄ちゃんとふたりで相談しながら決めたいと思います！」

「いつの間にそんな話になってるんだよ。ていうか、僕が『ず』であるべきところを『づ』にしてる件については何も突っ込みなしなのか」

　僕は呆あきれつつ、

「なんかアレだね。三十歳手前の恋人と同どう棲せいしていたら、ブライダル関係の雑誌がいつの間にか机の上に置かれるようになっていた、みたいな。そんな気分だよ今の僕は」

「まるで経験したことがあるような言い方ですね、お兄ちゃん」

「馬鹿いうんじゃないよそんな経験あるわけないだろ。要するに秋あき子こから妙なプレッシャーをかけられてるような気がしていたたまれない、ってことだよ。これじゃぜんぜんレクリエーションしてる気分になれないよ」

「仕方のないことです。だって、お兄ちゃんはいつまでたってもわたしの気持ちに応こたえてくれそうにないんですもん。こうでもして少しでもアピールしておかないと」

　などと言いつつ、むっふうと小鼻を膨ふくらます秋子だった。

　ちなみに妹の回答を順に並べると、

『わたし』

『秋あき人と』

『プロポーズ』

『結婚指輪』

　となる。

　こんな欲望に忠実な回答は前ぜん代だい未み聞もんだ。呆れを通り越してもはや感心するよ。

　まあ、ね。

　気持ちに応えてやれない、ってのは事実だしさ。この程度のことで彼女の気が済むなら、僕としても喜ばしいことだけどね。

　でもなー。なんだかなー。

「さあお兄ちゃん、そんなことより早く続きをしましょう。秋子はこのしりとりをとっても楽しんでいますよっ」

「……そうか。そりゃよかった」

「というわけで、結婚指輪の『わ』です。よろしくお願いします」

「『わ』か。そうだね、どうしようか……」

　気を取り直して考えつつ、

「じゃあ『鷲わし』でどうかな。タカとかトンビに似てるあれね」

「『し』ですね。それではわたしは『幸せな家庭』にします」

「……『い』で始まる言葉ね。じゃあ『いかめし』かな。イカの中にご飯が詰まってるあれね」

「もういちど『し』ですね。となるとやっぱり『新婚旅行』が定番ですよね」

「……『う』で始まる言葉か。じゃあ『牛』にしとこうかな。牛乳とかステーキとかのあれね」

「ほほう……なるほど、お兄ちゃんの狙いが見えてきました。ですが秋あき子こは負けませんよ。『新婚初しよ夜や』でどうでしょうか」

「だったら『椰や子し』だ。椰子の実の椰子」

「そう来るならわたしは『新婚生活』です」

「じゃあ『つくし』。春に生えてくるアレ」

「まだまだ甘いですねお兄ちゃん。わたしには『新婚夫婦』という頼りになる味方がいるんですよ」

「『麩ふ菓が子し』。お麩でできたお菓子」

「むむ……ええいまだまだです、『新婚さんいらっしゃ～い』でお願いします。国民的なテレビ番組の例のあれです」

「『炒いり子こだし』。煮干しでとっただし汁のことね」

「む。むぬぬぬ……」

　しばし脂あぶら汗あせを浮かべてから、

「……し、『新婚ほやほや』？」

「疑問形で訊きいてる時点でもうダメだろ。はい、じゃあ秋子の負けね」

「ぎゃふん！」

　妹は分かりやすい擬ぎ音おんを発して、

「Wait!　ちょっと待ってください！」

「待たないよ。秋子が持ちかけた勝負で、僕の挑ちよう発はつに乗った上で負けたんだから。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地なしだ」

「むぐぐ」

　グウの音も出ない体の妹だったけど、持ち前のポジティブ思考ですぐさま気持ちを切り替えたらしく、

「もう一度！　もういっかい勝負しましょう！」

「えー？　まだやるの？」

「やります。この程度のことで引き下がっては、お兄ちゃんを世界一愛している妹ランキング一位のわたしのプライドが許しません。ふふふ……お兄ちゃんは、とうとうわたしを本気にさせてしまったようですね」

「うん、やっぱやめよう。なんかロクなことにならなそうだし」

「そ、そんなこと言わず！　もうちょっとだけ！　ほんのちょっとでいいので！」

「ええー？」

「お願いします！　お願いします！」

「……まあ、そこまで言うなら」

「ひゃほう！　さすがはお兄ちゃんです、ありがとうございます！」

　もろ手をあげて喜ぶ妹と、ため息をつく僕。

　ま、ここで終わっては中ちゆう途と半はん端ぱになっちゃうしね。何かしら決着をつけておいた方が、お互いにスッキリした気分になれるのは確かだろう。僕も秋あき子こも、わりと負けず嫌いなところがあったりするわけだし。

「そんじゃ僕からいくよ。さっきは『新婚ほやほや』で終わったから、じゃあ『自や棄け』で。自じ暴ぼう自じ棄きのあれね」

「『け』ですか？　『け』から始まる言葉といえば相場は決まっているわけですが……これはまたしても、お兄ちゃんからわたしへの挑戦状ということですね？」

「さあどうかな。解釈はお前の自由だよ」

「いいでしょう受けて立ちます。それでは『結婚記念日』で」

「じゃあ『ビールかけ』。優勝した時にやるアレね」

「なるほど。じゃあわたしは『結婚相談所』で」

「『夜明け』。夜が明ける前」

「まだまだ序の口ですよ。『結婚適てき齢れい期き』でどうでしょうか」

「『利きき酒ざけ』。お酒の種類を言い当てたりするアレね」

「なかなかやりますね。でもわたしには『結婚祝い』があります」

「『色ぼけ』。ま、誰かさんのことだよね」

「むうっ、しりとりにかこつけて悪口を……！　そうくるのであれば、わたしはズバリ『結婚式』で！　ふふ、もう一度『き』で始まる言葉ですよ？　そうそう簡単に何度も出てくるわけは──」

「『着きつけ』。着物の着つけとか、秋子も自分でやれるよね」

「むぐぅ……ですが勝負はまだこれから！　『結婚相手』！」

「『テングダケ』。毒キノコだから気をつけてね」

「ええいまだまだです！　『結婚式場』！」

「『受付』。受付嬢とかのアレね」

「ぎゃふん！」

　変な声をあげて、妹がそっくりかえる。

「さあどうした？　『け』で始まる言葉。いくらでもあるだろ？」

「ぐぬぬ……」

「さあどうだ？　あるのか？　ないのか？　ギブアップか？」

「…………
 け、『結婚写真』」

「うん。最後が『ん』で終わる言葉だね」

「ひゃうん！」

　ケンカに負けた犬みたいな声を出す秋あき子こ。

「も、もう一度……もう一度だけわたしにチャンスを……」

「まだやるの？　もういい加減に懲りたら？」

「いいえそういうわけにはいきません。しりとりにかこつけてそれっぽい言葉を並べて、お兄ちゃんと擬ぎ似じ的てきにイチャイチャした気分になるというわたしのたくらみは、こんな程度でついえたりはしないのです。あわよくば、しりとりを通じてお兄ちゃんがわたしをお嫁さんにしてくれる約束をしてくれればいいな、とも思ってたりするので、なんとかそこへ近づけるようにがんばりたいと思います」

「そいつはさすがに図ずう々ずうしすぎるというか、いや無理だろ普通に」

「いいえそんなことはありません！　為なせば成る、為さねば成らぬ、何事も！　いかなる困難なミッションであろうと、石の上にも三年の境地で、わたしは必ずやり遂とげてみせます！　さあお兄ちゃん、再戦を！」

　鼻息も荒く、妹はしつこく要よう請せいしてくる。

　まあ繰り返し述べている通り、このレクリエーションは妹孝こう行こうを兼かねているわけで、彼女が望むのであればできるだけ付き合ってあげたいのだけど。

「……分かった。もう一回だけね？」

「わあい！　さすがはお兄ちゃん、話の分かる人です！」

「それじゃあ僕からいくよ。さっきは『け』で終わったから、じゃあ『競けい馬ば』で。学生はやっちゃいけないアレね」

「『ば』ですね。うふふ、これはもうわたしにとってはサービス問題と言っても過か言ごんではないでしょう。ずばり『バージンロード』で！」

「またそっちの方向か……」

「当然です。あ、でももしお兄ちゃんが『バ』で終わる言葉を探してきても、今度は挑ちよう発はつに乗ったりしません。妙な意地を張るよりも大事なことがあると、今のわたしはちゃんと知っています」

「……まあいいけどさ。ええとじゃあどうしようかな。『怒ど濤とう』にしようか。疾しつ風ぷう怒ど濤とうの怒濤ね」

「ふむふむ、これまたわたしにとってはサービス問題。『ウエディングドレス』を着るのは、いつの世も女の子の夢ですよね」

「……。じゃあ『寿す司し』ね。お寿司の寿司」

「『し』……ええとそうですね、『下準備』なんかはどうでしょうか。大事なことを決める時はいつだって下準備が大事ですもんね。たとえば結婚とか」

「……。じゃあ『びっくり箱』で」

「『こ』ですか。それじゃあ『子供』でお願いします。やっぱり結婚するからには子供はぜったいほしいですよね。わたしとお兄ちゃんの子供かあ……きっとお兄ちゃんによく似た、かっこよくて頭のいい子供が生まれるにちがいありません。むふふ、今からすっごく楽しみですよねっ」

「……。じゃあ『もののふ』で。武士とかお侍さんって意味のアレね」

「『ふ』ですね。そうなるとやっぱり『夫婦』は外せませんね！　結婚すれば夫婦になれますし、夫婦になれば子供もできるわけで……わたしはお兄ちゃんとの関係を、『兄妹』から『夫婦』へと早くランクアップさせたいです。年齢的にまだ結婚は無理かもしれませんけど、お兄ちゃんさえその気なら、まずは既き成せい事じ実じつからつくってしまってもいいんですよっ？　今晩あたりひとついかがです？」

「…………
 。『風ふ呂ろ敷しき』。いろんな荷物を包んだりするアレね」

「『き』といえば『キス』ですね！　わたしとお兄ちゃんに足りないものは、まさにこれでしょう。キスこそは愛するふたりの基本であり、百の言葉よりも雄ゆう弁べんに愛を語りうるもの……キスの回数が多い恋人同士ほど上う手まくいく、というわたし調べのデータもあることですし、お兄ちゃんは早くわたしにキスしてくれるといいと思います」

「…………
 」

「さあお兄ちゃん、次は『ス』ですよっ。早く早く」

「…………
 じゃあ『スサノオ』で。日本神話に出てくる有名な神さまのアレね」

「『オ』ですかあ……ええと、ええと、『男の子がふたり、女の子がひとり』で！　いわゆる一いち姫ひめ二に太た郎ろうというやつで、できることなら子供はバランスよくほしいものですよね～。男の子ばかり、女の子ばかりの家族も、それはそれでいいかもですけど、やっぱりわたしは男の子も女の子も両方ほしいです！」

「…………
 」

「さあお兄ちゃん！　次をどうぞ！」

　僕の白い目にもめげず、秋あき子こは先を促してくる。

　まあ今日は妹孝こう行こうの日だし？　このくらいはガマン、ガマンだよな。日頃から彼女に苦労をかけてる借りは、こういうところで返さないと。

「……じゃあ『りんご』で。赤くておいしいアレね」

「『ご』ですか？　ええと、ええと……」

　さすがに同じパターンが苦しくなってきたのだろうか。秋子は眉み間けんにしわを寄せ、しきりに唸うなりながら、考えに考えて、

「『ご結婚のご予定はいつがいいですか？』……でどうでしょう？」

「…………
 」

「こ、こういうのもセーフですよねっ？　ねっ？」

「…………
 じゃあ『寒かんボラ』。冬に獲とれる脂の乗ったボラのことね」

「『ラ』ですか？　ラ……ええと、うーんと、『来年こそ結婚できるといいと思うんですけど、どうでしょうか？』」

「…………
 」

「ら、『来年こそ結婚できるといいと思うんですけど、どうでしょうか？』」

「…………
 」

　あえてひとことも突っ込まずにここまできたけど、だんだん目に余るようになってきたかな、これは。妹のためなら何でもしてやれる僕だけど、引き締しめるべきところは引き締めなきゃならない。

　よし。

　そろそろお仕し置おきタイムだな。

「……『か』で始まる言葉ね。じゃあ『かなり難しいと思います』でどうかな？」

「はうっ!?
 」

　悲鳴をあげてのけぞる秋あき子こ。

「ええと、あの『かなり難しいと思います』というのは、まさかとは思いますけど、わたしとの結婚のことを言ってるわけじゃないですよね？　ね？」

「さあ。どうだろね。自分の胸に手を当てて考えてみればいいんじゃない？」

「うう、そんなあ……」

「さあどうした？　僕の答えは『かなり難しいと思います』だよ。さあほら、しりとりを続けようじゃないか」

「うう……ええと、ええと。『す』で始まる言葉……『好きな気持ちはそれでも変わらないので、やっぱり結婚はしてほしい』……でどうでしょう？」

「『い』で始まる言葉ね。『いくらお願いされても聞けないものは聞けないよ。大人しく諦あきらめるのがいいんじゃないかな』でどうだろう？」

「はにゃわっ!?
 」

「さあどうした。『な』で始まる言葉だよ。いくらでも候補はあるはずだろ？」

「はうう……ええと、ええと、『何が何でもお兄ちゃんと結婚したいし、それがわたしの望むすべてなので、どうか考え直してください』」

「ふむ、『い』で始まる言葉か。『いい加減にしなさい、ダメなものはダメだよ、子供じゃないんだからそろそろ聞き分けるように』でよろしく」

「そ、その程度のことじゃ諦あきらめませんよっ。『にっちもさっちもいかなくなってきましたが、それじゃあ結婚はダメだとしても、恋人として付き合うのはアリですよね』！　さあお兄ちゃん、次は『ね』から始まる言葉ですよっ」

「『寝言は寝て言いなさい、兄妹同士が恋人として付き合うなんて無理に決まってる、常識で考えてよ常識で』……さ、次どうぞ」

「ぐ、ぐぬぬぬ……」

「さあどうした？　『で』から始まる言葉だけど。ギブアップ？」

「ギブアップなんてしません！　ええと、ええと……『でもそうは言っても、わたしとお兄ちゃんとの間にある愛は絶対なので、そろそろ初しよ夜やぐらいは迎えてもいいんじゃないでしょうか!?
 』」

「『仮にも血の繋つながった兄妹である僕らがそんなことできるわけないだろ、っていったい何回いえば気が済むんだ、いい加減あきらめろ』」

「そ、その程度のことであきらめるわたしじゃないですよーだ！　ええと、『老人ホームに入るような歳になってもまだ、わたしはお兄ちゃんをひとりの男性として愛していると思うので、なので初夜はともかくとしても、一緒のお布団で寝るぐらいのことはしてくれてもいいと思うんですけど！』」

「『どうあっても僕の答えは変わらない、初夜はもちろん、一緒のお布団で寝るのも当然ながらお断り』」
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「『理屈ではダメなのは分かってますけど、それでもわたしの気持ちは変わることがないので、せめて、せめて手をつないで寝るだけでも……』」

「『もちろん僕だって、お前のことは世界でいちばん大事に思ってるし、なるべくお前の望みには応こたえてやりたいけど、それとこれとは話が別というか、ちょっと甘やかすとお前はすぐに調子に乗るので、だからやっぱりダメかな』」

「……ううううう[image: ]
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 っ！」

　肩を怒いからせ、涙目で僕をにらみつけながら、

「わたしがこれだけお願いしてるのにひとつも言うことを聞いてくれないなんて、あまりにもひどすぎます！　お兄ちゃんのあほ！　いけず！　もうお兄ちゃんなんて知りません！　うわーん！」

　捨すて台詞ぜりふを残しつつ、ダッシュで部屋を出て行ってしまった。

　あとにはひとり、あくまでも要求を拒きよ絶ぜつし続けた僕だけが残される。

「……ふむ」

　結局ほとんど手をつけなかったお茶をすすり、お茶菓子を口に含んで咀そ嚼しやくしながら。

　誰も聞く人のいない部屋で、僕はひとりごちるのだった。

「『もうお兄ちゃんなんて知りません！　うわーん！』か。最後は『ん』だったから、僕の勝ち、ってことでいいのかな……？」






　　　　＊







　ちなみにその後、アイスクリームを買って妹のところへ持っていったところ。彼女はたちまち機嫌を直し、満面の笑みで僕からの貢ぎ物を頬ほお張ばっていた。

　さらについでに言うと、「また何かレクリエーションをしましょうね！」とか言っていたので、懲りた様子もへこたれた様子もなさそうである。ま、そういう立ち直りの早さとか、前向きでポジティブなところが妹の長所だから、たいへん結構なことだとは思うんだけどね。





　とまあ、そういうわけで。

　僕と妹の、ごく平へい凡ぼんな一日の様子をお送りします、というお話でした。






姫ひめの小路こうじ秋あき人とも、ただ一方的にモテるだけではない









　聖リリアナ学園学生寮。

　築七十年になるこの建築物の自じ慢まんといえば、やはりお風ふ呂ろ場ばであろう。

　蛇口や取水口は、黄金色に輝く真しん鍮ちゆう製。床と壁を覆おおうタイルは、草花の意い匠しようを瑠る璃り色であしらい、あくまでも瀟しよう洒しやに仕上がっている。浴槽に至っては堂々たる大理石を組み上げた逸品であり、いささかすり減っているとはいえ、いまだその風格に翳かげりはない。

　何よりこのお風呂場は、広い。

　往時は数十人からの寮生たちの身体を清めてきた場所ゆえ、ちょっとした銭湯ぐらいの規模は余裕である。

　とはいえこれだけ広い浴場となると、ひとりで使うのはいかにも寂しいものであり、何よりひとりずつ使っていては光熱費その他が高くつく。

　ゆえにこの寮においては、姫小路秋人をのぞく女子全員がまとめてお風呂を済ませることも珍しくないわけで、そして寮生で唯一の男である彼がいない、女の子だけの場では、えてして彼の露つゆ知らない光景が、何の遠えん慮りよもなく繰り広げられているのが常だったりするのだ。





　というわけで、今回はそういうお話。






　　　　＊







「姫小路秋人はひでえやつだよな」

　某ぼう月げつ某ぼう日にち、学生寮のお風呂場にて。

　まず口火を切ったのは生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしだった。

「あたしの愛人になれって、一度ならず口説いてるのによ、いまだにこれっぽちもなびく気配がありゃしねえ。あの野郎はいつになったらあたしと一晩ベッドで過ごしてくれんだろうね。いやはや」

「……いきなり何を言い出すかと思えば」

　あきれ顔をしたのは、嵐のとなりで湯ゆ船ぶねに浸つかっていた姫小路秋あき子こである。

「長風呂のしすぎで頭のネジが緩んでしまったんですか？　生徒会長が一年を通して色ボケなのはもう諦あきらめましたけど、ところ構かまわず発はつ情じようするのだけは遠慮してください。せっかくこうしてみんなでゆっくりお風呂を楽しんでいるんですから、少しは空気を読んでもらわないと困ります」

「まあそう言ってくれるねェ。ところ構かまわず発はつ情じようするのはあたしのアイデンティティなんだからよ」

「自分が野生動物並みの社会性しか持ち合わせてないことを、そんな自じ慢まんげに語らないでください」

「つってもさ、本音を隠して取とり澄すましてちゃ、あたしらしさが失われちまうのも確かだろ？　人はそれぞれ、自分にふさわしい人生の歩き方ってもんがあるわけだし、それを外してちゃあ幸せに生きることなんざできやしねえわけだ」

「なんだかそれらしいことは言ってますけど、生徒会長がいつもロクデナシ発言ばかりしていて、なおかつそれをわたしたちが嫌いや々いや聞かされているという構図には変わりありませんから」

「いやしかし、あたしほど面倒のない女はいないってのにねェ」

　秋あき子この苦言を聞き流して、嵐あらしはため息をつく。

「恋人として付き合ってくれとか、ましてや結婚してくれなんて言ってるわけでもねえ。すっぱりきっぱりカラダの関係だけでいい、つってんのに、あの野郎はちっとも耳を貸しやがらねえんだよな」

「そんなの当然じゃないですか」

　秋子は半はん眼がんになって、

「捕食者プレデターの二つ名で呼ばれている生徒会長の口の中に、誰が好きこのんで飛び込むものですか。わたしのお兄ちゃんにマゾっ気はありませんし、自殺願望もありません。生徒会長は自分のことを過大評価しすぎです」

「けどよ、好みの問題はあるにしたって、あたしがイイ女なのは確かなわけだ」

　しかし嵐も引き下がらず、むしろ身を乗り出すようにして、

「そのことは、あたしの歴代の愛人が数十人を数えることからしても明らかなわけだよ。そんな魅力的な女から何度もアプローチを受けて、それでもなお何の反応も示さない、ってのは、これは男としてちょっと問題があるんじゃねえのかい？」

「その理由は簡単ですよ」

　ふふん、と鼻を鳴らして、

「お兄ちゃんが生徒会長をはじめとする他の女の人に目もくれないのは、わたしという将来を約束した妹がいるからです。わたしとお兄ちゃんは間もなく恋人同士の関係になり、数年以内には夫婦の関係になることが確定しているくらいにラブラブなので、他の女の人に目もくれないのは当然の成り行きと言えるでしょう。ちなみに結婚式に関しては、できるだけ手作り感のあふれるこぢんまりとしたものがいいと思っています。もちろんお兄ちゃんとの話し合いの上で決めることですけど、できれば海外の結婚式場で、身内だけを十人ぐらい呼んで、ささやかだけど温かい結婚式にしたいですね。ちなみにウエディングドレスに関しては──」

「お前さんたちにとっても他人事じゃねえはずだぜ？」

　なおも気分よさそうに語り続ける秋あき子こを尻目に、嵐あらしはお風ふ呂ろ場ばを見渡した。

　お風呂場にいる残りのメンバーは、那な須す原はらアナスタシア、猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ、鷹たかノの宮みやありさの三人。

　彼女たちは思い思いのやり方で入浴を楽しんでいた手を休め、雄ゆう弁べんをふるう生徒会長に目を向ける。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人とはまだ十六歳、悟りを開いた坊さんみたいに枯かれるにはちと早はええはずだ。むしろ男であるからには、少しばかり女遊びを覚えるのも勉強のうち、ってもんだが……お前さんたちはどう思うよ？」

「さあ。わたくしには判断しかねるわね」

　応じたのは、生徒会副会長の那須原アナスタシア。

　見事なブロンドを丁寧にシャンプーしつつ、

「姫小路秋人──あっきーは確かに身持ちの堅い男だし、女というものに対するガードがやたらと堅いようにも見えるけれど。会長の言葉を借りるなら、彼はまだ十六歳なわけだし、少しばかり至らないところがあるからといって大げさに嘆なげくこともないわ。枝し葉よう末まつ節せつをいちいち気にしたりせず、木を見るより森を見る感じで、もっと長い目で見てはどうかしら──というのが、わたくしの建たて前まえね」

「じゃ、本音は？」

「会長の嘆きなんていちいち知ったことではないから、どう解釈しようと好きにすればいいんじゃないかしら」

「かっかっか。相変わらずお前さんはキツいねえ」

「そもそもわたくしが見るに、あっきーの問題は別なところにあるわ」

「ほほう？　じゃあ聞かせてもらおうじゃねえか。お前さんの考える、姫小路秋人の問題ってやつをよ」

「あっきーの問題点、それは──」

　アナスタシアは遠くを見る目をして天を仰ぎながら、

「お笑いというものに対する意識の低さ。これに尽きるわ」

「はあ」

「確かにわたくしがボケれば、ちゃんと彼はツッコミを返してくれる、その点については合格点をあげましょう。だけどわたくしが見る限り、彼の適性はツッコミではなくてボケの方にあるはずなのよ。にもかかわらず、彼はギャグのひとつも口にしないし、あまつさえこちらから何か話題を振らない限り面白いことを言おうともしない。これはお笑い芸人としては致ち命めい的てきよ。わたくしとお笑い業界の頂点を目指すからには、そんな志こころざしの低い生き方では困るというものだわ」

「……なんつーか、独断と偏見による評価、って意味ではあたしをも上回るコメントだけどよ」

　嵐あらしは半はん眼がんになって副会長を見つめながら、

「ま、それにしたってアレだ。あの男が真面目一いつ辺ぺん倒とうの杓しやく子し定じよう規ぎなのは、お前さんも同意してくれるわけだ」

「そうね。概おおむねそういうことになるかしらね」

「ふむ、なるほど。じゃあ次は他のヤツに訊きいてみよう。……おーいぎんぎん、これまでの話は聞いてたよな？」

「ああ。聞いてはいたよ」

　生徒会会計・猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみが、スポンジで身体をごしごししながら面倒くさそうに、

「聞いてはいたけど今さらな話さ。何しろ僕は、君たちよりも秋あき人ととの付き合いが長いのでね。会長さんや那な須す原はらくんが嘆なげいていることなんて、もう何年も前から気づいてることだし、思い知らされてもいることなんだよ」

「ほうほう。そりゃ確かにそうかもな」

　嵐は大いに頷うなずきながら、

「じゃあたっぷり聞かせてもらおうじゃねえか。ぎんぎんは姫ひめの小路こうじ秋人のどういうところに辟へき易えきとさせられているのかをよ」

「ははは。そんなのいちいち挙げていったらキリがないね」

　銀兵衛は乾いた笑いを漏らしつつ、

「キリはないけど、しかしそれでもあえてひとつを挙げるとするなら……やはりアレだね、友とも達だち甲が斐いのなさ、これに尽きるだろうね」

「ほうほう。そうきたか」

「かねてから言っている通り、僕は秋人のことを親友だと思っている」

　ため息をつきながら、

「長いあいだ苦楽を共にしてきたし、同じ目的に向かって力を合わせたこともあるし、時には意見が対立して敵に回ってしまったこともある。大げんかをしたことだって一度や二度ではないさ。それでも袂たもとを分かつことなく、これまで親しい関係を続けることができたんだから、誰から見たって親友を名乗ってもいいはずなんだよ僕たちは」

「うむうむ。確かにそうかもねェ」

「なのに秋人ときたら、親友であるはずの僕のことをないがしろにしすぎる。具体的に言うと、とにかく必要なことを口にしないことが多すぎる。男は黙って……という美学を身上としているのかもしれないけど、それにしたって隠し事がありすぎるよ。僕に黙って聖リリアナ学園に転入したいきさつなどは、その最たる例だろうね。ああもう、思い出したらまた腹が立ってきた……とにかくあの男の秘密主義は度しがたいものがある。まして親友である僕に対してもそれを押し通すなんて、これはもう許しがたい背はい信しん行為だよ」

「なるほど。ぎんぎんからすればその通りだろうなァ」

　嵐あらしはニヤニヤしながらあごをなでて、

「しかしぎんぎんよ。確かに姫ひめの小路こうじ秋あき人とに隠し事が多いのは分かるし、腹ン中でなに考えてるのか分かんねえところがあるのも間違いねえ。親友であるお前さんに不ふ義ぎ理りをしているってえのは、なるほどそうだろうよ。んでもよ、だからといってぷんすか怒るのも、それはそれで親友としてどうかと思うんだがねェ」

「むっ。それは聞き捨てならないね。どういう意味だい？」

「そもそもさ、親友だからといって何もかも包み隠さず話さなきゃならねえ、って法はねえと思うわけだ。そうじゃねえ親友の関係ってのもいくらでもあるはずだし、むしろ相手のしゃべりたがらないことを汲くんでやって、あえて触れないように立ち回るのも、親友ってもんのひとつの形じゃねえのかな」

「むぐっ……会長さんは時々しれっと正論を言うから困る……」

「第一お前さんだって、姫小路秋人に何もかも包み隠さず話してるわけじゃねえだろ？　たとえばお前さん、自分の気持ちをちゃんとあの男に伝えているかい？」

「そ、それとこれとは別の問題ではないかなっ！　それ以上追及するつもりなら、僕は黙もく秘ひ権けんを行使させてもらうよ！」

「かかか、まあいいさ。姫小路秋人に隠し事が多すぎる、っていうぎんぎんの主張は分かったし、あたしもそれについては異論ねえからよ」

　笑いつつ弁舌の矛先を変えて、

「鷹たかノの宮みやありさ。お前さんはどう思うよ？」

「へあっ!?
 　あ、ありさですか？」

　自分にまで飛び火するとは思ってなかったのか、ふわふわの髪をていねいにトリートメントしていたありさはビクッと振り返って、

「ええとその。どう思うというのは、何がですか、会長ねえさま」

「何が、ってことはねえだろ。同じ風ふ呂ろ場ばにいて、まさか話を聞いてなかったとは言わさねえぜ……お前さんも姫小路秋人に対しては、何かしら言いたいことがあるんじゃねえのかい？」

「そ、そんな、ありさは別に、何も……ありさは秋人にいさまのことを尊敬していますし、みなさんには認めてもらえないかもですけど、秋人にいさまはありさの婚約者ですから……そんな人に対して、言わなきゃいけないことなんて何もないです。ただただ、ありさはにいさまを信じてついていくだけです」

「なんでえなんでえ、そんな教科書みたいな受け答えをしやがって。確かにお前さんの言ってることは、礼れい節せつという意味においては百点満点だけどよ、似たような境遇にある仲間に対する返答としては目も当てられねえ赤点だぜ？　育ちがいいのも結構だが、日本人であるからにはもうちょっと空気を読むスキルってもんを身につけてもらわねえと」

「ええとその、ありさには、会長ねえさまの言ってることがよく分からないです」

「そうかい？　お前さんの顔にはそんなことねえ、って書いてあるけどな」

「！」

　あわてて両のほっぺたを押さえるありさを見て「かかか」と笑いつつ、

「ま、ここだけのぶっちゃけ話さ。他所に漏らすような無ぶ粋すい者ものはここにはいねえし、時と場合を選んで腹を割ることも、この先々の人生でいくらでも必要になってくるだろうよ。どうだい？　ここらでひとつ、そういう大人の勉強をしておくのも悪くはねえんじゃないのかい？」

「はぅ……」

「そうすりゃあ大人のオンナにも一歩近づけるってわけだし、そのことはつまり、姫ひめの小路こうじ秋あき人とにふさわしいオンナにより近づける、ってことでもあると思うんだけどよ？」

「!?
 」

　ありさの目の色が変わった。

　嵐あらしの言葉を吟ぎん味みするようにふむふむと頷うなずいてから、きりりと眉み間けんを険けわしくして、

「ありさも、秋人にいさまに物もの申もうしたいことがあります！」

「ほうほう。そりゃ一体どんなことでえ？」

「秋人にいさまは、ありさのことを子供あつかいしすぎだと思います！」

　憤ふん然ぜんとして鼻息も荒く、泡を飛ばしそうな勢いで髪を振り乱しながら、

「にいさまは、ありさのことを婚約者として認めてくれないのはもちろん、恋愛対象のひとりとしても認めてくれません。確かにありさはまだ十二歳なので、子供と言われれば反論できないですけど、でもだからといってまったく眼中にないみたいなあつかい方をするのは、いけないことだと思います」

「ふむふむ。そうかもねえ」

「それにありさは、秋人にいさまのお嫁さんになるために、いろんな修行をがんばってきました。お料理もお掃除も、お洗濯もお裁さい縫ほうも、一人前にやれると思います。それ以外の礼儀作法とかも、ちゃんとできるはずです。どこに行っても、どんなところに出されても、秋人にいさまに恥をかかせることはしないつもりです」

「うんうん。確かにその通りだ」

「それに今のありさは、まだ子供だし、その、カラダの方もまだまだ子供ですけど、それだって時間の問題だと思います」

「ほほー？　その根拠は？」

「なぜかというと、ありさのお母様のスタイルがとてもいいからです」

　と言って、彼女にはめずらしく胸を張って、

「お母様はすらりと背が高くて、手も足もすごく引き締しまっていて、何よりスリーサイズがばっちりです。近ごろは歳を取って衰えた、とお母様は言いますけど、でもぜんぜんそんなことはなくて、今でも水着の写真集を出せるくらいにとてもきれいなんです。お母様は、ありさの自じ慢まんのお母様なんです」

「へえ、なるほどそいつはすげえ。するってーと、お前さんはそのお母様の血を受け継いでるわけで……」

「はい。ありさはお母様に似ていると言われます。なので、そんなに遠くないうちに、ありさはお母様みたいにスタイルのいい感じになれると思います。たぶん、あと三年か四年もあれば、会長ねえさまはともかくとしても、秋あき子こねえさまやアナスタシアねえさまと同じくらいにはなれるんじゃないかと、ありさは期待しています。その時になって秋あき人とにいさまがどんな顔をするか、今からとても楽しみです」

　ふんかふんかと、これまためずらしく鼻息も荒いありさだが、この場にいるメンツの中でただひとり、銀ぎん兵べ衛えだけが微妙な顔をしていることには気づいていない。「ありさくんだけは味方だと思ってたのに……」などとため息をつきつつ、自分の薄い胸元に手を当てていたりする。
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　そんな様子もちゃっかり視界に収めている嵐あらしが、呵か々か大たい笑しようして、

「なるほど分かった。鷹たかノの宮みやありさ、お前さんにもいろいろあるんだな。まあそうだよな、お前さんはいい子には違いねえが、かといって腹ン中に何も抱えてねえのかっていえば、そういうわけにもいかねえよな。いや、いいんだ。その程度には人間くさいところがねえと、お前さんと付き合うこっちが気疲れしちまう」

　うんうん頷うなずき、あらためて場にいる一同を見やる。

「まあご覧の通り、ここに雁がん首くびならべた連中は皆、姫ひめの小路こうじ秋あき人とに何かしらの思惑を持ってる同士であり、あの男に何かしら物もの申もうしたいことを持ってるわけだ。これも何かの縁、せっかくだからここらでひとつ、そのあたりの腹をみんなで明かし合ってみねえか？　……ってのは要するに、姫小路秋人の悪口大会で盛り上がってみねえか、っていう提案なんだが。どうよお前さんたち？」





　──数分後。

　学生寮の女子メンバー全員が身体を流し終えて湯ゆ船ぶねに浸つかり、スタンバイが整った。

　座長役である嵐がコホンと咳せき払ばらいして、

「まあそんな畏かしこまることでもねえんだが」

　と肩をすくめる。

「あたしたちはひとつのモノを取り合うライバル同士でもあるにせよ、それと同時に一度しかない青春をひとつ屋根の下で過ごす仲間でもある。その仲間同士、ひとつのネタをいじり合うのも悪かねえ、と思って今回の提案に至ったわけだ。ここだけの話、ってことで遠えん慮りよは要らねえ。堅かた苦くるしい会議を始めるんでもねえし、ざっくばらんに、無ぶ礼れい講こうで楽しくやれりゃいいと──」

「はいっ。はいはいはーい！」

「……こら姫小路秋あき子こ」嫌そうな顔をして、「こちとら一応それなりに形にしようと思って口上を述べてんだ。途中で茶々入れんじゃねえよ」

「だって、会長の話は長いんですもん。普段は無駄に豪ごう快かいなくせに、たまに妙に細かくなるというか、段取りを大事にしたがるクセがあるんですよね。そんなことより早く本題に入りたい人ばかりだと思うので、わたしはあえてここで手を挙げることを選んだわけなんです」

「……とか何とか建たて前まえを言ってるけどよお前さん。実際のところは一秒でも早く兄貴の話で盛り上がりたい、ってだけのことなんじゃねえのか」

「わたしの本心をいちいち解説しなくても結構です。そんなことよりさあ、早く始めましょうよ。早く早く」

「分かった分かった。そんじゃ姫小路秋子、何か言いたいことがあったら言ってみな。お前さんの兄貴について言いたいこと」

「待ってました！」

　嬉しそうに破は顔がん一いつ笑しよう、駄菓子屋で目移りしている子供みたいな顔で、

「ええとですね、お兄ちゃんはとにかくひどいと思うんです」

「へえ。具体的にはどんな風に？」

「よくぞ訊きいてくれました。お兄ちゃんのひどいところ──それは取りも直さず、わたしのお兄ちゃんが素敵すぎることにあります」

「はあ」

「まずお兄ちゃんは、とてもイケメンだと思います。お兄ちゃん自身は『ぜんぜんそんなことないよ』って言いますし、『あいつは線が細すぎてだめだ』みたいなことを言う人もいますけど、決してそんなことはないはずなんです。眉まゆ毛げの形がきれいだと思いますし、髪の毛はさらさらで柔らかそうですし、笑った顔はいつも優しいですし、なよっとしてるように見えて実は引き締しまった体つきをしてますし。目がとても澄んでいて何かの宝石みたいですし、鼻だってぜんぜん低くないし、耳の形とかもわたしは好きです。そもそもそういう見た目だけじゃなくて、お兄ちゃんは中身がとても素敵なんです。やさしいけど芯しんはしっかりしてて、何でも受け入れてくれそうな余裕があって、いつもわたしのことを気にかけてくれていて……とにかくお兄ちゃんは、周りから正しく評価されていない感じがしていて、わたしはいつもそのことを歯がゆく思っているんですけど、でもお兄ちゃんのイケメンっぷりが周りに知れ渡っていないということは、ライバルが現れる可能性がそれだけ低くなるということであって、わたしとしては痛いたし痒かゆしといいますか、大変なジレンマを抱えているといいますか、でもそういうもやもやした気持ちもまた、お兄ちゃんを愛することの醍だい醐ご味みだとも思うわけでして、まあ結局のところ何が言いたいかといいますと、お兄ちゃんの素晴らしさに気づいているわたしはなんという勝ち組な」

「うし。じゃあ次」

　ただのノロケになっている上に、ちっとも論点が定まらない秋あき子こを捨て置いて、

「んじゃ副会長いってみっか。何かあるかい？　物もの申もうしたいこと」

「もちろんあるわ」

　と言ってアナスタシアは鼻を鳴らし、

「まあこれは、悪いところというよりも、直した方がいいのではないかしら、と思うことなのだけど」

「おう、いいんじゃねえか？　言ってみねェ」

「あっきーの問題点、それは──特にこれといった趣味がないところにあるわ」

「あ～。なるほどな」

　納得のいった顔をする嵐あらしである。今回のイベントで初めての、心から素直に同意した感のある反応だ。

「確かにそうだよなあ。あの野郎の趣味って、何かあったっけ？　少なくともあたしは、あいつが何かに夢中になってるところを見たことがねえわ」

「うむ。そうなんだよね」

　すかさず銀ぎん兵べ衛えが頷うなずいて、

「秋あき人ととの付き合いの長い僕だけど、あの男が何かの趣味にハマっているところを見たことがないね。ゲームにせよスポーツにせよ習い事にせよ、それなりにソツなくこなしはするし、誰かに誘われれば付き合いもするのだけど、自分から進んでやることはほとんどないんだ。僕だってお世せ辞じにも趣味の多い人間ではないけれど、それでも秋人に比べれば娯楽を嗜たしなむ方だからね。将棋とかクロスワードパズルとか」

「はあ、将棋にクロスワードパズルねえ。ぎんぎんよ、お前さんって見た目の印象どおりに枯かれた趣味をしてやがんのな。地味というか、年寄り臭いというか」

「うるさいよ放っておいてくれたまえ。愛人をつくることが趣味の会長さんに言われたくないよ」

「かかか、そりゃまあそうだわな。……ちなみに鷹たかノの宮みやありさよ」

「えっ？　あ、はい」

「お前さんは何か知ってるのかい、姫ひめの小路こうじ秋人の趣味。ぎんぎんに負けず劣らず、お前さんだってあの男との付き合いは長いんだろ？」

「あ、はい、ええと……」

　小さな身体を首まで湯ゆ船ぶねに沈めつつ、ありさはしばし考えて、

「そうですね、秋人にいさまはありさの知ってる限りでも、特にこれといった趣味は持ってないと思います。双すご六ろくとか羽は子ご板いたとかでよくいっしょに遊んでくれましたし、そういう時のにいさまは楽しそうな顔をしてくれますけど、でもそれも、あくまでありさに付き合ってくれているだけだと思いますし……」

「そっかそっか。お前さんの目から見ても、あの野郎はやっぱり無趣味か」

「はい。もう少し趣味を持った方がいい、ということを、ありさの父様と母様も言っていました。確かににいさまは何か、もう少しのめり込めるものを見つけてもいいのかも、と思います」

「うんうん。お前さんでさえそう思うってことは、姫小路秋人の無趣味も重症だな」

「あっ、でもですね、趣味がないことが悪いこととは、ありさは思ってなくて。趣味がないということはその分、勉強とかお仕事に時間が使えますし、お金を無駄遣いすることもないですし」

「いやいや、そんなフォローは要らねえんだぜ？　この場の趣旨ってやつを考えたら、むしろ余計な気を遣うのは野や暮ぼってもんだ」

「あ、う。そうでしょうか」

「えー？　でもありさちゃんの言ってること、わたし分かります。いいじゃないですか、お兄ちゃんに趣味らしい趣味がなくたって。そんなのなくてもお兄ちゃんは──」

「あーいや姫ひめの小路こうじ秋あき子こ。お前さんの意見はいいや」

　訊きかなくてもだいたい分かる、という顔で、

「いや、しかしそれにしてもそうだよな。あの野郎には何かが足りないと思ってたけどよ、胸を張れるような趣味がない、ってのはまさにそのひとつだ。やっぱ男に生まれたからには、仕事以外のことでのめり込める何かがねえとなー」

「同感ね」アナスタシアが頷うなずいて、「身を持ち崩すぐらい何かに打ち込んでこそ、初めて一人前の男と言えるんじゃないかしら」

「まあ何事もほどほどに、とは思うけれど」銀ぎん兵べ衛えもそれに続いて、「それでも僕は思うんだ。たとえば子供っぽい趣味に走っている男性というのは、傍はたから見てちょっと呆あきれる反面、どことなく可愛くも見えてくるところもあるんじゃないかな、とね」

「にいさまはとても真面目な人なので」ありさはそう前置きしつつも、「あまり遊ぶことに関して興味がなさそうといいますか、遊びを楽しむ文化がそもそもないといいますか。ありさもあまり遊びの得意な方ではないのですけど、そのありさから見ても、にいさまはもう少し遊びを覚えてもいいんじゃないかと思います」

　などなど、口々に同意の言葉を並べていく。

　姫小路秋あき人と＝無趣味＝よくないこと、という構図は、これにて概おおむね確立されたと言っていいだろう。

「にしてもよ、姫小路秋人が時々みせる面白みのなさってのは、やっぱあの野郎が無趣味なことと関係あるのかね」

「もちろん関係はあるでしょう。芸事は人生の肥こやし、という言葉もあるくらいだし、そもそも遊びを楽しむこともできない男が、お笑い業界の頂点を極めるなんてちゃんちゃらおかしい話だわ」

「お笑い業界うんぬんは置いておくとしても、人生にバランス感覚が必要なのは確かだろうね。よく遊び、よく学べ、とは、昔からよく言われている言葉でもある」

「遊びすぎもよくないと思いますけど、遊ばなすぎもよくないと思います。息抜きをちゃんとしないと、息が詰まってしまいます」

「うんうん、そうだよなあ。やっぱヌキヌキしてやるのは大事だよなあ」

「どさくさに紛れてそういう発言をするのはやめてもらえるかしら。ありささんが何の話か分からない顔をしているわ」

「まったくだよ、本当に会長さんは油断も隙もないね。ちょっと目を離すとすぐにそちらの方向に話を持っていこうとするのだから」

「……ふうん？　そんな風にしたり顔で語っているということは、ぎんぎんはヌキヌキするという言葉の意味を正確に理解しているということでしょうけど。ヌキヌキとはいったい何の意味なのか、わたくしに説明してもらえないかしら」

「え、ちょっ、何を言い出すんだ那な須す原はらくん。そういうのは卑ひ怯きようじゃないか」

「別に卑怯でもなんでもないわ。わたくしはなんとなく流れに乗って、適当に生徒会長の話に合わせていただけで、ヌキヌキというのが何を指す言葉なのかとんと理解していないのよ。いやらしい言葉だということは察しがつくけれど、それ以上は何のことやら……さあ教えて頂ちよう戴だいぎんぎん。ヌキヌキとはいったいどういう意味なのか」

「せっ、セクハラだよそういうのは！　僕は断固として回答を拒否する！」

「あ、もしよろしければ、ありさにも教えてもらいたいです。きっと大人の世界の言葉なんだな、ということは分かるのですけど、それ以上のことは分からなくて……ありさはこの機会に、大人の階段を一歩踏み出したいです。お願いします銀ぎん兵べ衛えねえさま」

「ちょっ、ありさくんまでそんな……いや、だめだよこれは！　こういう流れはとてもよくない！　ありさくんにはまだ早すぎる！」

　わいわいがやがや。

　やいのやいの。

　姫ひめの小路こうじ秋あき人との悪口を肴さかなにした宴は、場に女の子しかいないという気安さとも相あいまって、早くもいい感じに盛り上がってきた。
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「と、ところで秋あき人とといえば」

　形勢不利とみた銀ぎん兵べ衛えが、すかさず話題を変える。

「やはり僕が思うに、あの男の良くないところは数あれど、その中でも他の追つい随ずいを許さないほどひどい点がひとつあると思うのだけど。君たちにはそれが何なのか分かるかな？」

「あらぎんぎん。逃げるのかしら」

「ば、馬鹿を言いたまえ、僕は逃げも隠れもしていない」

「銀兵衛ねえさまひどいです。逃げずにちゃんと、ヌキヌキの意味を教えてください。ありさ、秋人にいさまにさっそくそのヌキヌキをして差し上げたいです」

「ちょっとありさくん!?
 　もし仮にその言葉の意味を知ったとしても、決してそれを秋人にやってはいけないからね！」

「かっかっか。まあぎんぎんをからかうのは面おも白しれえが、まだまだ先は長なげえんだ。何か話題を提供してくれそうだし、まずは聞いてみるとしようや。……邪魔して悪かったなぎんぎん。さあ続けてくれ」

「……コホン。ええと僕が思うに」

　赤い顔もそのままに、どうにか銀兵衛は態勢を整えて、

「秋人の困ったところ、それはズバリ彼の鈍どん感かんさにあると思うのだけど。どうかな？」

　おお～、という声にならない歓声に、たちまちお風ふ呂ろ場ばが満たされる。

「異い存ぞんなし。まったくその通りだわな」と嵐あらし。

「ベタではあるけど核心は突いているわ」とアナスタシア。

「とてもよく分かります。まったくの同感です」とありさ。

「そうですか？　そんなに悪いことでもない気がしますけど」と首をひねるもスルーされ気味の秋あき子こ。

「うむ。やはり誰しもが同じ意見のようだね」

　銀兵衛が大きく頷うなずいて、

「姫ひめの小路こうじ秋人という男のズレっぷりは、もはや天然記念物なみと言わざるを得ないだろう。普段はそれなり以上に聡さといはずなのに、どうして特定の方面にだけ感覚が摩ま耗もうしきっているのか……ある種の才能ある人間は、とある分野にだけ脳の活動が特化していて、それ以外の知的活動に関しては平均以下になってしまう、というような話を聞いたことがあるけれど。あの男はその類たぐいなのかな？」

「それは好意的すぎる解釈というものよ、ぎんぎん。あっきーは単なるニブチンなだけであって、それ以上でもそれ以下でもないわ。いいえ、ニブチンというよりも野や暮ぼ天てんと言うべきかしらね、この場合は」

「残念ですけど、この点に関してはありさも全力で賛成です。にいさまは素晴らしい人だと思いますし、ひとつやふたつぐらい弱点があったとしても、その素晴らしさは変わらないとも思います。でも、にいさまのあの鈍さはちょっとひどすぎます」

「ま、しょうがねえよ。結局のところ、姫ひめの小路こうじ秋あき人との関心事はただひとつに限られすぎてんだわ。偏り、っていう意味では世の中にこれ以上のものはありゃしねえ……なあ、そう思うだろお前さん」

「え？　どうしてわたしを見るんです？」

　きょとんとする秋あき子こに、嵐あらしは首をすくめて、

「ともあれ、こっちとしては野や暮ぼ天てんにつける薬はないと承知の上でも、もうちょいあの野郎に何とかしてもらいてえと思うわけだが。なんぞいい方法はあるかねェ？」

「どうだろうね。僕はとっくに諦あきらめたけど」

「ありさも、ちょっと無理なんじゃないかと思い始めています」

「あなたたちふたりでもさじを投げるとなると、もはや処置なしなんじゃないかしら」

「ま、面と向かってハッキリ言ってやるぐらいしか手がないんじゃないかねェ、結局のところ」

「だけどそれだけのことで済んでいる話なら、僕らがこんな風に雁がん首くびそろえてため息をつく必要もないわけだよ」

「にいさまは鈍いのと同時に、変なところでガンコですから」

「良くも悪くも人の話を聞かないところはあるわね、確かに」

「人の話を聞かないねえ。つーかお前さんに言われるようじゃ、姫小路秋人もいよいよ考えねえとだよなあ」

「あら、その発言は聞き捨てならないわね生徒会長。どういう意味か説明してもらえるかしら」

　わいわいがやがや。

　やいのやいの。

　新たな燃料を投下されて、井い戸ど端ばた会議ならぬお風ふ呂ろ場ば会議はいよいよ盛り上がる。

「どういう意味かもなにも。人の話を聞かないって意味じゃ、那な須す原はらアナスタシアの右に出るヤツはいないと思うんだけどよ」

「灯台もと暗しね。まさにいま目の前にいるでしょう、人の話を聞かないことに関しては人じん後ごに落ちない、赤い髪の誰かさんが」

「おいおいそいつァねえぜ。あたしはあえて人の話を聞かないことはいくらでもあるけど、そこまでガンコでもなけりゃ、頭の固い人間でもねえはずだ。むしろ人の話はよく聞くほうだろ。でなきゃ生徒会長なんざやってられるかってんだ」

「天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんの二に階かい堂どう嵐がそんなことをうそぶいても説得力ゼロね。一度、自分が一日で口にするセリフのすべてを録音して、寝る前に聞き直してみればいいのだわ。そうして我が身を振り返れば、自分の常日頃の行状を少しは反省するでしょうから」

「なにおう、言わせておけば好き放題に。そういうお前さんこそ──」

「あわわ、けんかはだめです、よくないことです」

　口論を始めた嵐あらしとアナスタシアの間に、ありさが慌てて割って入る。

「今はそういうことをしてる場合ではないです。今はみんなで秋あき人とにいさまの話をもっとしましょう、そうしましょう」

「つってもお前さんよ」嵐がジト目で、「せっかく姫ひめの小路こうじ秋人の悪口をネタにして盛り上がってんのに、お前さんはさっきから遠えん慮りよがちっつーか、いつもみたいに優等生ぶりを発揮してるっつーか。それじゃあ説得力ってもんがねえよなあ」

「隗かいより始めよ、という言葉もあるわ」アナスタシアも頷うなずいて、「まずはありささんがお手本を見せてくれないことには、わたくしたちもケンカを止めることはできないというものよ。というのはつまり、ありささんの口からあっきーの悪口を聞かせてほしいわ、ということなのだけど」

「まあそういうこったな。遠慮はいらねえから、派手なやつをドカンと頼むぜ」

「うぐ、はうう……」

　嵐とアナスタシアの口論が、どうやらありさを悪口の土俵に引っ張り込むための罠わなだったらしい、と気づいたかどうか。ありさは目を白黒させつつ、あれこれと思い悩んでいる風だったが、

「ええと、ええと、秋人にいさまの悪いところ……」

　それでもなかなか見つからないのか、ぐるぐる目を回して考えに考えたあげく、明らかにテンパった声で、

「ええと、にいさまの悪いところは何と言っても、心の中で何を考えているのかよく分からないことだと！　ありさは思います！」

「ほほーう……」

　途端、嵐が目を細めて、

「やるじゃねえか鷹たかノの宮みやありさ。まさかそこをズバッと突いてきやがるとは」

「わたくしも驚いたわ」

　アナスタシアも珍しく目を丸くして、

「誰もが思ってはいるけどちょっと口にはしにくいことを、何の遠慮もなく斬きり込んできたわね。可愛い顔して恐ろしい子……」

「正直僕も見直したね、ありさくんのことを」

　銀ぎん兵べ衛えまでもが腕を組み、感嘆の唸うなり声をあげる。

「いくら才能と実力があっても、まだまだ線の細い子供だと軽く見ていたところがあったけど……純粋無む垢くな子供こそが、往々にして誰よりも残酷たりうるという事実を、身をもって教えられた気分だよ。いやはや脱だつ帽ぼうさせられたね」

「えっ？　えっ？　ありさ、そんな大げさなことを言ったつもりじゃ」

「そうなんだよなあ。姫ひめの小路こうじ秋あき人との野郎って、ほんと腹の底が見えねえんだよなあ」

　ありさの抗こう弁べんをスルーして、嵐あらしが大げさに嘆なげく。

「人あたりはいいし、お人ひと好よしだし、苦労人でもある。本来なら文句なしで愛すべきキャラのはずなんだが、どこか一ひと筋すじ縄なわではいかないというか」

「確かにそうよね」

　とアナスタシア。

「行動もその原理もひどく分かりやすいはずなのに、いつだってほんの少しだけ隠している部分があるというか。一見すると腹を割って話してるように見えても、その実は他人に明かすための腹をいつだって用意しているというか」

「得え体たいの知れないところはあるよ、昔からね」

　と銀ぎん兵べ衛え。

「事実、人じん畜ちく無む害がいそうな顔をしておいて、ある日とんでもないことをやらかす、ということがたびたびあったものだ。もちろん僕だってそのことは分かってるから、常つね々づね気をつけてはいるつもりなんだけど……分かってはいても油断してしまうんだよ。いや、油断させられてしまう、というのが正しいのかな？　秋あき子こくんを引き取って聖リリアナ学園に転入したいきさつなどはその顕著な例だね。どれだけ警戒していても、僕の想像の一歩先を行かれてしまうというか」

「ひょっとすると、ですけど」

　さらにありさが神妙に、

「にいさまが肝かん心じんなことをいつも黙っていたりするのは、周りの人に気を遣っているからなのかな、と思う時もあります。いくら仲が良くても、何でもかんでも洗いざらい話してしまうのが必ずしもいいことかというと、それはまた違うんじゃないかと思いますし。加えてにいさまは、あまり人には言えない大それたことを考えてる節もありますし。でも、それを分かっていてもありさは、にいさまが心の中で考えていることを、もっとたくさん話してもらいたいのですけど」

　むむう、とそれぞれに難しい顔で考え込んでしまう一同。

　いや、ただひとりだけ。

　姫小路秋子のみは、天てん下か国こつ家かを語る大人の間に混じってしまった子供みたいな顔で、不思議そうな顔をしていたが、

「……でへへ」

　不意にその顔をだらしなくニヤけさせて、その場にいる全員を呆あきれさせる。

「なーに笑ってやがんでえ」

　嵐あらしが白い目で、

「お前さんだって、姫ひめの小路こうじ秋あき人との得え体たいの知れないところには、さんざんっぱら苦労させられてるんじゃねえのかい？　なんせあの野郎にいちばん近いところにいるのはお前さんだからな、いちばん火の粉を被かぶってるのもお前さんのはずだがよ？」

「それはそうですけどお」

　相変わらずにへらにへらしながら、

「確かにお兄ちゃんはいろんなことを隠してると思いますよ？　頑固な鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわからどうやってわたしとお兄ちゃんの独立を勝ち取ったのか。もしくは誰の援助も受けずにどうやって兄妹ふたりの生活費をまかなっているのか。そういう肝かん心じんなことを、たったひとりの妹であるわたしにさえ話してくれませんもの。妹として心配になりますし、不安にもなります」

「……だったらなんでそんな風に笑ってやがんだ？」

「だって、そういうお兄ちゃんも格かつ好こいいじゃないですかあ」

　くねくねと身をよじらせて、

「表向きは穏やかで優しそうなのに、実際はものすごいアウトローで、裏の社会では一目置かれている──みたいな。そういうシチュエーションも秋あき子こ的には大歓迎です」

「おいおい。脳天気に言ってやがるけど、本当にそうだったらどうすんだよ？　あり得ねえ話とは言い切れねえぜ？　あの野郎がなに考えてるのか分からねえところがあるのは間違いねえし、ひょっとしてひょっとするとそういうこともあるかも知れねえだろ？」

「だとしても、それはそれで！」

　まさしく脳天気な笑顔で、秋子はあっけらかんと言う。

「どうせどう転んだって、わたしはただひたすらお兄ちゃんのお側そばにいさせてもらうわけですし！　お兄ちゃんがどこの何者であろうと、たとえお化けとか宇宙人とかであっても関係ありませんし！　お兄ちゃんは何があってもお兄ちゃんで、わたしだって何があってもわたしで、そこは変わることはありませんから！」

「……あーあーはいはい。お前さんはそう言うと思ったよ」

　嵐は軽くあしらって、

「まあ姫小路秋子の意見はおいとくとして。他に何かねえかいお前さんたち？」

「そういえばこの間のことだけど。あっきーが洗面所の蛇口を開きっぱなしにして、水を出しっぱなしにしたまま自分の部屋に戻っていくのを、わたくしは見たわ」

「ああ、そういうことが割とよくあるよね秋人は。きっちりした性格をしてるくせに、一度考えごとにのめり込むと周りのことが見えなくなってしまうんだよね」

「ありさもそういうところを何度も見たことがあります。ひどい時なんて、考えごとをするあまり歩きながら部屋の柱にぶつかってしまって、なのにぶつかった格かつ好こうのまましばらく考えごとを続けていたことがありました。何秒かたってから『あ痛』とか言って、不思議そうな顔をしておでこに手を当てていたりとか……」

「かっかっか、そいつぁひでえな。あたしはそこまで極端なのは見たことねえけどよ、納豆にしょうゆじゃなくてソースを間違えてかけて、そのまま気づかずに食ってたことはあったな。面白かったから放っておいたけどよ」

「意外とドジっ子よね、あっきーは」

「そのくせ自分ではしっかりした男だと思い込んでいる節があるからね。傍はたから見ていると苦笑が漏れるのを禁じ得ないよ」

「そうですそうです。秋あき人とにいさまは、他の人のことはけっこう口うるさいのに、自分のことに関しては無関心なところがあります。言葉を変えるとつまり、さっき言っていた鈍どん感かんさにも繋つながると思うのですけど」

「けっきょくは一いち事じが万ばん事じ、ってやつなのかねェ。あの野郎の困ったちゃんなところはぜんぶ、根っこが同じような気がしてきたぜ。……おうそうだ思い出した、姫ひめの小路こうじ秋人といえばこの間──」





　……そんなわけで、お風ふ呂ろ場ばでの悪口大会は大いに盛り上がったのだが。なにせ湯ゆ船ぶねに浸つかりながらであるからして、そうそう長い間つづけていられるものでもない。

「はうあ～……そろそろわたし、限界かもです」

　中でもあまりお湯に強くない秋あき子こが、真っ先に音をあげた。

　白い肌を鮮やかな朱色に染め、ふらふらした足取りで湯船から上がりつつ、

「わたし、一足先に失礼させてもらいますね。ちょっと湯あたりしちゃいました」

「おう、気をつけてな。廊下でふらついてコケたりしないようによ」

「はい、だいじょうぶです。みなさんもお気をつけて。……うふふ、こうしてみなさんがまだお風呂に入っているうちに、わたしはお兄ちゃんの部屋を訪れて、ふたりだけでいちゃいちゃしようという寸法ですよ。それで濡ぬれた髪にドライヤーをかけてもらって、髪を触ってもらっているうちにいい雰囲気になって、そのまま一気に初めての夜を……うふふ、想像するだけでよだれが出てしまいそうなシチュエーションです。まあ断られるとは思いますけど、ダメでもともと当たって砕くだけろです。さあいざレッツゴ～」

　がらがらがら。

　ぴしゃり。

　湯あたりの影響か、あまり頭のよろしくなさそうな独り言を呟つぶやきつつ、秋子は脱衣所へと姿を消した。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　後に残されるのは四人分の沈黙と、湯ゆ船ぶねからあふれるお湯が立てるわずかな音のみ。

「あいつ、ブレねえなあ……」

　と、不意に。

　話のきっかけを振った張本人である二に階かい堂どう嵐あらしが、ため息を漏らすような塩あん梅ばいで呟つぶやいた。

　その呟きに返事はない。

　返事はないが、四つ並んだ表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。生徒会長の呟きは、この場にいる全員の心を見事に代弁していた。

「彼女にしてみれば、あれでも悪口を言っているつもりなのよね」

　ややあって、アナスタシアが神妙に口を開き、

「ひとりだけいい子ぶっているというわけではなくて、心の底から本気で悪口のつもりだから始末が悪いわ。本音の愚ぐ痴ちがぜんぶノロケに変わるとか、いったい彼女の頭の中身は何で出来ているのかしらね」

　その呟きにもまた、誰の返事もなかった。あえて言語化するまでもなく、今しがた現実を見せつけられた四人にとっては嫌というほど心にしみた事実だったからである。

「認めざるを得ないね。今のところは秋あき子こくんが一歩リードしていることを」

　銀ぎん兵べ衛えが吐息混じりに、

「彼女と秋あき人とが兄妹であることは、この際は意味をなさない。彼女の、おそらくは無自覚であろう信念は、僕らにとって脅きよう威いであり、同時にある意味では良きお手本たりうるということを、僕らは認識する必要があるだろう」

「でも、ありさは負けません」

　そしてありさの漏らした言葉こそが、この場に残った四人の心情をもっともよく代弁したものであったにちがいない。

「秋子ねえさまは手て強ごわいライバルですし、尊敬するべき人ですけど。でも、負けませんから。いつか、いつかぜったいに──」





　……程度の差はあれど、ここにいた五人はみな、姫ひめの小路こうじ秋人を憎からず思っている者ばかりである。

　姫小路秋人をひとりの男として認め、願わくばねんごろな関係になりたいと願っている者ばかりである。

　その気持ちに偽りもなければ迷いもない。

　とはいえ想おもいが伝わらず、気持ちが実を結ばなければ、不安のひとつも湧き、愚痴のひとつも漏れるのが人情というもの。

　だがそんな人情すら無自覚のうちにすっ飛ばす姫ひめの小路こうじ秋あき子こに、ある種の畏い怖ふが芽め生ばえるのは当然のことだった。そして同時に、ライバルたちの闘とう志しに火をつける結果になったのもまた、自然な流れであろう。





　天てん然ねん物ものに勝つためには、天然物と同じ努力では足りないということ。

　その事実を胸に決意を新たにする、秋子以外の四人なのだった。





姫小路兄妹の日常②　～魚と図鑑と兄妹と～









「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　某ぼう月げつ某ぼう日にちの学生寮にて。

　原稿が一段落して一息ついていた僕のところに、妹の秋子がニコニコ顔でやってきた。

「すいませんお兄ちゃん。ちょっとお時間いいですか？」

「ん、いいけど。どうしたの？」

「はい。実はですね、とっても面白そうな本を見つけてきまして」

　と言って、後ろ手に持っていたＡ４版の書籍を差し出してきた。

　表紙に書かれているタイトルは『おいしいお魚図鑑』。

「へえ。魚の図鑑」

「そうなんです。学園の図書館にあったのを借りてきました」

　ほくほく顔で図鑑を抱きしめながら、

「もしよかったら、ふたりでこの本を読んでみませんか？　きっと楽しい時間を過ごせると思うんですけど」

　……ふむ。

　子供でも何でもない僕としては、取り立てて魅力的な提案ではないけれど。子供っぽいところが少なからずあってなおかつ隠れた魚好きでもある妹にとっては、この上なく心躍るイベントであるらしい。

「わかったよ。ちょうど時間が空いたところだったし、しばらく付き合ってみようかな」

「わあい！　それじゃさっそくお茶を入れてきますね！　万ばん全ぜんの態勢で、じっくりゆっくりと鑑賞しなきゃですから！　あ、お菓子も何か用意しなくちゃ！」

　とか何とか言いつつ、スキップしながら部屋を飛び出ていく。

　ま、喜んでもらえて何よりだ。

　もとより僕にとっちゃ、妹の喜ぶ顔を見ることこそ最大の喜び。たとえおままごとやお医者さんごっこを望まれたって、笑顔で受けて立つつもりでいるけどね。






　　　　＊







　そんなこんなで五分後。

　妹がティーセットとお茶菓子の山を抱いて戻ってきた。

　それらをいそいそちゃぶ台に並べて、準備完了。

「ささ、どうぞお兄ちゃん」

　自分の隣に座ざ布団ぶとんを敷いてぽんぽん叩たたき、お誘いしてくる。

「隣かあ」

「はい、隣です。お兄ちゃんの安住の地はここ以外にあり得ません」

「いい年した兄妹が、ふたり並んで本を読むってのも、わりとシュールな感じだけどな」

「何を言ってるんですか。ふたりで一冊の本を読むんですから、この体勢になるのが当たり前じゃないですか」

「そりゃまあそうだけど」

「本当はお布団に入って、枕元に本を置いてふたりで読むのがベストの体勢だったんですけど、お兄ちゃんが渋しぶると思って堪かん忍にんしてあげたんです。何も言わずに譲じよう歩ほしたわたしの意を汲くんで、早くポジションについてください」

「……説得力ゼロの説明だけど、まあいいか」

　苦笑いしつつ、僕は妹の隣に腰を下ろす。

「むふふう～♪」

「秋あき子こ。顔が近いよ」

「当然です。一冊の本をふたりで読もうとしてるんですから、顔が遠かったら理屈に合いません。むしろもっと顔を寄せ合って、わたしたちの仲の良さを確認し合おうじゃありませんか。えへへ」

「……機嫌がいいね」

「当然です。だって、久しぶりにお兄ちゃんとご本を読めるんですもん」

「そっか。それもそうだよな」

　僕らが子供だったころ、よくこうして妹にせがまれて絵本などを読み聞かせたものである。秋あき子こは昔から僕に対しては甘えん坊だったし、別々の家に預けられる直前までその習慣は続いていた。それが今日ここにめでたく復活したのだから、妹が鼻息を荒くするのも無理はないだろう。

「ささ、早く図鑑を開きましょう。秋子はもう我慢できません」

「いやまあ、言われなくても開くけどさ。それにしてもやっぱり距離が近すぎるんじゃない？　さっきからお前の吐息が僕の鼻先をくすぐってくるから、気になって仕方ないんだけど」

「我慢してください。ふたりで一冊の本を読むというのは、そういうことなんですから」

「それだけじゃなくて、お前の胸が僕の腕にずっと触れてるんだけど」

「やむを得ないことです。これだけ距離が近いんですから、肉体的な接触が発生してしまうのは避けられないのです」

「ていうか、さっきからお前の手が僕の手の上に重ねられてるんだけど」

「お兄ちゃんが隣に座った時に、たまたま偶ぐう然ぜんそういう位置関係になっていただけです。気にしたら負けです」
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「…………
 」

　ま、いっか。

　明らかに不自然な流れではあるけど、この上なく無む邪じや気きで上じよう機き嫌げんな妹の顔を見ていると、些さ細さいなことはどうでもよくなってくる。他の生徒会メンバーたちの目もあるから普段は自重してるけど、たまにはサービスしてあげないと妹もふてくされてしまうだろうしね。どんなきれいな花も水をやらなきゃ枯かれてしまう、って言うし。

「よし。それじゃ始めようか」

「はい！　待ってました！」

　僕の発言に、『おー！』と腕を突き上げて応こたえる秋あき子こ。たかが本をいっしょに読むだけでこのテンション……なんだかいじらしくなってくるなあ。日頃は眠っている僕のサービス精神が、今日は全力で火を噴きそうな予感がするよ。

「さて、どのページから開こうかな。一ページ目からいく？」

「いえいえお兄ちゃん。何をおっしゃいますか」

　秋子は人差し指を『ちっちっち』と振りながら、

「まさかとは思いますが、姫ひめの小路こうじ家のローカルルールを忘れてはいませんよね？」

「ローカルルール？」

　言われて首をひねる僕だけど──考えるほどもなく思い出した。

　そうだそうだ、あったね僕たちだけのルール。

　説明しよう。僕と秋子が図鑑の類たぐいを見る時に設定していた決まりごとは、次の通りだ。





　①適当な図鑑を用意する

　②床あるいはテーブルに図鑑を設置する（表紙を表向きに、閉じたままで）

　③僕か妹のどちらかが号令をかけて図鑑を開く

　④開いたページに記載されている、自分のお気に入りの対象物を指で指し示す

　⑤自分の選んだお気に入りがいかに素晴らしいかを相手に語り聞かせ、より素晴らしいプレゼンをできた方が勝ち





　以上の①～⑤を、飽きるまで繰り返すのが基本である。

　え？　あまり面白そうじゃないって？

　まあそうだね、子供がやる遊びだしね、そう思われても仕方のないことではある。ルールなんかもあまり厳げん密みつじゃないし、しかもパッと見で分かりづらいし。

　でもこれ、実際にやってみるとけっこう白はく熱ねつして楽しいゲームなのだ。

　たとえばお気に入りの対象物が秋子と被かぶってしまった場合、これは先に指し示した方が優先権を得ることになるけど……選んだものをこの後でプレゼンしなければならないので、僕も秋あき子こも真剣である。基本的には自分にとってプレゼンしやすい対象、つまり自分の好みに合ってるものや、自分にとって造ぞう詣けいの深いものを対象に選ぶことになるのだけど、『相手にとってプレゼンしやすそうなもの』をあえて選んでカットしにいく、という選択肢もある。当然ながらそのあたりの決断は、せいぜい一秒かそこらの間に下さなければいけないわけで、その緊張感ときたらちょっとしたものなのだ。

　でもたとえ序盤戦で先を制したからといって油断はできない。勝負は何を対象に選んだかではなく、それをいかに上う手まくプレゼンできたかに掛かっている。

『プレゼン』と便べん宜ぎ的てきに呼称してはいるけど、その内容は何でもよい。たとえば兵器の図鑑を開いて『マークIV
 』という戦車を指し示した場合、そのイギリス製戦闘車両がいかなる経緯で開発されるに至ったかを語ってもいいし、マークIV
 が世界で初めて戦車同士の戦闘を経験した時のうんちくについて述べてもいい。だけどそれらとはまったく趣おもむきを変えて『マークIV
 は、トヨタ自動車の往年の名車であるマークII
 の後継車種である』というようなウソ歴史を、まことしやかに語ってしまってもよいのである。そのあたりはアドリブであり、時にとんちの効かせ合いであり、はたまたトリビアの披ひ露ろうのし合いにもなりうる。要するにドライヴ感あるトークをかまして、それが相手のものよりも優れていると認めさせれば万事オーケーなのだ。

　以上、ルールはだいたい掴つかんでもらえただろうか？　つまるところ、カルタと大おお喜ぎ利りを足したような競技だと理解してもらえれば、だいたい合ってると思う。

　え？　『なんだそのしょうもない遊びは』だって？　そりゃそうだよ子供の考えることだもん。とにかく僕と秋子は子供のころ、ヒマを見つけては飽きずにこの遊びをやっていたのだ。いろんな図鑑を開くから単純に知識が広くなるし、必死で知恵を巡めぐらすから頭の体操にもなるし、なにかと教育にもいいんだよ？　たぶんだけど。

「オーケーオーケー、思い出したよ。あったねそういえばそんなルールが」

「ふふ、思い出していただけましたか。あの熱狂とあの感動を──勝利した時の狂きよう喜き乱らん舞ぶと、敗北した時の夜も眠れぬ悔しさを」

「いや、そこまで大げさなものじゃなかったけどね？　勝利した時に狂喜乱舞した覚えはないし、たとえ負けても夜はぐっすり眠れたけどね？」

「さあ始めましょうお兄ちゃん！　全知全能を注ぎ込み、知力と体力の限りを尽くし、お互いの存在すべてをぶつけあう究極の戦いを！」

　僕の突っ込みをスルーして、ひとりで盛り上がる妹。

　そうか、秋子はこのゲームにそこまでのめり込んでいたのか……ぶっちゃけ単なる暇つぶしであり、子供のお遊びではあるんだけど、どうにも気合いの入りっぷりが尋じん常じようじゃないね。そこまでテンションが上がってるなら、僕も本気で迎え撃たなきゃな……って、そう考えるとなんかこっちも盛り上がってきたぞ？

「よし、じゃあ始めるか。先せん攻こうと後こう攻こうはどっちにする？」

「どちらでも構かまいません。今日のわたしのコンディションはかつてなく最高な感じですから、どんな展開になろうと負ける気がしません」

「ほほう、言ってくれるじゃないか。じゃあ捲めくり手は僕で、秋あき子こが先攻。リマッチなしの一本勝負を時間無制限、投とう了りようアリでいいか？」

「問題なしです。さあ始めましょう。早く早く」

「そう急せかすなって。そんじゃ準備ＯＫ？」

　さて前置きが長くて申し訳ない。

　ようやく今回の本題、競技人口がこの世にふたりしかいないゲームの始まりだ。

「Ready?」

「I'm ready」

　秋子が頷うなずくのを確認し、お互いの呼吸がそろうのを待つ。秋子はやや前ぜん傾けい姿し勢せいで右手を構え、目つきは真剣そのもの。気合いの入りっぷりがいかほどか、ひしひしと伝わってくる。むろん、僕だって決して気合い負けはしていない。

「……GO!」

　かけ声と同時に僕はページを開いた。

　瞬時にページを確認。色とりどりの魚の情報を網膜から吸い上げ、刹せつ那なの時間で最さい適てき解かいを導き出し、間髪いれず右手を紙面に叩たたきつける！





　ばしっ！

　びたんっ！





　ほぼ同時に音を立てるふたつの手──だがほんの少しだけ、秋子のそれの方が早い。

「ひゃほう！　わたしの方が早かったですよね!?
 」

「むうっ……」

　両手を突き上げる妹と、くちびるを突き出す僕。試合全体を左右する初しよ手てに関しては、どうやら後れを取ってしまったみたいだ。

「しかも、お兄ちゃんの選んだ魚とわたしが選んだ魚は、どちらも『マナガツオ』……第一ターンからいきなり被かぶってしまいましたね」

「そうだね。だけど僕よりも秋子の手の方がちょっと早かったから、『マナガツオ』の選択権は秋子のものに、僕は同じページの別の魚を選ばなきゃいけない……やるじゃないか秋子。腕は鈍っていないようだね」

「いえいえお兄ちゃんの方こそ、ブランクがあるはずなのに鋭い手の動きでした」

　と言って秋あき子こは微笑ほほえみ、

「というか、わたしは今日という日のためにわずかな空き時間を見つけてはイメージトレーニングを積み重ねてきましたから、この結果は当然です。もしこれであっさり後れを取ろうものなら、これまでのわたしの努力は何だったのか、という話になってしまいます」

「マジか。どうりで僕が出し抜かれたわけだよ」

　こいつは一本取られた、みたいな感じで感心する僕だけど……よくよく考えると、競技人口わずかふたりのゲームに向けての下準備としては、ちょっとやりすぎではあるまいか。

「ねえ秋子」

「はい？」

「秋子って、ひょっとして僕が考えてるよりも、はるかに暇ひま人じんなのかな？」

「失礼な。このゲームに賭けるわたしの意気込みのなせる業わざだと言ってください」

「確かにまあ、意気込みについては僕より上だよなあ。ひさびさに勝負を挑んできたのも秋子だし、図書館から『おいしいお魚図鑑』を探し出してきたのも秋子だし」

「そうでしょう？　戦いとは、始まる前から勝負が決しているべきもの……今日という日のために入念な準備をしてきたわたしに隙はありません。申し訳ないですが今日に限っては、お兄ちゃんにはわたしの風かざ下しもに立っていただきます」

「むむう……」

「ちなみに今のターンを見ても分かるとおり、このゲームにおいてはわたしの手とお兄ちゃんの手が合法的に触れることになる点も忘れてはなりません。普段はわたしがどれだけアプローチをかけても素っ気ないお兄ちゃんが、このゲームにおいてはむしろ自ら進んでわたしの手に触れてくれる……これはわたし的には完全な大勝利であり、ぶっちゃけゲームの勝ち負けなんかはどうでもいい、とさえ思えるほどです。うふふ、この恐るべき神しん算さん鬼き謀ぼうにかかれば、かの諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいも裸足はだしで逃げ出すことでしょう。わたしはわたしの才能が恐ろしいです」

　えっへんと胸を反らす秋子だった。

　確かにまあ、そういう意味では僕の完敗かもな。

　だが僕とて、かつてはこの競技でライバルを抑え、世界ランク一位に君くん臨りんし続けてきた男。実戦においては先手を取られ、そもそも戦う前から負けていたかもしれないけど、だからといって簡単に参りましたと言うわけにはいかないのだ。……まあ競技人口はふたりしかいないし、ライバルも秋子しかいなかったんだけどさ。

「ところで秋子。さっきからずっと勝ち誇ってるし、実際現時点ではお前が有利だけど。ゲームはまだまだ始まったばかりだ、ってことを忘れてないよね？」

「もちろんです。戦いはむしろここからが本番ですからねっ」

　そう、相変わらず前置きが長くて申し訳ないのだけど、まだ最初のターンの前半フェイズが終了しただけなのだ。カルタのフェイズは終わり、ここからは大おお喜ぎ利りのフェイズに入ることになる。

　僕が着手に失敗し、秋あき子こが成功した魚は『マナガツオ』。

　西日本ではポピュラーな反面、関東ではほとんど見かけない高級魚だ。煮て良し焼いて良し生で良しの白身魚で、京都に住んでいた頃はよく口にしたものである。マンボウを小さくしたみたいな愛あい嬌きようのある姿をしていて、僕の大好きな魚のひとつなのだ。

　反面、ずっと関東に住んでいた秋子にとっては、それほど馴な染じみのない魚のはずだけど……さては僕の好物であることを見越して、選択肢をカットしてきたんだな。イメージトレーニングを欠かさなかったと豪語するだけあって、その試合巧者ぶりには素直に感嘆するしかない。

　さて、秋子はこの魚をどのようにプレゼンしてくるのか。聞いてみよう。

「お兄ちゃんも知っての通り、マナガツオはとてもおいしいお魚です」

　と、まずは切り出す妹。

「淡泊でありながらしっかり脂の乗った上品な味わいは、これといったクセもなく、また特に小骨が多いということもないので非常に食べやすく、料理がしづらいということもありません。関東ではほとんど見かけることはありませんが、ぜひもっと一般のご家庭にも普及させていきたい食材のひとつですよね」

「ほうほう。確かにその通りだ」

　まずは無ぶ難なんな解説から入ってきたか。この競技においては王道と言っていい展開である。

「ちなみにマナガツオという名前の由来にはいろんな説があるそうですが、ひとつにはこういうものがあります」

「ほう。聞こうじゃないか」

「わたしたちが普段から刺身やタタキにして食べている、いわゆる『カツオ』は、かつては内陸部では手に入りにくいものでした。明治の世になるまで日本の中心であった京都でも当然、カツオは手に入りにくかったわけですけど、それでもなんとかして生のカツオの刺身を食べてみたい、ということで白羽の矢が立ったのがマナガツオだったらしいんですよね。なんせマナガツオはカツオと違って瀬戸内海で獲とれるので、鮮度の高いうちに京都まで運ぶことができたんですよ」

「ほう、ほう」

「ちなみにマナガツオは、漢字では『真ま名な鰹がつお』と書くのですが。これは京都の人たちが『マナガツオこそ本物のカツオである』という意味から名付けた、という説もあるそうです。いかにも京都の人らしいエピソードですよね。真偽のほどは確かではありませんけど」

「ふむう、そんなエピソードがあったのか……」

　素直に感心する僕だった。そんな小こ話ばなしがすらすら出てきたことにも感心するし、たとえこの話がアドリブの作り話だったとしても、なかなかによくできた話である。これはもう、見事にしてやられた、と脱だつ帽ぼうするしかないだろう。

「どうですかお兄ちゃん？　わたしのプレゼンは？」

「うん、大したものだったよ。スムーズで分かりやすくて、しかもちゃんと納得のいくものだった。正直やられたな、って感じだね」

「むっふう、褒ほめてもらえて嬉しいです。それじゃあ次はお兄ちゃんのフェイズですが、勝負を続けますか？」

「いや。このターンは僕の負けだね」

　僕は苦笑いで首を振る。

　先ほど開いた図鑑のページだけど……マナガツオを除いた他の選択肢は、メダイ、イボダイ、ボウズコンニャク、ツバメコノシロの四種。かろうじて知識があるのはメダイとイボダイだけで、あとは見たことも聞いたこともない魚である。これだとプレゼンはでっち上げ方向に傾かたむくしかないのだけど、第一ターン目からそちらへ行くと、後々の展開の幅が狭まってしまう。できればその選択肢は採りたくない。

「むっふう。それじゃまずは、わたしが幸さい先さき良いスタートを切れた、ということで」

「だね。やるじゃないか秋あき子こ」

「うふ。もっと褒めてください♪」

　小鼻を膨ふくらませて得意顔の妹だった。

　まあ今回の催もよおしの主な目的は、妹へのサービスにあるわけだし、その意味では上々の滑り出しと言えるだろう。とはいえ僕も、いわゆる接待プレイをするつもりはない。ぼちぼちギアを上げていくとしようかな。

「さて、それじゃ次のターンかな。準備はいい？」

「もちろん。わたしはいつでもオッケーです」

「よし、それじゃあ──Ready?」

「I'm ready」

　秋子が頷うなずき、お互いの呼吸がそろうのを待って。

「……GO!」

　ページが開くと同時、目にもとまらぬ速さで疾はしるふたつの手。





　びしっ！

　ぱしんっ！





「Gets!　今回もわたしの方が早かったですね！」

「むぬう」

　僕と秋あき子こが選んだ対象はまたしても被かぶり、そしてほんのわずかながら秋子のスピードが勝った。くそう、二回連続で遅れを取ったか……この競技ではよくあるパターンだけど、なんともいただけない展開だな。

「それじゃ、わたしのプレゼンを始めさせてもらいますね」

　秋子が選択した魚は『ホウボウ』である。

　上品な白身魚でどんな食べ方をしてもオーケー。フランス料理やイタリア料理なんかでもおなじみの、比較的みかける機会の多い魚だけど……さて秋子はこの魚をどう『料理』する？

「ホウボウは、日本のほとんどあらゆる地域で水みず揚あげされる、とてもおいしい魚です。旬を迎えるのは冬ですが、産卵期の春を除けばいつ食べてもおいしい魚ですよね」

　と、まずはそんなところから切り出してきた。

「この魚の面白いところは、何と言ってもその見た目と生態です。いわゆる底そこ魚うおと呼ばれる魚で、普段から海底の砂場に張りついて生活してるんですけど……この魚、なんと歩くことができるんです」

「ほほう？」

「胸びれが昆虫の脚みたいに進化してて、砂底をこう、てくてくと歩き回ってエサを探したりするんです。身体の色は赤色で、ところどころに青色や緑色の混じっている、とてもきれいな魚なんですけど……砂底を歩いてエサを探している姿を想像すると、なんだかおかしいですよね」

　ふむう、そうだったのか。

　確かにハゼ科のような、泳ぐよりも砂底や岩場に張りつくのが得意な魚は、奇妙な生態を持っているものが多いけど、ホウボウもその部類のうちに入るのか。ちょっとした豆知識ではあるけど、いい勉強になった。

「やるじゃないか秋子。初戦に続いていいパフォーマンスだ」

「えへ、ありがとうございます。それじゃ次はお兄ちゃんの番ですけど……」

　と言ってひと呼吸おき、返答を促してくる。『ギブアップしますか？』と訊ききたいのだろうけど、さすがにそうはいかない。初っぱなからでっち上げの方向に傾かたむくのも問題だが、二ターン連続で無回答というのは兄としての沽こ券けんに関わる。

「ふむ……」

　あごに手を当てて、開かれた図鑑のページに目を落とす。

　秋子に先取されたホウボウ以外の選択肢は、カナガシラ、トゲカナガシラ、カナド、ヒメソコカナガシラ、イソキホウボウ……って、写真を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだけど、こいつらみんなホウボウの仲間ばかりじゃないか。でもって魚博士ではない僕にとっては、ホウボウ以外は馴な染じみのない魚ばかり。これじゃあ秋子と同じまっとうな方向で、なおかつ秋子より優れたプレゼンをするのは、相当に厳しい。

「さあ。どうしますかお兄ちゃん？」

「むう」

「ギブアップですか？」

「……ホウボウ科の魚は、日本だけじゃなくて世界のいろんな国でもなじみの深い魚だ」

　やむを得ず、僕はホウボウの仲間について知ってる限りの知識を披ひ露ろうする。

「特にヨーロッパ地域、わけてもフランスやイタリアやスペイン、あとはトルコなんかでもよく食べられてるみたいだね。ということは、いわゆる世界三大料理のうちのふたつの国でメジャーな魚、ってことになるわけで、それはすなわち地球規模において重要な魚である、と言うことでもある」

「ふむふむなるほど。それで？」

「……ええとつまり、そういう魚なんだから、もっと近所のお魚屋さんとかでもホウボウ科の魚を取り扱うべきだと思います」

「なるほど、確かにそうですよね」

　秋あき子こは大きくうなずき、

「ちなみにわたしもお兄ちゃんと同じ意見で、他のホウボウ科のお魚をお店でたくさん扱ってくれるといいな、と思っています。味はホウボウと近いもののはずですけど、ホウボウより型が小さくてマイナーだからという理由などもあって、あまりご家庭の食卓には上らないんですよね。だけどたとえば、ブイヤベースなんかを作る時はむしろ小さい魚の方がお出だ汁しを取るのに向いている、と言うこともできるわけですし、利用法はちゃんとあると思うんです。このあたりは日本の水産資源や食糧事情を考えるにあたって、常に頭の片隅に置いておきたいことですよね」

　などと言いつつ、わりと真剣な目で論じるのだった。

　僕がプレゼンに詰まっているのを見てフォローしてくれるだけでなく、まるで海洋学者みたいなコメントまで述べるとは……こりゃこのターンも僕の負けかな。

「うん、参った。今回も秋子の勝ちだね。大したもんだよ」

「えへへ、ありがとうございます。これも日頃のイメージトレーニングのおかげです」

「おっと、喜ぶのはまだ早いぜ？　勝負はまだまだ始まったばかり、ここから僕の怒ど濤とうの巻き返しが始まるんだからな」

　とは言ったものの、風向きはかなり悪いよなあ。ここまでの展開をみるに、あらゆる面で秋子が僕を上回っているのは明らかだ。ちょっとやそっとのことじゃ、この劣勢を挽ばん回かいできる気がしない。しかしながら僕もひとりの兄として、そうそう簡単に妹に遅れを取るわけにはいかないのだ。

　はてさて、それではいったいどんな手段をもって、現在の力関係を逆転させればいいのだろうか？

「よし。それじゃ次のターンに行こうか」

「はい！　秋あき子こはいつでも準備万端ですよっ」

　鼻息も荒く、意い気き軒けん昂こうな妹だけど、破は竹ちくの快かい進しん撃げきもここまでである。彼女はこのターンにおいて、僕という男の底力を思い知ることになるだろう。

「よし、それじゃあ──Are you Ready?」

「I'm ready」

　秋子が頷うなずき、僕が頷き返し、お互いの視線が僕の手元に落ちるのを確認する。

　そうしてお互いの呼吸がそろうのを待ちながら、

「……ああ。ところで秋子」

「はい？　なんでしょう？」

「愛してるよ」

「はひゃわっ!?
 」

　秋子が奇声をあげてのけぞった。

　むろん、その隙を見逃す僕ではない。

「──GO!」

　かけ声と同時にページを開き、ほとんど間を置かず右手を叩たたきつける！





　ばしいッ！





　今回の勝負でもっとも痛つう快かいな音が響きわたり、僕は勝利の確信にくちびるの端を少しだけつり上げた。

　見開きのページに現れたターゲットは、ミシマオコゼ、アオミシマ、クロホシマンジュウダイ、ムツゴロウ、ワラスボ、ハゼクチ、の六種類。

　まあ書くまでもないだろうけど、この中から僕が選んだのは『ムツゴロウ』だ。誰もが一度は耳にしたことがあるであろうこの魚……プレゼンするのはさして難しいことではない。

「ええと、ムツゴロウというのは知っての通り、有あり明あけ海かいをはじめとする干ひ潟がたに生息するハゼ科の魚だね。テレビなんかで見かける機会も多いだろうから、誰もがイメージはできると思うけど、環境省のレッドリストで絶滅危惧種にも指定されて──」

「待った！　ちょーっと待ってくださいお兄ちゃん！」

「ん？　どうしたんだ秋子」

「どうしたんだじゃありません！」

　顔を真っ赤にして眉まゆをつり上げ、ぷんすか怒りながら、

「そういうのは卑ひ怯きようだと思います！」

「卑怯？　何がだい？」

「何がも何も、その、いきなりわたしのことを愛してるとか何とか……そんなことを勝負の最中にいきなりささやくなんて……！」

「それの何が問題なんだ？　秋あき子こはいつも僕におねだりしてるじゃないか、『愛しているって言ってください』みたいなことを、事あるごとにさ」

「それはそうですけどっ、でもこういう時にいきなり言うのは、ちょっとズルいんじゃないでしょうか!?
 　というかお兄ちゃんだって知ってるでしょう、わたしがこういう不意打ちに弱いってことは！」

「そんなこと言われてもしょうがないじゃないか」

　僕は肩をすくめつつ、

「妹のリクエストに応こたえてあげようかな、って気になっちゃったんだからさ、緊張が高まってきたふとした瞬間に。鉄は熱いうちに打て、って言うし、思い立ったが吉日って感じで、その場で口にするのがいいと思ったんだよ。気持ちっていうのはそれこそ魚と同じで、何よりも鮮度ってものが大切だからね」

「それは確かに、そうかもですけどっ……！」

「ま、そんな風にムキになって怒るところも可愛いかな、って思ってるけどね僕は。うん、やっぱり僕にはお前しかいないね。愛してるよ秋子」

「はにゃわっ!?
 」

　ただでさえ真っ赤な顔を深紅に染めて、ひっくり返るようにのけぞる妹だった。

　うん、効果はてきめんだったようだ。この世にたったひとりの肉親を思いやる気持ちがしっかり伝わったようで、僕としても大満足だよ。

　ま、こういう勝負の最中についつい口にしちゃったのはご愛敬、というやつである。奇くしくも僕の発言によって、秋子はかなり動揺してるみたいだけど……勝負の世界は非情なもの、というのが鉄則。秋子の動揺が解けないうちに、なるべく勝ちを積み上げておくとしようか。

「さて、それじゃこのターンは僕の勝ち、ってことでいいかな？　もう次のターンに行っちゃってもいい？」

「くっ……分かりました、今回はお兄ちゃんに譲ってあげます。だけど次からはこうはいきませんから」

　闘とう志しも新たに宣言する妹だけど、そう簡単に動揺を鎮められるものではない。

　その後の三ターン目から五ターン目までは、あっさり僕が連勝。

「よしよし。そろそろ僕も調子出てきたかな～」

「むうっ。卑怯な手段で勝っておきながら、その涼しい顔！」

「卑ひ怯きような手段？　はて何の話かな？」

「そして何食わぬ顔ですっとぼけるお兄ちゃんですが、まあいいでしょう。秋あき子こ的にはお兄ちゃんのそういうところも大好きなんですから」

　などと嘯うそぶく妹の表情には、かなり余裕が戻っている。

　ふむ、そろそろ平常心が戻ってきたみたいだな。こっちもあらためて気を引き締しめていかないと。

　……とか思ってたけど、その後は調子を戻した秋子の三連勝。あっという間に星を五分に戻されてしまった。

「むっふう。どうですかお兄ちゃん？」

「むぐぐ……」

「本来の実力を発揮できれば、まあこんなものです。さあさあ、どんどん先へ行きますよ、次のターンよろしくお願いします！」

　快勝を重ねて気力充じゆう溢いつ、いよいよノッてくる妹だった。

　むう、まずいな。

　すばしっこい手の動きといい、立て板に水のごときプレゼンの冴さえといい、僕にとっては恐るべき脅きよう威いだ。この調子で対戦を進めれば、こちらの不利のままゲームが展開するのは必定であり、そうなれば当然、兄としての沽こ券けんに関わることになる。

　そうなるとさて、僕はどんな戦術でもってこの劣勢を覆くつがえすべきなのだろうか？

「さあお兄ちゃん！　次へ行きましょう次へ！」

「分かった分かった、そう急せかすなって。よしそれじゃあ──Are you Ready?」

「I'm ready!」

　秋子が頷うなずき、僕が頷き返し、お互いの視線が僕の手元に落ちるのを確認する。

　そうしてお互いの呼吸がそろうのを待ちながら、

「ああ。ところで秋子」

「なんですかお兄ちゃん？　言葉責めでわたしの動揺を誘う作戦はもう通用しませんよ？　わたしだって馬鹿じゃありません、同じ手には二度と引っかからな」

「今夜お前を抱いてもいいかな？」

「へねにゃわっ!?
 」

　秋子が奇声をあげてのけぞった。

　むろんその隙を見逃す僕ではない。

「──GO!」

　かけ声と同時にページを開き、ほとんど間を置かず右手を叩たたきつける！





　ばしいッ！





　実に小気味よい音が響きわたり、僕は勝利の確信にくちびるの端を少しだけつり上げた。

　開いたページに載っていた魚は、コトヒキ、ヒメコトヒキ、シマイサキ、イシダイ、イシガキダイの五種。さてこの中から僕が選んだのは、

「待って待って！　ちょっと待ってくださいお兄ちゃん！」

「ん？　どうしたんだ秋あき子こ」

「どうしたんだじゃありません！」

　秋子は真っ赤になって、テーブルをばしばし叩たたきながら、

「一度ならず二度までも！　どうしてそういうズルいことをするんですか!?
 」

「はてさて何のことやら。僕はただ、心の中でふと思ったことを、思った瞬間に口にした、ってだけのことだよ」

「そんな言い訳が通用するのは小学生までです！　今回ばかりはきっちり反省してもらいますよっ!?
 」

「いやいや、反省するのはおかしいだろう？　僕はあくまでもルールに則のつとってゲームを進めてるのであって、その点について反省を促される謂いわれはないはずだ。ゲームの借りはゲームで返すのが筋、それ以外のことで何かクレームがあるのであれば、ゲームが終わったあとで聞こうじゃないか」

「むうっ、それなりに説得力のある言い訳なのがまた腹立たしい……まったく、お兄ちゃんは勝つためには手段を選ばない人ですね！　まあ妹との勝負にムキになるお兄ちゃんのことも、それはそれで嫌いじゃないですけど！」

　怒ってるのかデレてるのかよく分からない妹だった。

「とにかく！」

　ふたたびテーブルを乱打しながら、

「勝負の最中にわたしを動揺させるようなセリフを言うのは禁止です！　そうしないと、この勝負はお兄ちゃんにとってあまりにも有利です！」

「えー、そんなルールを作るのかい？　もともとこのゲームって、ルールが雑でユルいところが持ち味なのに。あれもダメこれもダメって言い出すと、ちょっと窮きゆう屈くつなことになっちゃうと思うんだけどなあ」

「誰のせいでそんな取り決めをする羽目になったと思ってるんですか。とにかく禁止すると言ったら禁止しますから。分かりました？」

「しょうがないな。分かったよ、ルールの追加を受け入れよう」

　渋しぶ々しぶながら納得し、ゲームを再開する。

　その後、動揺を隠せない秋子を尻目に僕は連勝を重ねたけど、だんだん調子を取り戻してきた秋子が再び盛り返してきた。しばし一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうが続いたものの、そこからは秋子の独どく壇だん場じよう。みるみるうちに僕は連敗し、劣勢に立たされる。

「ふふふ。どうですかお兄ちゃん？　ズルさえされなければ、こういうことになります」

「ぐぬぬ……」

「手の動きの鋭さといい、プレゼンの冴さえっぷりといい、今日のわたしはまさしく絶好調。もはや誰もわたしを止めることはできません。ギブアップするなら今のうちですよ？」

「ギブアップだって？　馬鹿なことを言っちゃいけないよ、勝負はまだまだこれからだし、そもそも僕はまだ本気を出してないんだからね」

　と豪語したはいいものの、勝負はそろそろ佳か境きようだし、事の最初から僕は本気を出しまくっているわけで、現時点における僕と妹の実力差は明らかだ。何かしら小技を使わないと劣勢を覆くつがえすのは難しい。

　がしかし、僕のささやき戦術はすでにして封じられている状態……はてさて、次はどんな手を繰り出すべきなのか？

「よし。じゃあ次のターンに行こうか」

「いいですとも行きましょう。でもしつこいようですけど、タイミングよくヘンなことを言うのは禁止ですよ？　口にしていいのは掛け声だけです」

「分かってるさ。約束はちゃんと守るよ」

「よろしい。ちゃんと紳士的なプレイをしてくれるのであれば、秋あき子こは何も文句はありません」

「よし、それじゃあ──Are you Ready?」

「I'm ready!」

　秋子が頷うなずき、僕が頷き返し、お互いの視線が僕の手元に落ちるのを確認する。

　張り詰める空気。高まる集中力。

　百分の一秒という刹せつ那なを相手より上回るためだけに、己の全身全霊を注ぎ込み、閉じられた図鑑の向こう側を透かして見ようとするかのごとく目をこらした次の瞬間、





　ふうっ





　と。

　極限の緊張がほんのわずかにゆるみ、僕の口から吐息が漏れた。

　そしてまた何の因果だろうか、一冊の図鑑を限られたスペースの中で睨にらみつけていた僕ら兄妹の頭と頭は、ほとんど密着と言っていいレベルで接近しており、つまりどういうことかと言えば、僕の口元は偶ぐう然ぜんにも秋子の耳元のすぐそばに位置していたわけで、

「ふにゃぎゃみゃっ!?
 」

「──GO!」

　奇声と掛け声がぴたりと出そろい、それとほとんど同時、僕の右手が電でん光こう石せつ火かの鋭さで、開いた図鑑のページの一点を叩たたきつけていた。

　今回の選択肢は、ビンナガ、コシナガ、サワラ、カマスサワラの四種類。うん、今回はいわばサービス問題だな。ビンナガとサワラはなじみ深い大衆魚だし、どちらを選んでもそれなりのプレゼンができる。僕が選んだのはサワラの方だけど、秋あき子こは高い確率で残されたビンナガを選んでくるだろうし、それを見越したプレゼンが必要に──

「ちょ、ちょ、ちょっとお兄ちゃんんっ!?
 」

　秋子がクレームの声をあげた。

「ん？　どうしたんだ秋子」

「どうしたんだもこうしたんだもありません！　い、今わたしに何をしましたか!?
 」

「うん。たまたま僕が吐いた息が、たまたま秋子の耳元にかかっていたね」

「たまたま!?
 　明らかに狙ってやってたじゃないですかっ！」

「こらこら秋子、言いがかりをつけるのはよくないな。勝負の世界にアクシデントはつきものだし、誰も想像してなかったような珍プレー好プレーみたいなものだってしょっちゅう起こりうるわけだよ。そういうものすら常に想定しつつゲームを進めるのが、一流のプレイヤーってもんだ。そうだろ？」

「ええい、またしても分かるような分からないようなことを言って、自分のしたことをごまかそうとしてますねっ!?
 　そういう卑ひ怯きようなことは禁止します、ってさっきも言ったじゃないですか！」

「禁止したのは言葉に関することだけじゃないか。そもそも僕の吐いた息が秋子の耳元をくすぐったのは偶ぐう然ぜんであって、それをまるで僕がわざとやったかのように言われるのはとっても心外なんだよ、うん」

「ぐぬぬ……あくまでも偶然だと言い張りますか。まあわたしはお兄ちゃんのそういうゴリ押ししてくるところも、決して嫌いではないのですけど！」

「そっか、ありがとね、だったら問題ないね。それじゃあプレゼンの続きを──」

「素知らぬ顔で続けようとしないでください！　それとこれとは話が別、ってやつです！　どんなものであれ、卑怯な手を使うのは一切禁止にするべきです！」

「いいじゃないか別に。卑怯だ卑怯だって言ってるけど、僕がやってることって、お前にとってはむしろご褒美のはずだろ？　というか普段からお前が僕におねだりしてることだよね？　だったら問題ないじゃないか」

「それはそうですけど！　その通りですけど！　でも、お兄ちゃんのやってることはその……そう、いわゆるセクハラじゃないですか！　セクハラはよくないことだと思います！」

「お前が言っても説得力がなさすぎるよ。……さて、それじゃ今回のターンは秋子の試合放棄とみなして、僕の勝ちってことでいいかな？　次のターンに行ってもいい？」

「ぐぬぬ、あくまでも卑ひ怯きような手段を捨てないというんですね……いいでしょう、お兄ちゃんがその気なら徹てつ底てい抗こう戦せんです。お兄ちゃんがズルをして勝ちにこだわる一方で、わたしはあくまでも正統派なやり方で、お兄ちゃんを打ち負かしてみせます！」






　　　　＊







　そんなわけで、その後も勝負は延々と続いたのだけど。

　結果についてはあえて述べるまでもないだろう。一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうは続いたものの、最終的には僕の大勝利に終わった。『勝つためには手段を選ばない』という自然界の掟おきてに従った僕が、順当な結果を拾った、と評価していいんじゃないかな。うん。

「むうっ、悔しい……っ！」

　図鑑の上に突っ伏し、秋あき子こはすすり泣きの体をして、

「というか、お兄ちゃんはあの手この手を駆使しすぎだと思います……お腹なか痛いフリをしてわたしを心配させたり、窓の外にＵＦＯが飛んでるとか言い出してわたしの気をそらしたり……ほんと、一体いくつの卑怯な手段を隠し持ってるんですか。まさしくお兄ちゃんは卑怯な手段のマエストロですね」

「まあ、律りち儀ぎにぜんぶ引っかかってくれる秋子も秋子だけどね」

　ぶっちゃけ最後の方は、完全に子供だましの手段ばっかりだったし。素直な性格というのも時と場合によっては考えものだよなー。

「ともあれ、今回は僕の勝ち、ってことでいいかな？」

「むう、仕方ありませんね。やり方はともかくとして、結果的にわたしがお兄ちゃんに遅れを取ったのは確かです。You are winner!」

　と言って、秋子は僕の手を取り高々と掲げ、勝利を祝福してくれるのだった。

　ズルいやり方を使い倒されて、なおかつこてんぱんに負けたというのに、彼女の顔は実に晴れやかだった。あたかもスポーツマンシップに則のつとった名勝負を終えた後の、甲子園球児のように。

　うん。

　さすがは僕の妹だ。

　これだけやらかしてもなお、僕のことを好きでいてくれるお前を、嫌いになる雰囲気なんて塵ちりひとつ見せないお前を、僕は心の底から尊敬するよ。

　いや、ほんとにね。

　これだから僕は、彼女を好きであることをやめないし、彼女のためなら何だってできるし、実際彼女のために何だってやってきたんだ。あまり大っぴらにできないこともふくめて、いろいろとさ。

　そして今後も僕は、こういう勝負の機会があれば全力で、ちょいとズルい手を使ってもぜったいに、秋あき子こから勝利を強ごう奪だつしにいくことだろう。なぜなら僕は、『妹を上回る存在』であり続けることもまた、正しい『兄』の形のひとつであると思うし、それでこそ僕は妹から全幅の信頼を置かれうると思うからだ。

　そうであってこそ、僕は何をしたって妹に受け入れてもらえる人間でいられると、固く信じ込んでいるのだ。敬愛と尊敬のまなざしは、兄妹でさえあれば無条件で受けられるもの、ってわけじゃないからね。

　ま、僕だってできることなら、ズルせずに勝ちたいとは思うんだけどさ。離ればなれに暮らしていた六年の間に、すっかり秋子は一流の人材に育ってしまったというか、昔ほど簡単にはあしらえなくなってるんだよなあ。『離ればなれになってる間は、ちゃんといい子にしてるんだよ』という僕の言いつけを、彼女は律りち儀ぎに、律儀すぎるほどに守ってくれたからね……今じゃすっかり、兄である僕の方が妹のレベルに合わせるのに四苦八苦してる有様なのだ。こういう時ばかりは、彼女の天てん真しん爛らん漫まんすぎる素直さが、ほんのちょっぴり恨めしくもあったり──

「ところでお兄ちゃん！」

「ん、なんだい？　白はく熱ねつした勝負を繰り広げたおかげで、お兄ちゃんはちょっと疲れちゃったから、できれば少し休──」

「実はですね、お魚の図鑑だけじゃなくて、こういうご本も借りてきたんです！」

「ぇ」

　秋子が満面の笑みで取り出したのは、一冊の書籍。

　その表紙に書いてあるタイトルは『誰でも作れるお菓子図鑑』。

「どうです？　とっても美お味いしそうでしょう？　ケーキとか、クッキーとか、マカロンとか、シュークリームとか、いろんなお菓子がとてもきれいな写真とレシピといっしょに載ってるんですよ？」

「……うん、そうだね。お魚の次はお菓子だなんて、秋子は食いしん坊だね」

「というわけで第二ラウンドですお兄ちゃん！　今度はわたしの得意分野ですし、ぜったいに勝たせてもらいますよっ!?
 」

　やる気満々の顔で腕まくりをする秋子だった。

　まあ言うまでもなく、妹の挑戦から逃げるなんてのは兄失格であり、疲れていようと時間がなかろうと受けて立つ以外の選択肢はないのだけど。こっちとしては卑ひ怯きような手段もいい加減出し尽くしてるし、そこまでお菓子に詳しいわけでもないし、はてさて、今度はどうやって妹の一枚上を行けばいいのかな。うん、まったくのノープラン。

「よし。やるか」

「はい、やりましょう！」

　ノープランだけど他に選択肢はない。

　僕は勝算の薄い、しかし勝たねばならない勝負を、表面上は余裕の表情のまま、あえて受けて立つのであった。いやー負けたらどうしよっかな。今のうちに言い訳とか考えておいた方がいいかな。





　とまあ、そんなわけで。

　今日も僕ら兄妹は平常運転です、というお話でした。





僕らとメガネとコンテスト









　ところで唐突な話なんだけど、僕には少し前から気になっていたことがある。

「なあ秋あき子こ」

「はい？　何ですかお兄ちゃん？」

「お前、メガネはどうしたんだ？」

　聖リリアナ学園の生徒会室、授業の終わった放課後。

　僕こと姫ひめの小路こうじ秋あき人とは不意に思い立って、妹の姫小路秋子に尋ねてみた。

「最近ぜんぜんメガネをかけてないけど、確かちょっと前に約束したよな？　僕とふたりきりの時以外は、ちゃんとメガネをかけるって」

「はうっ!?
 」

　打ち合わせに使う書類の整理をしていた秋子の動きがピタリと止まる。

「一応は日常生活を送れてるみたいだから、これまではスルーしてきたけど。目の悪いお前がメガネなしで生活してたら危ないに決まってるんだから、嫌がらずにちゃんとメガネをかけるように。いいね？」

「ええと、あの、でも」

　視線を左右に泳がせつつ、妹は弁解を始める。

「お兄ちゃんもおっしゃいます通り、メガネなしでもわたしは日常生活を送れているわけでありまして。すなわちメガネがあった方が便利に違いないことには異論がないのですが、メガネがないことによるプラスの面も考慮いたしますと──」

「お兄ちゃんの言うことが聞けないのか？」

「ま、待って！　最さい終しゆう奥おう義ぎ的なそのセリフを出す前に、もうちょっとだけわたしの話を聞いてください！」

　長い弁解を切り上げて、妹が僕にすがりついてくる。

　一応、知らない人or
 忘れている人に説明しておくと。彼女はここしばらくでかなり視力が落ちてしまったらしく、何かしらの手段で視力矯きよう正せいをしなければならない身だ。

　言うまでもなく、視力の落ちた状態というのは不便であり、何より危険でもある。授業中にノートを取るのも一苦労だろうし、外出中に信号の色が判別できなければそのまま命に関わる事故にもなりかねない。

　今のところ問題らしい問題は起きていないとはいえ、兄たる僕としては可能なかぎり妹にメガネを掛けさせてやりたいのだけど、

「ええとですねお兄ちゃん。やっぱりメガネを掛けるのって、よくないと思うんです」

　どうにもこの妹は、メガネを掛けることをひどく嫌がるのである。

「だってメガネって野や暮ぼったいじゃないですか。それにちょっとしたことで外れて落としたりしますし、長い時間つけてるとだんだん頭が痛くなってきますし」

「そりゃそうかもだけど、でも視力が悪くなったら元も子もないだろ？」

「大丈夫です。今のところなんとかなっています。教室では黒板に近いところに席をもらってますし、街を歩く時はいつもより何倍も気をつけるようにしています」

「今は何も起きてないからといって、将来的にも何も起こらない、ってことにはならないだろう？」

「それはまあ、そうなんですけど」

「メガネをかけるのが嫌なら、コンタクトレンズにしてみるとか」

「前にも言いましたけど、目の中にレンズを入れるなんて、そんな神をも恐れぬ所しよ行ぎようはわたしにはできません」

「んな大げさな……というかメガネって、最近じゃけっこうおしゃれなやつも出てきてると思うんだけど。いま持ってるのが野暮ったいと思うなら、そういうメガネを新しく買ってみるってのはどう？」

「お兄ちゃんがせっかく稼いできてくれるお金を、そんなもったいないことには使えません。メガネにお金を使うぐらいなら貯金に回しましょう」

「じゃあいっそのこと、視力の矯正手術でも受けてみる？　レーシックってやつ、最近じゃけっこう値段も下がってきてるらしいけど」

「コンタクトレンズを入れるのだって無理なのに、手術なんて。そんな恐ろしいことできるわけないじゃないですか」

　ああ言えばこう言う、というやつである。

　普段であれば素直さが取り柄の妹なのに、この件に関しては妙に頑かたくなだ。

「まあお前が心の底からメガネを嫌ってるのは分かったけど。でも僕とまたいっしょに暮らし始める前までは、普通にメガネを掛けてたんだろ？」

「はい」

「だったらいいじゃないか、そこまで毛嫌いしなくたって。メガネをお前のパートナーとして認めてやれよ。そして毎日いっしょに過ごしてやれよ」

「無理です。わたしとメガネとの間には、すでに修復しがたい亀き裂れつができてしまっているんです。この亀裂を無理に修復しようとするのは、わたしとメガネのお互いにとってためになりません。いったん冷めてしまった夫婦の関係を取り戻そうとするのと同じくらいに、それは不毛なことです。なくしてしまったものに対して未練たらたらでいるよりも、少しでも早く新しいパートナーを見つけるべきなんです」

「まあ男と女の関係とちがって、お前の場合は新しいパートナーを見つけようがないんだけどな……」

　メガネもだめ、コンタクトもだめ、矯きよう正せい手術もだめとなれば、もう打つ手がない。

「とにかくそういうわけで、わたしはメガネを掛けたくありません。たとえこのことによってお兄ちゃんから嫌われることがあっても、秋あき子こは甘んじて受け入れます。そのくらいわたしは自分のメガネ姿が嫌いなんです」

「僕は好きなんだけどな、秋子のメガネ姿」

「そんな甘いセリフには騙だまされません」

「というか、秋子のメガネ姿が似合ってないと思ってるのって、たぶんお前だけなんじゃないかな？　他の人は誰もそんなこと言ってないだろ？」

「そんなことありません。那な須す原はらさんなんかはいつも言ってました。『姫ひめの小路こうじさんって、ちょっと信じられないくらい、今すぐギネスブックに載ってもいいくらい、驚きよう愕がくのあまりあごが外れそうになるくらい、メガネ姿が似合ってないわね』とか何とか。それもあの腹立たしい無表情で、ですよ？　本当、あの人って意地悪なんですから」

「よりによってそこの意見を鵜う呑のみにするか……」

　那須原アナスタシアといえば、右に出る者のいない天あまの邪鬼じやくであり、秋子に対しては何においてもことごとく突っかかっていく人じゃないか。どうもこの妹は素直すぎるというか、人の言うことをあまり疑わないきらいがあって困る。まあそれが彼女のいいところでもあるんだけど。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　いや、でも今ちょっと思ったんだけど。

　秋あき子このメガネ姿って、そんな悪くないよね？

　別に似合ってないわけじゃないよね？　僕だけがそう思ってるんじゃないよね？






　　　　＊







「ま、別に悪かねえとは思うけどな」

　その日の夜、学生寮の食堂兼会議室。

　夕食を終えて一息ついてる最中、生徒会のみなさんに成り行きを説明して意見を求めたところ、最初に口を開いたのは生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらしさんだった。

「というより、あたしや副会長にしてみりゃ本来、メガネ姿の姫ひめの小路こうじ秋子の方が馴な染じみ深いんだわな。新学期が始まるまで──というより姫小路秋あき人と、お前さんが転校してくるまでは、姫小路秋子は普通にメガネをしてたんだからよ」

「あー……そうですね、そういやそうですよね」

「まあ確かに、あんまりメガネを好きな感じはなかったけどよ。今になって思い返してみると、必要なとき以外はできるだけメガネを外してたよな、そういえば」

「そうなんですよね、どうもウチの妹ってメガネが嫌いらしくて。……じゃあ那な須す原はらさんはどう思う？」

「似合ってないわね」

　金髪の生徒会副会長はいつものように無表情で、しかしながら間髪いれずに即答して、

「メガネが似合わない選手権があったら今すぐ日本代表になれるくらい似合ってないし、アホの坂田がウエディングドレスを着るよりも似合ってないし、赤ちゃんに見せたら火のついたように泣き出すくらい似合ってないと思うわ」

「えーそうかなあ？　そこまで言うほどじゃないと思うんだけど」

「いいえ似合ってないわ。メガネをかけるぐらいならハゲヅラでもかぶっていた方がマシ、と断言できるぐらい似合ってないわ」

「いやいや。そこまで言うのはさすがに極端だと思うけど」

「そんなことはないわ。カレーライスに納豆をトッピングするくらいミスマッチだわ」

「その組み合わせ、僕的にはぜんぜんアリなんだけど」

「とにかく、わたくしが似合っていないと言ったら似合ってないのよ。この件について異論は認めないわ」

　頑かたくなな態度を崩そうとしない那な須す原はらさんだった。

「じゃ、銀ぎん兵べ衛えはどう思う？」

「さあ？　何とも言いがたいね」

　生徒会会計を務める僕の親友は、いくぶんシニカルな顔で肩をすくめ、

「なにせ僕は、秋あき子こくんのメガネ姿というやつにお目にかかったことがないからね。判断のしようがないというものだよ」

「あーそっか。そりゃまあそうだよね」

「まあそれでも個人的な見解を言わせてもらえれば、秋子くんのメガネ姿もぜんぜんアリなんじゃないかと思うよ。彼女にとって幸いなことに、彼女は見た目的にとても恵まれているし。いっしょに暮らしてきた経験から判断するに、彼女のファッションセンスに問題があるわけでもなさそうだ。すなわち秋子くんはどんなメガネを掛けたところで、きっちりそれを自分のスタイルにできるはずなんだけど」

「うんうん。僕もそう思うんだよね」

「というわけで秋子くん。ちょっと今ここでメガネを掛けてみてくれないかな？」

「嫌です」

　にべもなく首を振る妹。

　眉まゆをつり上げ、肩を怒いからせて、心もちほっぺたを膨ふくらませ気味にしている──ハムスターが威い嚇かく態勢を取ってるようなこの姿の時、妹の素直バロメーターは遥かマイナスの域まで下がっている。何を言ったところで言うことを聞かないだろうな。

「そうつれないことを言わず、お願いを聞いてくれたまえよ。僕と君との仲じゃないか」

「嫌です」

「僕と君はこの学生寮の食事当番として、毎日いっしょに食事を作っている。同じ生徒会に所属しているという以上に、そして同じ釜の飯を食べているという以上に、君と僕との関係は深いものだ。それでもお願いを聞いてくれないのかい？」

「聞きません。確かに銀兵衛さんにはお世話になってますけど、それとこれとは話が別です」

「ここにいる人間の中で、秋あき人とのことを最もよく知っているのは君と僕だ。そのよしみをもってしてもダメかい？」

「ダメです」

「僕も君も料理をするのが好きで、お互いに秘密のレシピを交換し合っている。またお互いに刺激しあうことで新たな料理のアイデアが生まれ、それが毎日のメニューに生かされたりもしているけど……それでも考えを曲げてくれないのかい？」

「曲げません」

「僕と君は、秋人に縁の深い人間として、こっそり彼に対する不平不満を言い合いながら憂さ晴らしをする仲でもあるけど。その関係を今後とも続けていくためにも、ここで心の壁を取り払ってもらうわけにはいかないかな？」

「いきません。何と言われようと、わたしはここでメガネを掛けたりはしません」

　あれこれ説得しようとする銀ぎん兵べ衛えと、意地でも態度を変えない秋あき子こ。

　まあ予想通りの展開だ。この妹がこうなってしまうと、単なるお願いとか泣き落としではなかなかオチてくれないのである。

　というかこのふたり、知らないうちにけっこう打ち解けてきているみたいだな。時には反目しあったりもする彼女たちだけど、仲良くやってくれるのであれば僕としても嬉しいことだ。

　でもって、不平不満がどうこうという話は聞かなかったことにしておこうかな。そこで引っ掛かると先に進まなくなるし。いや、すごく気にはなるんだけど。

「さて、どうしたものかな」

　銀兵衛がお手上げポーズで僕の方を見て、

「ご覧の通り、妹くんが僕たちの忠告を聞いてくれる気配はまったくないわけだけど」

「だよねえ」

「あらゆる手を尽くして、一晩中かけて説得することもできるけど、あまり賢いやり方ではないだろうし。何かしらの方法で無理やりメガネをかけさせても、そういうやり方ではどうせ長続きもしないだろうからね」

　うーむ。

　とはいえいい機会だ、この際にメガネに対する偏見や悪印象を拭い去り、妹が納得した上でメガネをかけさせる手段をできれば探したいところ。何かいい解決策はないものだろうか？

「ふむ。そういうことならアイデアがなくもないぜ」

　そしてこういう時に出番が回るのは、何だかんだいって我らが生徒会長なのである。

「でもって面白そうだから、ついでにこいつはイベントにしちまおうや。今週末の開催を目標にすっから、みんなそのつもりで頼むぜ」

「はあ。イベントですか」

　妹にメガネをかけさせたい、というだけの話が、なんだか妙なことになってきた。

「まあ気にすんねェ。こういうのは楽しんだモン勝ちなんだ、辛しん気きくさく頭を悩まして考えるよりは、イベントごとにして面白がっちまった方が得ってもんよ」

「はあ」

　なんだか知らないけどそういうことになったらしい。

　この会長さんって、けっこうその場のノリで何でも決めるからなあ……ついていく立場のこっちとしては苦労させられるよ、ほんと。

　……で？

　けっきょくこの人、いったいどんなイベントをやるつもりなんだ？






　　　　＊







　というわけでその週の週末。

　学生寮の食堂兼会議室のテーブルには、色とりどりのメガネがズラリと並んでいた。

　その数、ざっと百～二百。ちょっとした店ぐらいなら余裕で開ける品ぞろえである。

「ふむ。こうして並べてみると、なかなか壮観だねえ」

　見本市状態になっているテーブルを眺めて、会長さんが満足そうに一息つく。

「思ったよりもたくさん仕入れられたし、これだけありゃ今回のイベントにも十分だろうぜ。言い出しっぺであるあたしの面子も立った、ってもんだな」

「はあ。しかしまあ、よくこんなたくさん仕入れてきましたね」

「知り合いのツテをたどってな、メガネのメーカーに頼んで借りてきたんだわ。ま、ウチの実家にもその程度のコネはあるもんだからよ」

　でっかい胸を張り、得意げに鼻を鳴らす会長さんだった。

　しかしまあほんと、よくぞそろえもそろえたり、という感じである。

　丸いのがあり、四角いのもあり。

　金属製のもあり、プラスチック製のもあり。

　ダーク系やライト系の色だけでなく、マーブル模様やら水玉模様のものまであったり。

　裸眼で視力一・五の僕からすればあまりにも縁遠いアイテムだけに、これまで興味をもって見たことがなかったけど。こうしてみると実に多彩なデザインのメガネがあることが分かって、なかなか面白い。

「まあ確かに、こうしていろんなメガネが並んでるだけでも、なんかちょっと面白いというか、これはこれでアリだな、と思えますけど」

「んだろ？　そう言ってくれると、あたしも苦労した甲か斐いがあるってもんだぜ」

「はあ、まあ、それはいいんですけど。けっきょく何がやりたいんです？　元々はどうにかして秋あき子こにメガネをかけさせたい、って話だったと思うんですけど」

「そうせっかちに話を進めようとしなさんな。早い男は嫌われる、こいつはワールドスタンダードな常識だぜ？」

「はあ」

「つーわけで」

　この場に集まっている一同──僕、秋子、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えを見渡し、

「ファッションショーをやろうや。生徒会メンバーによる、メガネオンリーのファッションショーを」

「ファッションショー？　メガネの？」

「おうよ。姫ひめの小路こうじ秋あき子このメガネ嫌いを直すには、メガネの良さを知ってもらうのが一番だ。でもってこれだけたくさんメガネを並べれば、ひとつぐらいは気に入るやつが見つかるんじゃねえか、ってなもんよ」

「はあ、なるほど」

　まあ理に適っていなくもないけど、やり方が強引な気もするなあ。ピーマンが嫌いな人に無理やりピーマンを食べさせて好き嫌いをなくそうとしてるのと、根本的にあまり変わらない気がする。

「そりゃあ、無理やりやらせようとすればそうなるだろうぜ。そうじゃなくて、姫小路秋子が自分からメガネをかけたくなるようにもっていけばいい、って寸法よ」

「ふむ。具体的にはどうするんです？」

「なあに簡単な話よ。生徒会の誇るきれいどころがメガネをかけて、その良さをアピールする。これでどんなメガネ嫌いもイチコロ、メガネの良さを再発見してむせび泣き、その場でメガネ教の信者に鞍替えする、ってもんだ」

「いや、さすがにそこまでシンプルには話が進まないと思うんですけど……」

　うちの妹はどんだけ単純なんだ、という話である。

　いやまあ、実際に単純なんだけど。でもそんなあっさりメガネを好きになってくれるなら、最初から苦労はしないと思うんだ。

「ま、何事もやってみなけりゃ始まらねえさ。それともアレかい？　お前さん、他に何かいいアイデアがあるのかい？」

「いや、それを言われると確かに。これといってありませんけど」

「だろ？　だったらまずはやってみるこった。たとえ結果が出なくたって、いい息抜きにはなるだろうしよ」

「ふむ。まあそう言われると反対する理由もありませんけど」

「おうよ。分かってくれたかい」

「でもまあ、何だかんだ言ってもさすがは生徒会長、さすがは僕らのリーダー、って感じですよね」

「おうよ。ようやく分かってくれたかい？」

「そりゃまあ、評価するところはちゃんと評価しないとですからね。会長さんは秋子のことを考えて、こうやって対策を用意してくれるし。それを生徒会のみんなが参加できるイベントにもしてくれるし。何だかんだいってそういうことをやってくれるのは、他の誰でもない会長さんなんですよね」

「かっかっか。褒ほめても何も出さねえぜ？」

「いやいや褒ほめさせてくださいよ。何も出さなくていいですから」

「かかか、そう言ってくれるとありがたいねェ」

「で？　実際のところ本音はどうなんです？」

「おうよ。まあぶっちゃけいろいろ理由はつけたけど、要するにあたしの可愛い愛人候補たちのメガネ姿が見たかったんだ」

「下心丸出しじゃないですか」

　予想はしていたものの、心の底から損をした気分である。

　せっかく褒めてあげたのに、常に期待を裏切る人だよなホント。

「ちなみに今回のイベントは、愛人候補にランキングをつけるための選考試験も兼かねてるからよ。がんばっていいところを見せてくれな、お前さんたち」

「……そのセリフを聞いて、この場に参加者が残るとでも？」

「まあそんな顔しなさんな。いいじゃねえか、一石二鳥、一石三鳥ってやつでよ」

「得するのは主にあなただけでしょ？」

「んだねェ、確かに今のところはそうかもしれないねェ」

　会長さんはニヤニヤとあごを撫でつつ──こうなる展開を予想してたような余裕っぷりで、次なる案を提示した。

「そんじゃこういうのはどうでえ。誰のメガネ姿がいちばん似合ってるか、その審査をお前さんがやる、ってのは」

「僕が？　審査員をですか？」

「おうよ。でもってトップを取ったヤツにはご褒美として、お前さんとデートできる権利を与えることにしようや」

「ちょっとちょっと。なに言ってんですか」

　あわてる僕である。

『デート』ってのは、つまりいわゆるあの『デート』のことだよな？　審査をするだけでもけっこう重大な責任なのに、景品まで僕が出すってことになるわけで、それって僕が一方的に大変なだけというか何というか、

「乗ったわその話」

　が、反論するタイミングを逸いつしてしまった。

　枝毛をいじくりながら興味なさげに話を聞いていた那な須す原はらさんが、手のひらを返したようにすぐさま反応して、

「実はわたくし、メガネが似合うことに関しては世界選手権クラスだと自負していたのよ。そのことを証明するためにも、今回の催もよおしには参加せざるを得ないわね」

「世界選手権クラスって……そもそもメガネをかけたことないでしょ君？　うちの妹と違って視力はいいみたいだし」

「本物の才能というものは、証明される前からすでに明らかなものよ。というよりも、証明されるまでもなく明らかであるからこそ、本物の才能であると言うべきでしょうね」

「うーん……分かるような、分からないような」

　というよりただの言葉遊びに聞こえるというか。

　はぐらかされてるというか、詭き弁べんを弄ろうされているというか。

「何よりわたくしが興味を引かれるのは、この二年間わたくしが常に証明し続けてきたこと──姫ひめの小路こうじ秋あき子こさんよりもあらゆる点においてわたくしが上であるという、その厳げん然ぜんたる事実を、今この場においても証明できる、ということなのよ」

「……君は本当、うちの妹にはよく突っ掛かるね……」

「それも仕方のないことだわ。あまりにも毎日顔を合わすたびに繰り返してきたことだから、もはやパブロフの犬的な条件反射として、それはわたくしの生活習慣に組み込まれてしまっているのよ。あなたの妹よりわたくしが上であることは、もはや質量保存の法則なみに当たり前のことであって、この法則が乱れることは、世界のありとあらゆる常識が打ち崩され、ビッグバンをもしのぐ恐るべきエネルギーの大爆発が──」

「オーケー分かったよ。よく分からないけど、とにかく分かった」

　よっぽど嫌いなんだなあ、秋子のことが。

　せっかく縁あってこうして一緒にいるんだし、できれば仲良くやってもらいたいんだけど、ウマの合わない相手はどうしたって出てきちゃうもんだしね。でもまあ、いずれ妹と那な須す原はらさんが諍いさかい合わないで済むよう、こまめに働きかけていきたいよなー、やっぱり。

「そういうことなら僕も参加させてもらおうかな」

　なんてことを考えていると、今度は銀ぎん兵べ衛えまでもが参加の意志を表明してきた。

「秋子くんは僕の親友である秋あき人との妹さんだし。今となっては生徒会の同僚でもあり、ひとつ屋根の下で暮らす同居人でもある。彼女のために一肌脱ぐのは、これはもうごく自然な流れといえるだろうね」

「いやまあ、力を貸してくれるのはありがたいし、妹のことをそんな風に思ってくれてるのも嬉しいけど……」

「何か問題でも？」

「いやだって、やり方そのものが微妙な上に、ご褒美として僕とデートするとか何とか……そういうのはちょっと、ねえ？」

「いいじゃないか別に。君も男なら、妹くんのためにその程度の労力は払ってあげたまえよ。それにデート云々というのは、こういうイベントの景品としては丁度いいと思うよ？　真面目で杓しやく子し定じよう規ぎな景品を用意するよりはよほどね」

　……意外である。

　僕の知る限り、猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみというヤツはむしろ『真面目で杓子定規』な性格の典型だったはずで。たとえば小さいころ仲間内でいっしょに遊んでいた時も、男同士で馬鹿な遊びを実行するたび、彼女だけは眉まゆをひそめていたものなんだけど。

「そんな意外そうな顔をされるのは心外だよ。郷ごうに入りては郷に従えという言葉を、僕は踏まえているだけなんだからね」

「というと？」

「だってここの生徒会はそういう組織じゃないか。仕事は仕事としてきっちりこなしつつも、自由で磊らい落らくな気風を重んじる傾向があるだろう？　であればその生徒会の一員である僕としても、先んじてそういう空気を読み、ＴＰＯをわきまえた発言をするべきだと思う次第なのさ。こういうところで堅かた苦くるしい発言をしては、チームワークをいたずらに傷つける結果になりかねないからね」

「まあ……確かに一いち理りあるけどさ、そういうのも」

「もちろん言うまでもないことだけど──秋あき人ととデートできるとかどうとか、そういう低俗な提案に僕が釣られているのかといえば、もちろん決してそんなことはないのだよ。仮に会長さんがデート以外の何かを提案したとしても、僕としては何の不満もなく、何の迷いもなく、今回の催もよおしに賛成していたことだろう。そのことについて、君はちゃんと理解してくれているのだろうね？」

「ああ、それについては心配しなくていいよ。君が僕とデートしたくて今回のイベントに乗っただなんて、これっぽっちも思ってないから。というか僕は君の親友なんだぜ？　銀ぎん兵べ衛えの考えてることが、長年の付き合いである僕に分からないなんて、そんなことあるわけないだろう？」

「……ああそうだね、そうだったね。僕は君の『親友』だったね。六年ものあいだ連れ添ってきて、幼なじみとさえ呼んでも差し支えない関係だったね。であるからには、僕の考えてることなんて、あたかも透明なガラスの向こうを見るのと同じくらいに、はっきりとクリアに見透かせるんだろうね」

「え？　何？　何でいきなりそんな怒ってるの？」

「ちょっと待ってください！」

　急にへそを曲げてしまった銀兵衛に首を傾かしげていると、そこに秋あき子こが割って入ってきて、

「勝手に話を進められては困ります！　というかこの話って、わたしにとって何もいいことないじゃないですか！」

「んなこたねえだろ？」

　会長さんが笑って応じる。

「このイベントには誰でも参加できるし、ご褒美を受け取る権利だってみんな平等だ。特に何もメリットがねえ姫ひめの小路こうじ秋人がクレームをつけるんならともかく、お前さんがケチをつけるのは筋違いじゃないかねェ？」

「だって、メガネがいちばん似合う人が勝つだなんて、そんなのわたしにとってはどうみても不利じゃないですか！　この世界には、わたしほどメガネが似合わない人間は存在しない、ってくらいなのに！」

「ま、嫌なら参加しなくてもいいんだけどな？」

「その言い方はずるいです！　というかそもそも今回の話の始まりは、わたしのメガネ嫌いを直すためだとか何とか、そういうことを言ってましたよね!?
 」

「おうよ、その通り。だからこういうイベントを企画したんじゃねえか。こうでもしねえ限り、お前さんはメガネをしてくれそうになかったし、これをきっかけにしてお前さんのメガネに対する偏見が少しでもマシな方向に行けば、と思ってんだ。繰り返しになるけどよ、そもそもすべてはお前さんのためにやってることなんだぜ？」

「むう……っ」

「でもまあ、何も無理にとは言わねえさ。お前さんのメガネ嫌いは知ってるつもりだし、無理強いすることがいい結果に繋つながるとも思ってねえ。押すだけじゃなくて時には引くことも大切だからな、人生ってやつァ。まあもっとも？　そうなったとしてもイベントはイベントとして開催するけどな？　お前さん抜きにして、あたしらで勝手によ」

「むむむうっ……！」

「そうなった場合、姫ひめの小路こうじ秋あき人ととデートをする権利はお前さん以外の誰かの手に渡るわけだが、まあしょうがねえよな。権利ってやつは、戦って勝ったヤツだけが手にするべきものなんだし。ケツまくって逃げ出すヤツがどうこう言うなんざ、ちゃんちゃらおかしいってもんだ……というかお前さん、世界でいちばんお兄ちゃんを愛してるとか言ってるくせに、姫小路秋人とデートする権利が欲しくないのかい？」

「あーもー分かりました、分かりましたよっ！」

　追い詰められ、やけくそになった声で秋あき子こがわめく。

「やりますわたしもやります！　わたしもイベントに参加して、勝利をもぎ取ってみせます！　お兄ちゃんの前でメガネをかけるなんて、考えただけでも足がすくむぐらい恐ろしいことですけど、それでもどうにかやり遂とげてみせます！」

「おうよ、よく言った。それでこそあたしの可愛い部下だ──って言いたいところだけどよ。お前さん本当にメガネをかけるのが嫌いなんだなあ。そりゃもうほとんど恐怖症のレベルじゃねえか」

　呆あきれる会長さんに僕も同意である。

『メガネをかける』という行為は、妹にとってよほどストレスの掛ることであるらしい。長々とした決意表明ひとつをとっても、無理やり自分を奮ふるい立たせているのが透けて見えるし。

　うーん……ちょっと前までは、そこまでメガネに対する拒きよ絶ぜつ反応は示さなかったはずなんだけどな。僕の前でメガネをかけたこともあったし、僕といっしょに暮らし始める前はメガネをかけてるスタイルの方がむしろ標準だったみたいだし。

　秋あき子こをここまでこじらせてしまったのは、保護者たる僕の責任でもある。これはいよいよもって、ここで何とかしないとまずいよな。

　ちなみに僕が審査員をやることについても、僕とデートをする権利が景品にされることについても、僕はこれっぽっちも認めた覚えはないのだけど。まあ妹のためということであれば拒否する理由は何もない。もとよりここのコミュニティにおいては、僕の拒否権なんてものは使い終わったホッカイロくらいの価値しか認められてないし。

　……で、それはそれとして。

　メガネファッションショーとやらは、一体どんな手順で催もよおされるんだろう？　それを審査する立場の僕としては、どんな基準でもって点数をつけたり優劣をつけたりすればいいんだ？

「なあに、細けえことは気にすんな」

　と会長さんは豪ごう快かいに笑って、

「何だかんだ言ったってこいつは一種のお遊びであり、お祭り騒ぎなんだからよ。手順も審査も適当にやってくれりゃいい」

「はあ」

「ま、楽しけりゃ何でもいいさ。ぜんぶお前さんに任せる。とにかく盛り上がりさえすればあたしゃ文句はねえ」

「じゃあ僕の好みで──僕の基準で
 判断しちゃいますけど。それでもいいんですか？」

「おうよ。一向に構かまわねえ」

「……那な須す原はらさんは？　それでいいの？」

「問題ないわ、勝つのはわたくしだから。ぎんぎんもそれで構わないかしら？」

「えっ？　いや、僕はその条件ではちょっと……秋あき人とにだけ審査員をやらせるとか、どう見ても偏った判断しかできないと思うし……それに僕もあまり自信はないし……」

「あらごめんなさい。何と言ったのか聞こえなかったからもういちど言ってもらえるかしら？　まあこの期に及およんで、まさかぎんぎんが及および腰ごしの発言をするとは思えないから、もちろん肯定的な意見が聞けたのだと思うけど。いちおう確認の意味を込めて、ということで、ね？」

「わ、分かったよ、やるよ、その条件で構わないよ。まったく、どうして君たちはそんな自信満々でいられるんだ……僕には理解しがたいよ……」

　渋しぶ々しぶながら銀ぎん兵べ衛えが同意する。

　でもってこういう流れになった以上、もはや秋子には選択肢がないだろう。拒否したところで、秋子抜きにしてイベントが進められるだけである。

「うし。そんじゃ始めるとすっか」

　会長さんがお気楽な口調で開催宣言をして、その口調とは裏腹な激戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

「そんじゃ最初は誰が行く？　誰も行かねえならあたしから行くけどよ」

「じゃあわたくしが」

　迷いなく手を挙げたのは那な須す原はらアナスタシア。

　このイベントに最も乗り気で自信満々、おまけにかつては聖リリアナ学園のミスコンでナンバーワンに輝いた経験もある彼女が、いきなりのご登場である。

「審査員であるあっきーにいちおう確認しておくわ。このイベントには特にこれといったルールはないのね？」

「ああうん、そうだね。流れ的にはそういう感じになってるみたいね」

「分かったわ」

　いつものポーカーフェイスで頷うなずくと、テーブルに並べられたメガネを吟ぎん味みし始める。

　ほどなくして那須原さんがひとつのメガネを選んだ。プラスチック製の赤いフレームに、やや横長のレンズ。今風でお洒落ではあるけれど、特にこれといった特徴のない一品である。

「じゃあ準備してくるわ。少し待っていて頂ちよう戴だい」

　言って、那須原さんは食堂兼会議室を出て行った。

「……準備って、何をするんでしょ？」

「さあ？　何だろねェ」

「仮にもこれはファッションショーという態を取っているからね。鏡の前でキメのポーズを練習してくるとか、そういうことなんじゃないかな？」

「那須原さんらしい姑息な手段です。あの人は勝つためには手段を選ばない、卑ひ怯きようと卑劣を絵に描いたような人ですから」

　残された僕らはお互いに感想を言い合うけれど、とにかく一番手を買って出たのは那須原アナスタシアである。トップバッターを務めるプレッシャーをものともしない彼女に敬意を抱きつつ、僕らは雑談しながら再び那須原さんが現れるのを待つ。

　一分。

　二分。

　三分、四分、五分。

　十分が経ち、二十分が経ち、さらには三十分まで経って、いくらルール無用でもさすがにこれはどうなのか、準備が長すぎるんじゃないか、と誰もが思い始めたころ。ようやっと那須原さんが姿を現した。

　水着を着て、である。

　それもかなり大胆なビキニで、である。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　僕、会長さん、銀ぎん兵べ衛え、秋あき子この四人が、それぞれの表情で目を点にする中。那な須す原はらさんのアレっぷりはそれだけに留まらなかった。

　どこからか持ち出してきたらしい、ちょっと時代を感じさせるラジカセを床にセットすると、スイッチを押してミュージックスタート。

　アップテンポでサイケデリックな、いかにもファッションショーで流れていそうなインストゥルメンタルの曲が流れ始めると、那須原さんの表情が一変。

　いつもの無表情ではない、いかにもモデル的なキメ顔をつくると、完璧なモデルウォークで部屋の外周を歩き始めた。

　長い手足をフルに使い、豊かなバストとくびれたウエストを前面に押し出した躍動感ある闊歩は、まさしくファッションショーのそれであり、一流のモデルも顔負けのパフォーマンスではあるけれど。いかんせんここは築七十年の古ぼけた学生寮であり、水着の最新モードを披ひ露ろうする場ではないわけで。
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　やがてＢＧＭが最高潮を迎えるにつれ、那な須す原はらさんのアクションもいよいよ激しくなり、そして曲が唐突なフィナーレに達した瞬間。那須原さんは、音楽番組に出演してるアイドルが曲の最後で見せてくれるような、最高のキメポーズをつくって──いきなり始まったひとりファッションショーは、そこでようやくピリオドが打たれたのだった。

「どうかしら？」

「いや、どうかしらと言われても……」

　キメポーズのまま、しかしいつもの無表情に戻って訊きいてくる那須原さんに対して、僕は口ごもることしかできない。

　いやもうほんと、どこから突っ込んでいいのやら。

「──かっかっか、いやはやなるほどそうきたか。やってくれるじゃねえか副会長、さすがはあたしの可愛い部下だぜ」

　ひとりだけ拍手をしている会長さんを除けば、誰もが同じ気持ちだったと思う。

　那須原アナスタシア。彼女はいったい何を目指し、どこへ行こうとしてるんだろう。

「ええと……とりあえず、おつかれさま？」

「ねぎらいの言葉は必要ないわ。わたくしはこの勝負を制するべく全力を尽くし、考え得る最高のパフォーマンスを披露したという、ただそれだけのことなのだから」

「ああうん。なるほどね」

　まあ全力は全力だったよな、確かに。

　力を入れる方向は斜め上すぎたけど。

「それで？　どうだったのかしら？」

「うんまあ。インパクトはあったよ、とりあえず」

「そう、ありがとう。でもわたくしが聞きたいのはそういうことじゃないわ。わたくしたちが今やっているのは、メガネがいちばん似合っている人が勝つという、そういうイベントだったはずよ」

　意外だ。ちゃんと趣旨は理解しているらしい。

　いやまあ、確かにビキニの方に目が行きがちだけど、那須原さんはさっき選んだ赤いフレームのメガネをちゃんとかけているわけで──でもイベントの狙いをちゃんと覚えてたわりには、メガネのことはかなりおいてけぼりだったんだけど？

「あっきーは見る目がないわね。わたくしの水着姿とパフォーマンスが融合することによって、このメガネの魅力が最大限に引き出されていたことに、あなたは気づかなかったとでもいうのかしら」

「いや、確かに似合ってるけどね、那須原さんのメガネ姿……いやでもなあ、パフォーマンスが全力で振り切りすぎてたというか、ちょっとシュールすぎるというか。ＴＰＯを選ばなさすぎて、なんとも評論しづらいというか」

「ごちゃごちゃと前置きが長いわね。もっと簡潔に結論を述べて頂ちよう戴だい」

「うん。那な須す原はらさんって、確かにお笑い芸人の素質はあると思う」

「失礼ね。レイプするわよ」

　怒いかりを買ってしまった。オーダー通りに簡潔な感想を述べたのに。

　ちなみに女性には強姦罪が適用されないらしいけど、強制わいせつ罪にはちゃんと問われるので注意が必要である。以上、豆知識。

「でもそうだね、パフォーマンスのやり方はともかくとして、よく似合ってるからね那須原さんのメガネ。点数的には高いと思うよ」

「ふふ。当然の結果だわ」

「まあメガネのファッションショーというより、那須原アナスタシア・オンステージという感じだったけどね」

「ルールは特に何もない、ということについてはあらかじめ確認しておいたのだから、やり方についてとやかく言われる筋合いはないと思うわ」

「まあね、確かにそりゃそうなんだけどさ」

「ついでに言えば、男であれば誰でもむしゃぶりつきたくなるわたくしの瑞みず々みずしい身体を、あっきーにちゃんとアピールしておくという狙いもあったわ」

「君のスタイルがモデル並みなのはよく分かったけど、残念ながらそういう方向の欲求は刺激されなかったかな……」

　むしろその点においては逆効果だったんじゃないか。

　素っ裸よりもチラリズムの方が興奮するとか、そういう心理に近いと思う──いや、やっぱちょっと違うか？　まあいいや、そこは重要じゃないし。

「ええとじゃあ、那須原さんのパフォーマンスは以上でおしまいということで。次はどうしましょうか？」

　初っぱなから出オチみたいなことをされちゃったし、ここから先はひどくハードルが上がってしまった。少なくとも後に続く人は、単純なインパクト勝負はやりづらくなっただろうし──そういう意味では、一番手を買って出た那須原さんの戦略は完璧だったと言えるけど、さてどうしたものか。

「じゃ、次はあたしかね」

　がしかし、その程度の不利など鼻にも掛けないのがこの人なのだった。

「後輩にばっかいいとこ見せられちゃ、先輩としての沽こ券けんってもんに関わるからねェ。ここはひとつ、あたしも気合いを入れていかなくちゃなんねえな……つーわけで、そういうことでいいかい審査委員長さん？」

「ええまあ。会長さんがいいなら、それで」

「おうよ。そんじゃさっそく相棒を選ぶとしますかね、っと」

　上じよう機き嫌げんに鼻歌など口にしつつ、メガネの品定めを始める会長さん。

「うし、これにすっか。そんじゃちょっくら待っててくれよお前さんたち、さくっと準備してくっからよ」

　言って、意気揚々と食堂兼会議室を後にする。

「……なんだか自信満々なんですけど、なにか作戦でもあるんでしょうか？」

「あの万年発はつ情じよう期きが自信満々なのはいつものことだわ」

「まあお手並みを拝見させてもらおう。あれでも聖リリアナ学園の生徒会長なんだ、僕らをマイナスの意味で驚かせるようなことは、まさかないだろうさ」

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えが口々に感想を言い合っているけど。果たして会長さんはどんな手管で勝負に挑もうとしているのか──

　そして十分後。

　疑問の答えが明らかとなった。

　本気で勝ちに来ていることが、誰の目にもハッキリ分かる形で。

「お待たせしました」

　涼やかな声が響き、秋子と銀兵衛の、そしてポーカーフェイスが滅多に崩れない那須原さんの目までもが丸く見開かれる。

「那須原さんみたいに大胆なことはできませんが、精いっぱい頑張ります。よろしくお願いします」

　明るく朗らかに微笑ほほえむその女性は──ロングのワンピースにカーディガンを羽織り、淡い栗色の髪に鈴蘭のコサージュを飾って、そして細い銀のフレームのメガネをかけたそのご令嬢は。

　誰あろう、我らが生徒会長、二に階かい堂どう嵐あらしその人である。……たぶん。

「……え？　どちらさま？　ですか……？」

「……生徒会長、かしらね。少なくとも背の高さや体つきはそっくりだし」

「……そうだね、この学生寮に不審人物が侵入したのでなければ、こちらの女性はかの生徒会長なのだろうね。いや、しかしこれは……」

　みんなが絶句するのも無理はない。

　この様子だと銀兵衛だけでなく、どうやら秋子や那須原さんも見るのは初めてだったようだし。

　というかあらかじめ予測し、実際に『変身後』の姿を見たことのある僕でさえ、その化けっぷりに唖あ然ぜんとしてるのだから。彼女たちにしてみれば、真昼に百ひやつ鬼き夜や行こうでも目撃したような気分なのだろう。

「ふふ」

　そんな僕らを尻目に、見事に化けおおせた会長さんが颯さつ爽そうと歩み始めた。

　背景に盛せい夏かの避ひ暑しよ地ちが幻げん視しされるような、ひどく涼やかなステップでもって、ぐるりと部屋を一周。

　その堂々たる立ち居振る舞いといい、清潔感と上品さに満ちた雰囲気といい──那な須す原はらさんとはまったく別の方向性ながら、見事なパフォーマンスと言うしかない。

「きもっ！　……と言いたいところですけど、普通に似合うのが悔しいです……」

「こんな奥の手を隠していたとはね。やってくれるわ」

「そうだね、確かに脱だつ帽ぼうするしかなさそうだね。捕食者プレデターと呼ばれて畏い怖ふされている人物とは、まったく対極にあるキャラクター……僕は断言できるよ、今の会長さんと街ですれ違っても決して気づくことはないだろうと」

　秋あき子こと那須原さんと銀ぎん兵べ衛えも、さすがにこれには拍手を送るしかないようだ。普段は下品さと豪ごう快かいさを隠そうともしない二に階かい堂どう嵐あらしに、何の予告もなくこんな真似をされては、舌を巻く以外に反応の仕様がないのである。

「いかがでしたか？」

　悠々とステージを務め上げた会長さんが、僕らの前まで戻ってきて一礼する。

「お恥ずかしながら、わたしにできるだけのことをやらせていただいたのですが」

「……あー。ええと、すいません会長さん」

「はい？」
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「会長さんにそのバージョンのままでいられると、みんな調子狂っちゃうんで。できれば元に戻ってもらえると助かるというか」

「あらごめんなさい。そういうことでしたらすぐに着替えてきますので、ちょっと待っててくださいね」

　嫌な顔ひとつせずに微笑ほほえんで、小走りに部屋を出ていく会長さん。

　そのまま待つことしばし。

「よう。すまねえな、待たせちまって」

　いつものスタイルに戻った会長さんが、先ほどまでの化けっぷりを微み塵じんも感じさせない様子で帰ってきた。

「どうだった？　あたしのパフォーマンスはよ」

「……どうだったも何も、呆あきれ返ったのひとことですよ」

「かっかっか。その感じだとアレだな、どうやら手て応ごたえはあったらしいねェ」

「いや、手応えと言われると、ちょっとちがう気がしますけど」

　どちらかというと、夜道で追おい剥はぎにでも出くわしてしまった感覚なんだけど。

「でも凄かったのは確かです。お見それしました」

「おうおう、そう言ってもらえるとあたしも嬉しいぜ」

「というか会長さん、どうせならいつもそのキャラでいてくださいよ。その方がこっちとしてはぜんぜん付き合いやすいし、会長さんに対する周りからの評価も今より上がると思うんですけど」

「いやいや、そうもいかねえさ。そりゃあたしはああいうキャラでいけなくもないけどよ、ああいうのは堅かた苦くるしくていけねえ。お嬢さまスタイルを丸一日も続けたら、ストレスが溜まって死んじまう。溜まるのは性欲だけにしておきたいし、肩こりの原因はデカいおっぱいだけにしておきたいんだよ、あたしゃ」

「はあ」

「これって本当は、お前さんたちを愛人にする時のための、とっておきのつもりだったんだけどな。これで奥の手をひとつ使っちまったわけだ……こうなったからには是が非でも今回のイベントには勝たなきゃならねえ。でもってお前さんとデートする権利を勝ち取って、ラブホでしっぽりと夜を過ごしたいもんだ」

「デートはともかく、ラブホでしっぽりなんてのは約束のうちに入ってませんから。というか会長さん、しょせんはお遊びだとか言ってたくせに、全力で勝ちに来てるじゃないですか」

「かっかっか。まあそういうのも戦略のうちさ」

「というか那な須す原はらさんもそうでしたけど、会長さんもメガネあんまり関係なかったですよね？　メガネよりも会長さんの方が圧倒的に目立ってたし」

「んでも似合ってただろ？」

「まあそうなんですけど」

　残念ながらそこには反論できないんだよなー。

　会長さんのメガネ姿は、那な須す原はらさんのそれと比べてもまったく引けを取らず、よく似合っていた。しかもこのふたり、メガネのチョイスもやたらと上う手まいんだよな。普段はメガネなんか掛けないくせに。

　いやしかし、これは思わぬ混戦になってきた。

　僕が見るに、ふたりのレベルは互角と言っていい。この先は銀ぎん兵べ衛えと秋あき子この出番だけど、果たしてどんなアピールで先行者たちに対抗していくのだろうか。

「ええとじゃあ、次は銀兵衛か秋子の番だけど。どっちから先に行く？」

「む……」

「う……」

　イベントの進行を促す僕だけど、出番の残っているふたりは口ごもるばかりで動こうとはしない。

　まあ無理もない、一番手と二番手のパフォーマンスがあまりにも図抜けすぎていた。あれを見てしまえば尻込みしたくなる気持ちも分かる。

　それに僕の知るかぎり、銀兵衛も秋子もこういう見せ物においてはお世せ辞じにも器用な方じゃない。加えて彼女たちは、そもそもこのイベントに対して及および腰ごしだった。こういう展開になってしまうと順番という要素は軽視できなくなってくるし、はてさて一体どうしたものか、

「銀兵衛さんお先にどうぞっ」

　とか思ってたら、秋子の決断が一足早かった。

　笑顔でさりげなく一歩下がることで、相対的に銀兵衛を前に押し出し、三番手を強引に回避しようとする構かまえを見せる。

「……君。それは卑ひ怯きようというものじゃないかな」

　生いけ贄にえに差し出された形の銀兵衛は、半泣きになって秋子をにらみ、

「そもそもにおいて今回のイベントは君のために催もよおされているものであり、僕をはじめとする他のメンバーは君に協力している立場なのだよ。その僕を差し置いて後手に回るとはどういう了見だい？　ここは君が率先して矢面に立つべきだろう」

「そうでもないと思います。しんがりを務めるのも、それはそれで大変なんですから」

「だったら君が先にやりたまえ」

「嫌です。ここは銀兵衛さんに譲ります」

「誰も欲しがらないものを押しつけておいて、譲るなどという聞こえのいい言葉を使わないでくれたまえよ。いいじゃないか、秋子くんが先にやれば。君と違って僕はメガネをかけることに慣れてないんだし、ここは君が──」

「というかさ銀ぎん兵べ衛え」

　見かねて僕は助け船を出した。

「那な須す原はらさんと会長さんがパフォーマンスしてくれたことで、今回のイベントはもう成立してる感じだし、無理して君はやらなくてもいいんだぜ？　元から君はあんまり乗り気じゃないみたいだったし、そもそもこのイベントに勝ったところで、肝かん心じんなご褒美の方は高が知れてるし」

　この流れで秋あき子こが『出ない』とか言い出したならともかく、銀兵衛が強いて望みもしないことをやる必要はない──そう思っての申し出だったんだけど、

「……そういうわけにはいかないね」

　意外にも銀兵衛の態度が一変。

　ちょっぴりほっぺたを膨ふくらませつつ、

「僕はこの催もよおしに『出る』と言った。ひとたび口にしたことを翻ひるがえしては、僕だけでなく猿さ渡わたり家の名前にも傷がつく。信用と契約を重んじる家に生まれた僕としては、そういう事態だけは努めて避けなければならないのだよ」

「いや、そうは言うけどさ、別にここで銀兵衛が参加しなくても困らないわけだし。それに一種のお遊びとしてやってるんだからさ、嫌なことを無理してやる必要はどこにもないわけだろ？」

「つまり秋あき人とは、僕にはまったく期待していないということなんだね」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「僕にはメガネなんか似合うわけもないからやっても無駄だと、そう言いたいわけだ」

「いやだから。そうじゃないんだって」

「不愉快だ。実に不愉快だ。僕は傷つけられたプライドを可か及きゆう的てきすみやかに回復しなければならない。那須原くんや会長さんと違って、ファッションセンスというものに欠けている僕だけど、ここは全知全能を尽くして勝ちに行かせてもらおうじゃないか」

　……うん。

　どうやら僕の気遣いは逆効果になってしまったみたいだ。

　銀兵衛は細い肩を目いっぱいに怒いからせてテーブルに向かうと、装備するべきメガネを吟ぎん味みし始める。

「むむむ……」

　仲なか買がい人にんがダイヤの原石を見るような顔で品定めしているけど、これと思えるようなメガネを定められないでいるようだ。

　彼女って、身につけるものに対しては割と無頓着というか、最低限に清潔でＴＰＯに合ってさえいれば何でもいい、ってタイプだから。実家の方針による貧乏暮らしが長くて、ファッションにお金も時間もあまりかけてこなかったはずだし、那な須す原はらさんや会長さんと違ってこういう時のアドリブは利かせにくいんだろうな。

「ええい。なるようになれ、だ」

　かなり長いあいだ迷っていたけど、ようやく踏ん切りをつけたらしい。

　ジョン・レノンが愛用してたような丸メガネをチョイスすると、そそくさと食堂兼会議室を後にする。別にそういうルールがあるわけじゃないけど、彼女もまた何かしらの準備をするつもりのようだ。

「……銀ぎん兵べ衛えさん、どんな手で来るんでしょうか」

「さあてどんなもんかねェ？　ま、たとえ何か作戦があったとしても、あんまりド派手なことはやってきそうにないんじゃないかね。こういう時のあいつは照れ屋の恥ずかしがりだからな、あたしや副会長とちがって」

「会長とわたくしを同列に扱わないで頂ちよう戴だい。……まあぎんぎんは何せ、元がとっても可愛らしいから。どんな作戦を採用するにせよ、とってもとっても可愛らしいことになるのは疑いないでしょう」

　秋あき子こ、会長さん、那須原さんが口々にコメントしているけど。銀兵衛といちばん付き合いの長い僕としても、これはちょっと予測がしづらい。

　そもそもかつての彼女であれば、こういうイベントが催もよおされても決して参加しなかっただろうし。バカ騒ぎをしている僕らから距離を置きながら、『やれやれ。君たちもいい加減大人になりたまえよ』みたいなことを言うのがお決まりだったはずである。そう考えると、短期間でけっこう彼女も変わったんだなあ。もちろんその主だった理由は、聖リリアナ学園に転入して生徒会の連中と付き合い始めたことにあるのだろうけど。

「お。戻ってきたぜ？」

　そうして待つこと数分。

　銀兵衛がふたたび姿を現した──のだけど。

　んん？

　何かしらの準備をしてくるのかと思いきや、特に何も変わったところがないぞ？　ジョン・レノン風のメガネこそつけているものの、服装なんかはさっきと同じままだし。これだったらわざわざ部屋を出て行く必要はなかったんじゃないか？

　いや、待てよ？

　彼女の様子が何か変だ。

　顔を真っ赤にして、目をしきりに泳がせ、雨に濡ぬれたマルチーズみたいに縮こまって、極度の緊張状態にあるみたい。ちょっとシニカルなクールさが売りだった彼女にしては、かなりイレギュラーなことである。

　メガネ姿に自信がないから──というだけでは、ここまでの緊張っぷりを説明できない気がする。さては銀ぎん兵べ衛え、ここからさらに何かするつもりか？

「うう……」

　皆の注目を浴びる中、彼女は両の手をもじもじさせたり、しきりに深呼吸を繰り返したりして、何やら心の準備を整えているようだったけど。

　やがて『きっ』と視線を鋭くし、呼吸を止めて。

　右手と左手を持ち上げて、

「……にゃんっ」

　と言った。

　ほとんど消え入るような声で、こちらと目を合わせないまま。


「「「「…………」」」」


　僕、秋あき子こ、那な須す原はらさん、会長さんの四人が、キョトン顔で沈黙する。

「……以上で僕のパフォーマンスは終わりだよ」

　自ら生み出した沈黙を破り、銀兵衛はムスッとした顔でメガネを外す。

　相変わらず、いやさっきよりも増して。顔は真っ赤なままだ。

「……何だい、みんなしてだんまりを決め込んで。パフォーマンスの内容については、特に何の制限も設けないということになっていただろう？　だったら僕のしたことに対して、このような沈黙で報いられるいわれはないはずだよ」
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「いや、そこは別にいいんだけどさ。ねえ？」

　僕が促すと、銀ぎん兵べ衛え以外のみんなは頷うなずきながら、

「ええまあそうですね。ただただ、びっくりしているというか、何というか」

「おうよ。あたしとしたことが一瞬固まっちまったぜ。あまりにも予想してた展開とは違ったもんだからさ」

「そうね。意表を突かれたわ。かなり」

　いわく言いがたい表情で、お互いに顔を見合わせる生徒会メンバーたち。

　その反応を見て、銀兵衛はよりいっそう赤面して、

「な、なんだい君たち、そういう中ちゆう途と半はん端ぱな反応はやめてくれたまえ。こっちも反応に困ってしまうじゃないか」

「そう言われましても、わたしたちの方こそ反応に困ってしまうんですけど。ねえみなさん？」

「んだよなあ。意外すぎたってのもあるし、パフォーマンス自体も中途半端つーか何つーか。めちゃくちゃ恥ずかしがりながらやるからこっちまで照れちまうし、せめてもっと割り切ってやってくれたらなあ」

「ええそうね。ぎんぎんが慣れないことを無理してやってるのが透けて見えてしまって、それでまたいたたまれない気持ちになってしまうのだわ」

「む……ぐ……っ」

　あれこれ冷静に指摘されて、銀兵衛の顔はまるで茹ゆで上がったばかりのタコみたいになってしまっている。

「も、もう二度とやらないぞ、僕はこんなこと……やっぱり人にはそれぞれ、身の丈に合った生き方というものがあるんだ。それを外れると人生はろくなことがない……それと知っていながらやってしまうとは、僕はなんて愚かなんだ」

「あら、そうでもないわよぎんぎん。おかげでわたくしたちは、普段は見ることができないあなたの可愛い姿を見ることができたのだから」

「そんなの僕には何のメリットもないじゃないか。これでイベントに勝つことができなければ、本当に骨折り損のくたびれ儲けだよ。無駄に恥をさらしただけだ」

「大丈夫よ。もし仮に、あなたが二度と世間様に顔を出せないほどの大恥をかいて、お嫁に行けないような身体になったとしても、わたくしがあなたをお嫁さんにしてあげるから。ね？」

「ね、じゃないよ何を言ってるんだ君は」

　……とか何とか。

　当人の感想はどうあれ、銀兵衛のパフォーマンスによって場が盛り上がったのは確かなようである。

　いやはや、しかしこれでいよいよ勝負の行方が分からなくなってきた。先行したふたりと違ってまったく場慣れしてない銀ぎん兵べ衛えだったけど、むしろそのことが功を奏したんだろうな、きっと。

　いま現在、審査員の僕の目から見て、出番を終えた三人のポイントはまったくの互角。

　あとは残るひとりの結果を待つのみ、なのだけど。

「うっ……」

　その場にいる全員の視線を集めて、秋あき子この表情が固まる。

　のんきに銀兵衛のパフォーマンスを論評してた妹だけど、まあそんなことのできる立場じゃないんだよな。いちばん最後の大トリに出番が回ってくるんだから。

　さて、結果としてもっともハードルの高いポジションに立ってしまった、しかも今回のイベントにおいてもっともメガネをかけることを望んでなかった秋子は、一体どんな手段で勝利をもぎ取りにくるんだろうか？

「……あの、すいませんお兄ちゃん」

「ん？　なに？」

「ちょっとタイムもらっていいですか？　シンキングタイムというやつです。もうちょっと時間をかけていろいろ考えたいので」

「ああ、まだ作戦が決まってなかったのか。まあでも確かに、これで勝負が決まると言っても差し支えない場面だし、じっくり作戦を練りたいってのは人情だろうな」

「そうなんです。何しろいちばん最後に出番が回ってくるという、なかなかに手ごわいシチュエーションになってしまったので。わたしとしても普段どおりにはいかないというか、やっぱりいつも以上のプレッシャーがあるというか」

「うんうん。分かるよその気持ち」

「こういう時にしっかり最後を飾らないと、せっかくのイベントも尻切れトンボというか、しょんぼりな感じになってしまいます。ここまでの展開でがんばってくれたみなさんのためにもぜひ、もう少しだけ時間をもらえませんか」

「うんうん。まあ他の人の意見も聞いてみないとだけど、いいんじゃないかな」

「ありがとうございます。さすがはお兄ちゃんです」

「それで？　どのくらい考える時間が欲しいわけ？」

「そうですね。ざっと一年ぐらい？」

「逃げる気満々じゃねえか」

　立派どころか思いっきり敵前逃亡だった。

　ここが戦場であれば、その場で問答無用の銃殺刑である。

「秋子。お兄ちゃんは情けないぞ？　この期に及およんでまだそんなことを言うなんて」

「だ、だってしょうがないじゃないですか！　みなさんどうしてあんな風に高得点を叩たたき出したりするんです!?
 　これじゃあわたしの計算も狂いっぱなしというものですよ！」

「僕に言われても困るよそんなの」

「当初のわたしの計画では、もっと低いレベルでどんぐりの背比べ的な展開になるはずだったんです！　そうすればメガネの似合わないわたしでも、ぎりぎりどうにかなるかもしれなかったのに！」

「うん。残念だったね、思い通りにならなくて」

「しかもその上でお兄ちゃんが、可愛い妹であるわたしに同情して、ポイントを水増ししてくれるはずだったのに！」

「希望的観測に身を任せすぎだろ……」

　見通しが甘いのを通り越して、もはや夢を見すぎというべきである。

　太平洋戦争開戦前後の軍部も顔負けのお気楽さだ。

「というわけで、わたしの審査に関しては若干の手てご心ころを加えてください！」

「正々堂々と不正な審査を要求するな。スポーツマンシップにのっとって、ちゃんとフェアにやりなさい」

「お願いします！　お金に糸目はつけませんから！」

「そして堂々と贈ぞう賄わいをほのめかすな」

「お金なんか要らないと言うんですね!?
 　じゃあお金の代わりにわたしからキスのご褒美がある、というのはどうでしょう!?
 」

「それはどちらかというと、お前にとってのご褒美になるんじゃないか？」

「わかりました、じゃあキスではなくてわたしとデートできるということで！」

「それはこのイベントに勝った人に与えられるご褒美だろ？」

　ふう、と僕はため息をついて、

「諦あきらめなさい秋あき子こ。確かに僕はお前に甘いけど、時と場合というものはわきまえてるつもりだ。せっかく他のみんながきちんと流れをつくってくれてるところに、変な水を差すような真似をするつもりはないよ。具体的に言うと、僕は審査員を任された身として、きちんとその職務をまっとうする。妹だからといって変に高い点数はつけたりしない。たとえ今回みたいな、半分お遊びの催もよおしであってもね」

「はうっ……」

「秋子。お兄ちゃんの言ってることは分かるね？」

「うう……はい……」

「じゃあお兄ちゃんの言うことをちゃんと聞けるね？　ワガママを言ってお兄ちゃんを困らせたりしないね？」

「はい……」

「よし。じゃあ秋子、次はお前の番だから。みんなにちゃんとパフォーマンスを見せるように。それができなければ勝負を棄権したものとみなして、お前は失格ってことになるからね？」

「うう……」

　僕の毅然とした態度を見て、しょんぼり肩を落とす秋あき子こ。

「へえ……なんだ、けっこう骨のあること言うじゃねえか」

「そうね。ちょっと意外だわ」

「うむ。秋あき人とのことだから、ここは例によって例のごとく、妹びいきなことを言い出すのかと思ったけど。これは考えを改めるべきかもしれないね」

　会長さん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えもまた、僕を見直したかのようなコメントを言いあっている。

　いやはや、僕としては心外もいいところだ。

　そもそも今回のメガネショーは、聞き分けのない妹にスパルタ教育を施すための催もよおしであるし。さらに元をたどれば『秋子のブラコンっぷりを改善する』という目的でもって、生徒会のみんながこの学生寮に集っているのだから。僕が妹に対して厳しいのは、これはもう確定的に明らかと言ってもいいはずなのだ。

　みんなの僕を見る目が色メガネ越しのものであることを、ひしひしと実感する次第である。ここはひとつ、姫ひめの小路こうじ秋人にとって『兄の威い厳げん』とはどういうものなのか、みんなに知ってもらう必要があるな。

「じゃあ秋子、そういうことだから」

「うう……」

「早くメガネを選びなさい。みなさんをお待たせしちゃいけないよ」

「はうう～」

　僕に促されてよろよろとテーブルに近づき、メガネの吟ぎん味みを始める妹。

「あの、でも、わたしにはメガネのよしあしなんて分からないというか。元からメガネが好きじゃないから、むしろ大嫌いだから、だから何が自分に似合うかなんて分かりようもないというか……」

「秋子。この期に及およんでゴネるのは無しだよ」

「むぐっ」

「会長さんと那須原さんはともかく、銀兵衛だってちゃんと務めは果たしたんだ。お前にできないとは言わせない」

「あう～……」

「念のため繰り返し言っておくけど、そもそもこのイベントはお前のためにやってるんだぜ？　他の人たちはお前に協力してくれてる立場なんだってことは、ちゃんと理解してるよな？」

「うう……あの、でも」

「やるならやる。やらないならやらない。ハッキリしなさい」

「はうっ」

　僕の強い語調に、さすがの秋あき子こも観念したようだ。

　すがるような目をやめて、必死な顔でメガネの列に向き直る。

「ううう～」

　少ないお小遣いを握りしめて駄菓子屋に来た子供みたいに、目を皿にして、食い入るようにメガネを選んでいるけど。目移りするばかりで決断ができないでいる。もしこれがマンガだったら、今の秋子の目はぐるぐる渦巻きのエフェクトで描かれることだろう。

「ううう……」

　周囲からの注目を一心に浴びる中、そろそろ焦りが出始めたのか。目に見えて分かるほど秋子の顔が強ばり始め、額に脂あぶら汗あせが浮かびつつある。くちびるの端から漏れ出すうなり声も、刻一刻とボリュームが増しているようだ。

　…………
 。

　うーむ。

　しかしこれはアレだな、ちょっと想像以上だったかもしれないな。妹のメガネ嫌いはもはや、何かのアレルギーか恐怖症にまで達しているみたいだ。

　いやでも、そこまでして嫌がることか？

　メガネが似合わないという自覚があるにせよ（でも実際にはちゃんと似合ってるんだけど）、ここまで徹底して拒否反応が出るというのは、ちょっと自然じゃないよな。何かしら特定の原因でもあるのだろうか。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　でもアレか、こんな風になるまで気づけなかったのは僕の落ち度かもしれないな。

　僕と妹がふたたびいっしょに暮らし始めてからおよそ二ヶ月。たったそれだけの間に、妹のメガネ嫌いはここまで育ってしまったわけで、彼女の保護者でもある僕としては、我われ関かんせずを決め込むわけにもいかないだろう。

　しょうがない。

　ここで使うつもりはなかったんだけど──あらかじめ用意しておいた奥の手を使うとしようか。備えあれば憂いなし、という格言の意味が心にしみるね。

「秋子。どうしてもダメかい？」

「はうう……」

「そんな涙目で僕を見るなよ。……オーケー分かった、秋子がどうあってもメガネをかけざるを得なくなることを、今からやってあげようじゃないか」

「……？」

　小首を傾かしげる妹に笑いかけながら、僕は懐からあるものを取り出した。

　片手に収まるくらいの、長方形の箱である。

　ピンク色のリボンに、ラッピングは青と白のギンガムチェック。

「これは……？」

「開けてごらん」

　促すと、妹は言われるままに箱の中身を開けて、

「！　これって……!?
 」

「うん。プレゼントだよ。秋子への」

　中に入っていたのはメガネである。

　やや骨太ぎみの、それでいて繊細さも兼かね備えたデザインで、女の子向けの。

「こういうこともあろうかと思って買っておいたんだよ。秋あき子こにいちばん似合いそうなメガネを、さんざん頭を悩ませて考えてね」

「えっ、えっ、でもこれ──」

「ああごめん、実は秋子の視力がどのくらいのものなのか、正確には分からなかったからさ。だからとりあえず、レンズの部分は適当なものを仮で入れといた。後でまたメガネ屋さんに行って、ちゃんとしたレンズを入れてもらわなきゃね」

「いえ、そういうことじゃなくて、いえそれも大事ですけど、ええと」

「ああ大丈夫。これは僕のお小遣いから出してるものだから、我が家の家計とは別枠の予算だよ。まあそんなに高い買い物じゃなかったから気にしないで。これから先しばらくの間、食後の缶コーヒーを飲む楽しみはガマンしなきゃいけないけど」

「そ、そうなんですか!?
 　そんな、お兄ちゃんのお小遣いからだなんて──いえでも、わたしが言いたいのはそういうことでもなくてですね」

「秋子に使ってもらいたいんだ」

　あたふたと焦った様子で抗こう弁べんする妹へ、僕はもういちど笑いかける。

　僕の持てる、ありとあらゆる愛情を、ありったけ込めて。

「秋子はメガネが嫌いなのかもしれないけど、僕はお前のメガネ姿はぜんぜん好きだし。もちろん身の安全を守るという意味でもね、メガネは大切なわけで。僕からしたら、秋子のためだったらお金のことなんか気にしないし、たとえお前から嫌われることになったって、お前のために正しいことだと思えば、僕は全力でそれをするんだよ。これまでもそうだったし、これからもずっとね、僕はそうし続ける。だってお前は僕にとって、世界でいちばん大切な妹だからね」

「はうっ……！」

「どうしてもメガネが嫌いだというなら、ホントにたまにでいいから。一日に一回とか、何なら一週間に一回とかでもいい。お前自身のために、というのが嫌なら、僕のために、ってことでもいい。だからそのメガネ、かけてみてくれないか？」

「…………
 ぅぅ」

　僕のお願いを聞きつつ、頬ほおを桃色に染めた妹はしきりに目を泳がせてもじもじしていたけど、

「……ぜったい、笑わないでくださいね？」

「どうして？　何で僕がお前を笑うようなことがあるんだ？　僕がお前を笑うことなんてありえないよ。嬉しくて笑うことならあるだろうけど」

「わたしのことを嫌いになるのも、ぜったいにナシですよ？」

「僕がお前のことを嫌いになるなんて、それこそありえないよ。この先ずっと、一生ね。もし万が一にでも嫌いになるようなことがあれば、今じゃなくてとっくの昔にそうなってただろうさ。でなきゃそもそも、いろんな人に迷惑をかけてまで、お前とまたいっしょに暮らそうなんて思わなかったはずだ。ちがうかい？」

「……。分かりました」

　ようやく腹が据すわったらしい。

　おびえの交じった目から一転。まるで一世一代の勝負に挑むような顔つきになり、手にしたメガネに視線を落として。

　剣山に花を生ける時みたいなたおやかな手つきで、メガネのつるを両の耳にかける。

「……どう、ですか？」

「うん」

　不安げに訊きいてくる妹へ僕は笑いかける。

　あらかじめそうなるだろうと予想していた通りの、心から自然に湧き出る笑顔で。

「似合ってるよ。うん、とっても」

「可愛い、でしょうか……？」

「もちろん。可愛いよ、すごく」

「……えへ」

　ほわあっ、と。

　子供みたいに無む邪じや気きな笑みを浮かべる秋あき子こ。

　ほらね。

　案ずるより産むが易し。やっぱりこういうことになるんだよな。相変わらず手の掛る妹だ──まあそういうところがまた可愛いんだけど。

　仮に何か問題があるとすれば、である。

　秋子以外の参加者たちからの視線が恐ろしく痛い上に、『予定調和……』『出来レース……』『詐欺同然……』みたいなささやきが、これみよがしに聞こえることだけど。ま、しょうがないよね？　そもそもこれは、秋あき子このメガネ嫌いを改善するためのイベントだったわけだし。結果よければすべてよし、ということで。

「ほらほらみなさん。どうですか？」

　がしかし、そういった状況が見えてないのだろうか。

　春のお花畑みたいなテンションになった秋子が、冷たい視線を放ってくる生徒会の面々に向けて、

「えへ。お兄ちゃんからのプレゼントですよ？　えへ」

「「「……」」」

「わあ、嬉しいなあもう。お兄ちゃんから何かをもらうなんて何年ぶりでしょう……六年ぶりに再会してからこっち、やさしいことは色々してくれましたけど、プレゼントという形では何もくれなかったんですよね」

「「「……」」」

「いえいえ、お兄ちゃんから何も形あるものをもらえなかったからといって、別に拗ねてるわけじゃないですよ？　むしろ形のあるものって、その気になれば誰だってあげられるものじゃないですか？　だからむしろわたしとしては、形あるもの以外で愛情を表現してくれたお兄ちゃんのことを、やっぱりすごいな、って思ってて。あえて形のないものでわたしを愛してくれようとしてたお兄ちゃんのことを、よりいっそう大好きになってしまったわけで──とはいえこういう風に具体的な形で示してくれると、それはそれでもっと嬉しいんですけどねっ。きゃ～」
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「「「……」」」

　うん。

　というか秋あき子こさん？　嬉しくて舞い上がってるのは分かったけど、さすがにもうちょっと空気を読んでくれ。お前はぜんぜん気にしてないのかもしれないけど、会長さんや那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えの冷たい視線にこれ以上刺され続けたら、遠からず僕のノミの心臓は凍りついてしまう。

「ええとじゃあ、そういうことで」

　というわけで自己解決。

　いつまでも陶とう酔すい気分にひたっている妹をさえぎって、今回のまとめに入る。

「みなさんありがとう。以上をもちまして、参加者各位のパフォーマンスタイムを終了とします。誰もが素晴らしいパフォーマンスを見せてくれたおかげで、大変にハイレベルな戦いになりました。審査員の僕としても、点数をつけるのがとても難しいイベントになりまして、いわばこれはうれしい悲鳴というやつになると思います。いや、みなさん本当に素晴らしかった」

「「「……」」」

「あ、ところで秋子に確認だけど。みなさんここまでやってくれたんだし、これからはメガネをかけてくれるよね？　一日中ずっとじゃなくて、必要な時だけでいいからさ」

「はい、それはもちろん。メガネは相変わらず苦手ですけど、それでも少しは好きになれたかなと思いますし……何よりお兄ちゃんからもらったプレゼントを使わないなどという罰当たりなことはできませんから」

「うん、そりゃよかった。──というわけで、おかげさまで当初の目的は達成されたかな、と思います。みなさんありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げてあいさつしたものの、拍手をくれたのは秋子だけ。相変わらず他の人たちからの視線は痛い。

　ま、それも納得である。こういう流れじゃしょうがないよね。主だった原因も僕にあるわけだし。

「さて。それでは審査の結果を発表します。急遽、本日催もよおされましたメガネコンテストの優勝者は──」

　でけでけでけでけ、でん。

　脳内でドラムロールを流しつつ溜めをつくってみるけど、秋子以外からの反応はほとんど絶ぜつ対たい零れい度どにまで下がっている。

　余計な演出はせず、一秒でも早く発表した方がいいかな、これは。

「それでは発表します！　今回の優勝者は──猿渡銀兵衛春臣さんです
 ！　おめでとうございます！　わーわー、拍手拍手！」

　空回りでもいいから、せめて僕ひとりだけでも盛り上げてみたのだけど。

　僕以外の全員、目をぱちくりさせて無言である。

　ついさっきまで満面の笑みだった秋あき子こはもちろん、優勝した当人の銀ぎん兵べ衛えですらも。

「……ええとみなさん？　僕から優勝者の発表があったわけですけど、もうちょっとこう、何か反応とかありません？　せめて有ゆう終しゆうの美び的なものは演出しましょうよ、みんなで協力して」

「……いや。ちょっと待ってくれたまえ」

　きょとん顔の人たちを代表して、銀兵衛が手を挙げる。

「これは一体どういうことだい？　優勝？　僕が？　どうして？」

「いや、どうしても何も。審査員の僕が決めたからだけど」

「いやいや。いやいやいや」

　訳が分からないよ、という顔で首を振る銀兵衛。

「この流れでどうして僕なんだ。僕なんかはただ、不ぶ格かつ好こうにネコの真似をしただけだろう？　それも苦し紛れの苦肉の策で」

「いや、君のパフォーマンスはよかったよ？　確かに那な須す原はらさんや会長さんみたいにテクニックがあったわけじゃなくて、天然っぽさが功を奏したみたいな感じだったけど、それでも銀兵衛の出来はよかった。そのことは那須原さんも会長さんも同意してくれるんじゃないかな。めちゃくちゃ可愛かったし」

「かわっ……!?
 　い、いや、それはともかくとして、やっぱりおかしいよ。秋あき人とはあれだけ妹くんをひいきにして、わざわざ妹くんのためのメガネまで買ってきて、それで妹くんのメガネ姿を可愛いと褒ほめていて──僕ではなくて、那須原くんや会長さんが選ばれるならまだしも──」

「いいんだよ。僕が独断でそう決めたんだから
 」

　最初に確認したはずである。

　僕の好みで、僕の基準で判断しちゃってもいいんですか、と。

　でもってそれを承認され、誰からも反対されなかったんだから、ここに至って審査基準に異議を唱えられても困るというものだ。

　というか実際問題として、銀兵衛を優勝させる以外の選択肢はないのである。

　まずのっけから除外なのが秋子だ。みんな忘れてるかもしれないけど、そもそも生徒会のメンバーが学生寮に引っ越してきたのは『秋子のブラコンっぷりを改善する』ためであり、あるいは学園で究極のブラコン扱いされてる秋子の印象を少しでもいい方向に変えるためなのだから。その秋あき子こを優勝させてご褒美に僕とデートするなんて、本末転倒もいいところだろう。

　一方、会長さんや那な須す原はらさんを優勝させるという手については、十分に一考に値する。少なくとも秋子を優勝させるよりは、はるかにいい結果が得られるはずだ。

　がしかし、銀ぎん兵べ衛えを優勝させる方が僕としてはよりありがたいのである。第一に、銀兵衛とは長年の親友であり、ふたりで出かける機会も何度かあったから心理的な壁が低いということ。そして第二に、銀兵衛に対してはいくつも借りを残しているから、ここらで少しでもそれを返しておきたい、ということ。

　休日にどこかへ出かけてケーキをご馳ち走そうし、彼女に似合いそうな服のひとつも見繕ってやれば、かつての不ふ義ぎ理りをネチネチ言われなくて済むようになるだろう──という、まあぶっちゃけ打算丸出しの判断なのだけど。それでも決定は決定である。

　全権を委任された僕＝審査委員長の決定だ。

　ましてや今回は僕が見るに、全員のパフォーマンスは拮きつ抗こうしていた。個人的な都合で最終的な決定を下したところで、まあそこまで目くじらを立てることではないんじゃないか、と思うのである。そもそもにおいてこれは、半ばお遊びのイベントということで開催されてるわけだし。

「……とまあ、そういうわけなんだけど。マズかったかな？　もっと別の方法で、厳げん密みつな感じで審査した方がいい？」

「む……いや……」

　僕の主張に対して銀兵衛は口をつぐむ。

　会長さん、那な須す原はらさん、それに秋子もまた、反論に困っているようだ。

「じゃ、そういうことで。今回の優勝は銀兵衛です。おめでとうギン」

「ああ、うん。うん、ありがとう……いや、なんだか釈しやく然ぜんとはしないけど」

「いちおう優勝者の賞品は、僕とデートすることらしいけど。どうする？　僕といっしょに遊んだところで大したおもてなしはできないし、忙しいようなら別に無理にやらなくてもいいと思うけど」

「！　馬鹿を言ってもらっては困る。せっかくの戦利品を受け取らないなんて、猿さ渡わたり家の人間としてあるまじきことだ。たとえどんなに価値のない、みすぼらしいものであっても、価値を見出してお金に換える──それが我が家のポリシーさ。秋あき人とといっしょにちょっと街に繰り出すなんてことは、かつては何度かあったことだし、今さら新鮮味もなければ期待するところも何もないけど、それでも僕は断固として君とのデートを敢行し、何かしら有益なものを獲得しなければならないのだよ。うん」

「オーケー分かった。じゃあ近いうちにどっか遊びに行こう。どこへ行くかはいちおう考えておくけど、銀兵衛もどこか行きたいところとかあったら言ってね？　なるべく期待に沿えるようにするから」

「う、うむ、承知した。……いやしかし、デートなんてどこへ行けばいいというんだ？　今回は学校の帰りにどこかでお茶をするとか、そういうレベルのことではないし……僕にはきちんとしたデートがどういうものか、ぜんぜん知識がないのだけど……
 」

「あ、ところで秋あき子こ」

「は、はい？」

「もういちど確認だけど、これからはちゃんとメガネをかけてくれるよね？」

「えっ？　ええとそれは、その」

「まさかとは思うけど、勝負に負けてデートできなかったからといってゴネたりはしないよね？」

「……あの、ひとつ質問が」

「ん？」

「お兄ちゃんとデートできるのは、銀兵衛さんだけ？」

「うん。そうなるね、もちろん」

「そ、そんな、ひどい！　じゃあわたしとのデートはどうなるんです!?
 」

「どうなるも何も、お前は勝負に負けたんだぜ？　勝った時の賞品を負けた人間がもらうなんておかしいだろ？」

「だったら再戦を要求します！　さっきの勝負をもう一回やりましょう！」

「だめだめそんなの。──さて、それじゃみなさんお疲れさまでした。特に今回のイベントを企画して、たくさんのメガネを用意してくれた会長さん。ホントありがとうございました、恩に着ます」

「ん……まあそれは別にいいんだがねェ……」

「それとトップバッターを務めてくれた那な須す原はらさんにも最大級の感謝を。那須原さんが率先して参加してくれたからこそ、今回のイベントは上う手まくいったんだと思う。ありがとね、ほんとに」

「……それはまあ、わたくしの戦略的な問題だから、別に構かまわないのだけど……」

「そんじゃま、そういうことで。そろそろ撤収しましょう。生徒会の仲間として、また同じ学生寮で暮らしてる仲間として親睦を深めていくためにも、ちょくちょくこういう催もよおしをやれたらいいと思います。改めまして、みなさんお疲れさまでした～」
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　というようなわけで、なんとなく流れで始まったメガネコンテストはつつがなく終了の運びとなった。

　逃がした魚は大きく見える、の典型で、銀ぎん兵べ衛え以外のみんなは勝敗に未練があったようだけど。それも含めて勝負は勝負、結果は結果、というものである。

　問題は、お小遣いをはたいて妹のためにメガネを買った僕が、さらにまた銀兵衛とのデートのための出費を避けられない状況にある、ということだけど……まあそれをボヤくのもせこい話だろう。これでも僕は一家を支える大黒柱なんだし、使った分はそれ以上に稼げばいい話なのだ、うん。

　しかし銀兵衛とデートか……実際にはそんな畏かしこまったものではなく、ちょっくらそこらへ遊びに行く程度だろうけど。いつ、どこへ、何をしにいったらいいものだろうね？






那な須す原はらアナスタシア









　那須原アナスタシアの話をしよう。
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　那須原・Ｃ・アナスタシア・美み沙さ希き。

　クオーターの父とロシア系アメリカ人の母との間に生まれ、幼少期の多くをヨーロッパの各地を転々としながら過ごす。

　五歳のころ、父の家か督とく相続にともなって日本へ。

　同年、聖リリアナ学園初等部に入学。

　高い知能と運動能力、そして何より突出した愛くるしさを備えた彼女は、瞬く間に同級生たちからの敬愛と畏い怖ふの対象となり、高等部の二年生に進級した今となっては学園内で知らぬ者とてない才色兼備の生徒として、生徒会副会長の要職についている──
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「お笑いぐさだわ」

　姿見とにらめっこしながらアナスタシアは独白した。聖リリアナ学園学生寮、六畳一間の彼女の自室である。

「あなたは那な須す原はら・Ｃ・アナスタシア・美み沙さ希きでしょう？　学園中の生徒たちからの憧れの視線を一身に受け、いずれは世界的大企業である那須原重工の要職に就くことが約束された身であり、要するにひとことで言えばエリートの中のエリート、であるはずよね？」

　アクアマリンを思わせる透き通った瞳が、鏡の向こうから自分を見つめ返してくるのへ、アナスタシアは深いため息でもって応じた。

　精緻なビスクドールにもたとえられる完璧な、しかし表情にはひどく乏しい彼女の顔は、自分自身を糾きゆう弾だんするこんな時でも平坦なまま、しかしそれゆえにかえってその完璧さが引き立つようである。別に意識してやってるわけでもないのだが、そんな彼女の完璧さに対する周囲の評判はすこぶる良好なわけで、

「お笑いぐさよ」

　ふたたびアナスタシアは独白し、ほんの一ミリだけくちびるの端をつり上げた。

　なるほど確かに見た目はよいだろう。勉強もできるし実務能力もある。その所しよ作さはただ突っ立っているだけでも生まれながらの高貴さを醸かもしてもいる。天が二物も三物も与える気まぐれを起こしたことは間違いない。

　がしかし、この学生寮における彼女の自室においては、それらの長所は何の意味も為なしてくれないのであった。

　アナスタシアは鏡の中の自分とにらめっこするのを止め、視線を数センチ横にずらす。

　麗うるわしさを極めた、神の手によるものとしか思えない自らの背後には──惨さん憺たんたる廃墟が広がっていた。

　いや、廃墟はさすがに言い過ぎかもしれない。だがあながち的外れではない程度には事実に寄っているはずだ。少なくとも数週間にわたってろくに清掃の手が入っていないのは確かなのだから。

　そう。那須原アナスタシアの部屋は、有り体に言ってたいへん散らかっていた。

　脱いだまま放り置いてある洋服。

　半分折れ曲がって開いたままになっている書籍の類たぐい。

　ひとつならず置きっぱなしになっている、夜食用とおぼしき使用済みの食器。

　ファイリングもされぬままあちこちに散乱している、生徒会や家業に関する重要な情報がしたためられたコピー用紙。

　それらが渾然一体となって、そろそろなにかの化学変化でも起きるのではないかと不安になるほど雑多かつ大量に山積し、ちょっとした迫力のあるカタマリと化してアナスタシアの背後に迫っているのだった。

　いわゆるゴミ屋敷、というやつである。

　実際には廃棄物の類たぐいはかろうじてビニール袋にまとめられて、どうにか部屋ごと廃棄処分にされるのを免れているが、それでもキノコのひとつやふたつはいつ生えてきてもおかしくない状況だ。

「お笑いぐさね」

　みたび独白し、今度は独白とともに深いため息が出た。

　まったくもって物事の偏りというやつを、世の中のままならなさを意識せざるを得ない。容姿にも頭脳にもお金にも困らず、努力では決して手に入らないカリスマ性にさえも不自由しないのに、なにゆえ神は最低限の家事能力という、およそこの世でもっとも容易とさえ思えるスキルだけは与えてくれなかったのか──

　ともあれ、今は自分の家事能力のなさを嘆なげいても仕方がない。

　時計に目をやれば、時刻は朝の六時半。そろそろ着替えを済ませて行動を開始しなければ、学校に行く時間に間に合わなくなってしまう、のだけど──

「捜せるところはすべて捜したはずよ」

　ふたたび彼女は鏡の中の自分に自問する。

　部屋中をくまなく捜したはずだ。家事能力全般が低いということは、捜し物の能力も低いということだけど、それでもやれるだけのことはやったはずである。むしろあちこちをひっくり返して大捜索したゆえに、元からひどい有様だった部屋が致ち命めい的てきに散らかってしまったわけだし、かといって致命傷を与えてしまった部屋を今から再捜索する気にはなれないし、時間的な余裕もない。

　万事休す。

　やはり何度考え直してみても、彼女に残された道はふたつしかない。

「どちらがよりマシな選択なのかしらね──昨日から穿はいたままのパンツで学校へ行くのと、いっそパンツを穿かずに学校へ行くのと」

　ぽつん、と漏らしたセリフを聞く者はいなかったけど、それが誰にとっても幸せというものだろう。もしここに彼女の信者が居合わせたら、失望のあまり卒そつ倒とうして病院送りになりかねない。

　そう。

　アナスタシアには今日穿くパンツがない。

　もとより綱渡り状態ではあったのだ。この学生寮に越してきて以来ずっと、着替えのストックの問題については。

　着衣を洗濯してきちんと畳む、などというプロセスは、彼女の人生において縁遠いものだったし、天性の能力欠如ゆえに引っ越した後もスキルは身につかなかった。学生寮に住む仲間たちはみな、自主自立を重んじる学園の生徒らしく、自分の身の周りのことは自分でやれてしまうため、この手の悩みはアナスタシアだけのものらしい──たぶん仲間の誰かに頼めば洗濯ぐらいはやってもらえるのだろうけど、さすがにそんな依頼をするのは業腹だし……。

　ちなみにアナスタシアは別に、洗濯をやったことがないわけではない。むしろ引っ越した当初は自立の意識に目覚め、家事の中でも真っ先に洗濯をする作業に取りかかったほどである。

　が、結果は芳しくなかった。洗濯機の電源を入れて四十分後に出てきたのは、生まれてこの方ブラッシングをしたことのない長毛種の猫みたいに変わり果てた、愛用の着衣の数々だった。以来、彼女は洗い場の半径五メートル以内に近づいたことがない。取り立てて旧式というわけでもない全自動洗濯機すら使いこなせなかった事実は、アナスタシアの心を深く傷つけ、家事に対する彼女の苦手意識をいよいよ決定的にしてしまった。

「誰かに助けを求める、というのはどうかしら」

　自分で口にしておいて、しかしアナスタシアはすぐに首を振る。パンツが無いなどという事実は言いたくないし、貸してくれとはもっと言えない。かなり世間ずれしたところのある彼女でも、さすがに今日穿はくパンツが無いなどという状況の世せ間けん体ていの悪さには想像がつく。

　やむを得ない。悪あがきもここまでだ。

　暫定処置としてパンツの着用をあきらめ、このまま部屋を出ることにしよう。登校するまでまだわずかながら時間はある。ひょっとするとその間に何か、奇跡的な解決法が見つかるかもしれない。

　内心の憂鬱をおくびにも出さず、制服に着替えて廊下を出た。

　数十年もの長きにわたって寮生たちに磨き込まれた床板は、一歩踏み出すごとにひどく小気味のよい音を立てる。キュッ、キュッ、キュッ、とリズミカルな音が早朝の廊下に響き渡る様は、いつ聞いても心地よいもので──

「あ。おはようございます那な須す原はらさん」

　とその時。背後から声が掛かった。

　誰のものであるかは振り返るまでもなく分かる。満員のアリーナコンサートの中で聞いても判別できるであろう、持って生まれた明るさを帯びた声だ。

「──ごきげんよう姫ひめの小路こうじさん」

　スカートの下に下着を装着していないことなど微み塵じんも顔に出さず、アナスタシアはあいさつを返す。姫小路秋あき子こ。この同僚だけには無様なところを知られるわけには、

「あれえ那須原さん？　何かあったんですか？　ちょっと表情が硬いですけど」

「…………
 」

　あっという間に悟られてしまった。

　おかしい。顔に出してない自信はあったのに。

　だがしかし訝しんだのもつかの間、アナスタシアの怜れい悧りな頭脳はすぐさま自衛のための攻撃を開始する。

「姫ひめの小路こうじさん。相変わらずあなたの両目は、古い着物に空いた虫食いの痕あとにも劣る節ふし穴あななのね。わたくしはいつもと変わらぬ平常運転であり、体重も体温も血圧もきわめて健康的で、すこぶる体調もいいわ。そんなわたくしがどうして表情を硬くする必要があるのか、納得のいく理由を聞かせて頂ちよう戴だい」

「ええと、そう言われると困るんですけど……確かに顔色はいいように見えますし、病気とかはしてなさそうですし……わたしはなんとなくそう思っただけなので……」

「なんとなく？　今なんとなくと言ったのかしら」

「えっ？　ええまあ、言いましたけど」

「つまりあなたは単なる当てずっぽうの山カンで、確固たる判断材料もなく、手間暇をかけて調査したわけでもなく、何らの根拠もない状況で、このわたくしをいつもとは違うと断定したのかしら」

「ええまあ……だってほんとうに那な須す原はらさん、いつもとは違うように見えたんですもん」

「ふ、呆あきれたわね。やはりわたくしよりテストの成績が劣って、学園のミスコンでもわたくしの後こう塵じんを拝するあなたでは、わたくしのようにランクが上の存在を理解するのは不可能だということなのでしょう。燕えん雀じやくいずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんや──生きている次元の異なる人間相手に何を言ってもカロリーの無駄づかい、ということなのね」

「むうっ、また昔のことを持ち出して！　そもそもテストだってミスコンだって、わたしとほとんど差なんてないじゃないですか！　そうやってほんの少しだけ上回ったからといってすぐ上から目線になるのは、よくないことだと思います！」

「……そうね、確かにその通りね。確かに何をやっても決してわたくしには勝てないあなたをいじめるのはよくないわね。これだけ挑ちよう発はつしてもあなたはわたくしに手も足も出ないのだし、仮に手も足も出せたとしてもわたくしには及およばない……いわばこれは、生まれて間もない赤ん坊を相手に自分の能力を勝ち誇るのにも似た、愚かな行為だったのだわ。ごめんなさいね姫小路さん、このとおり頭を下げて謝るから許して頂戴」

「むむむうっ。またそうやって反省するフリをしつつわたしの悪口を……ふーんだ、でも別にいいですもんね。わたしの人生の目標は那須原さんに勝つことじゃありませんから。わたしの人生の目標はすべて、愛するお兄ちゃんただひとりに集約されるもの……お兄ちゃんさえ傍にいてくれれば、お兄ちゃんといっしょに暮らせさえすれば、お兄ちゃんと結婚できさえすれば、それで世はすべてこともなし。わたしは完全なる勝ち組として、今後の人生を満喫できるはずで──」

「ぷ。そうね。血の繋つながった愛するお兄ちゃんと結婚ね。そうなるといいわね。くす」

「むうっ、鼻で笑いましたね!?
 　そんな風に余裕な顔をしていられるのも今のうちですよっ！　見ていてくださいよ、いずれわたしはこの国の総理大臣になって、血が繋がった兄妹でも結婚できるように法律を変えてみせますから！」

　とか何とか無茶なことを言いつつ、ぷりぷり怒る姫ひめの小路こうじ秋あき子こだった。

　そんな彼女を見ながら、アナスタシアは内心でくすりと笑う。これだけ遠えん慮りよなくずけずけ言っても、どうせ明日の朝までにはケロッと忘れていて、『おはようございます那な須す原はらさん、今日もいい天気ですねっ』とか何とかあいさつをしてきてくれるのだろう。何となれば一時間後にはもう、何事もなかったように会話しているかもしれない。

　そう。

　それが姫小路秋子。

　出会ってから六年というもの、常に何らかの形でアナスタシアと関わり続けてきた──聖リリアナ学園第八十二期生における二輪の花として全校生徒たちから愛でられ、アナスタシアと比較され続けてきた、唯一無二の特別な存在。

　そう。そうなのだ。

　そもそも那須原アナスタシアの人生は、この黒髪の和風美少女との出会いをきっかけにして、大きく流れを変えることになったのである──






　　　　＊







　初等部の五年生の時、だったと記憶している。

「みなさん初めましてっ」

　その日の朝のホームルームこそ、絵本の中から飛び出してきたような麗うるわしい女の子がアナスタシアの人生において初めて登場した、記念すべき時間だった。

「姫──じゃなくて、ええと有あり栖す川がわです。有栖川秋子です。いろいろあってこちらの学園に転校してきました。分からないことばかりなので、いろいろなことをみなさんに教えてもらえると嬉しいです。どうかみなさん、今日からよろしくお願いしますねっ」

　ぺこり。

　時期はずれの転校生があいさつを終えると、教室中から割れんばかりの拍手が巻き起こる。まるで世界的な大女優がレッドカーペットに姿を現した時みたいな、それは熱烈で誠意のこもった歓迎の意の表れだった。決して長くはないあいさつと、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔ひとつでクラスメイト全員を虜にした、有栖川秋子のいわばデビューの瞬間である。

「それじゃあみなさん、そういうわけで」

　担任の女性教師が自己紹介タイムを締しめくくりつつ、

「有あり栖す川がわさんと仲良くしてあげてくださいね。彼女はまだこの学園のことがよく分からないでしょうし、何かと大変なはずだから、くれぐれも親切にしてあげてね。……ええとそれじゃあ有栖川さんの席は」

　と言いながらアナスタシアと視線を交わし、

「那な須す原はらさんの隣に席を用意してありますから、そこを使って頂ちよう戴だいね。那須原さんは学級委員だから、分からないことがあったらいろいろ教えてもらって」

「はいっ」

　小気味よく返事をし、きびきびした歩調で転校生は近づいてきて、

「よろしくお願いしますねっ、那須原さん」

「……よろしく」

　一時間目の授業が終わると、クラスメイトたちがどっと周りに押し寄せてきた。

「ねえねえ。有栖川さんってどこから引っ越してきたの？」

「はい、京都の方から」

「へえそうなんだ。あ、でも言われてみるとちょっとなまりがあるかも」

「はい。まだちょっとこちらの言葉に慣れなくて……」

「有栖川さんってすっごく髪がキレイ。どうやってお手入れしているの？」

「はい。ええといえ、特には何も……」
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「あっ、もしも何か分からないこととかあったら、遠えん慮りよなく言ってね。教科書も貸してあげるし、学園も案内してあげる！」

「宿題も見せてあげるよ！」

「お昼もいっしょに食べようね！」

　わいのわいの。

　きゃいのきゃいの。

　次から次へと同級生たちが言い募るのを尻目に、アナスタシアはひとり、じっと転校生の様子をうかがっていた。

「でもでも、うちのクラスってすごいよね！」

　とある同級生が目を輝かせて、

「もとから那な須す原はらさんがいて、有あり栖す川がわさんまでいっしょのクラスになって。ふたりとも今すぐモデルにでもアイドルにでもなれそうだもの」

「ほんとだよね。ふたりで並んでると、すっごく画えになるよね」

「うちの学園ってたくさん人数いるけど、ぜったい那須原さんと有栖川さんがいちばん可愛いよね」

「だよね。ぜったいどっちかが一番か二番だよね」

　そんな風に口々に言うのを、アナスタシアは温度のない無表情で、秋あき子こは誠実な愛想の良さで、それぞれ聞いていた。





　そして昼休み。

　学園のアイドル候補ふたりといっしょに食事を摂ろうと集まってくる同級生たちへ、アナスタシアは「申し訳ないけれど」と言った。

「今日の昼休みは彼女と──有栖川さんとふたりで過ごしてもいいかしら。学園の案内をしたいし、学級委員として彼女に話しておきたいこともあるから」

「あ、そうなんだ。残念だなあ……」

「でもしょうがないよね。いっしょにお昼を食べるのはまたにしようよ」

「そうだよね。どうせこれからずっと同じクラスだもんね」

「分かってもらえて助かるわ。それじゃ行きましょうか有栖川さん」

「えっ？　は、はい、よろしくお願いします」

　そんなわけで教室を出、ふたりで昼食を摂ることになった。

　全国からエリートが集うこの学園においては、在学生がいつどこへ行っても食事に困ることのないよう、様々な配慮がされている。健全な人材は健全な食生活からつくられる──ということで、食堂も売店も基本的には無償提供だ。

「あの、那須原さん」

　適当な食事を調達し、目立たないところにあるベンチに腰掛けると、秋あき子こが遠えん慮りよがちに言ってきた。

「クラスの人たちはよかったんでしょうか？　せっかくだからみなさんといっしょに──」

「いいのよ」

　サンドイッチをかじりながら、アナスタシアはぴしゃりと言い切る。

「彼女たちはあの程度のことで気を悪くしたりはしないから。ここでわたくしといっしょに食べなさい」

「あ。はい……それじゃ、わたしもいただきますね」

　やや迷いを見せつつもうなずき、秋子もまたおそろいのサンドイッチの封を開けた。

　はむはむ。

　もしゃもしゃ。

「……あ。これおいしい！」

　秋子の顔がパアッと明るくなる。

「コンビニとかスーパーとかのサンドイッチとはぜんぜんちがう……パンはしっとりしてるし、ハムもコクがあって。すごいですね那な須す原はらさんっ」

「そうね」

「これって、この学園で作ってるんですよね？」

「ええ」

「すごいなあ、普通の給食とはぜんぜん違うんだ……こんなお食事が、毎日食べほうだい！　あーあ、どうせならもっと早くこの学園に来てればよかったなあ。……ね、そうですよね那須原さん」

「そうね」

「……ええと」

「しゃべってばかりいると、サンドイッチが乾いてしまうわよ」

「あ、はい。いただきます……」

　そっけないアナスタシアの対応に首根っこを引っ込めるようにして、もそもそとサンドイッチをかじる作業に戻る秋子だった。

　ちなみに聖リリアナ学園で提供される食事が、いかに絶賛されるほど美お味いしくて、いかにメニューにバリエーションがあっても、お弁当を持参してくる生徒は決して少なくない。どんなお気に入りの店にも一年中ずっとは通えないのと同じで、思いのほか人間というのは飽きっぽい生き物なのよね──とアナスタシアは思うのだった。もうとっくに食べ飽きたサンドイッチを黙々と消化しながら。

「ええと那須原さん」

　食事を終えた秋子が、なおもめげずに口を開く。

「この後は、学園の案内をしていただけるんですか？」

「しないわ」

「……ええと……」

「わたくし、今日は静かに昼休みを過ごしたい気分なの。あなたもそれに付き合ってもらえると信じているわ」

「あ、はい、ええと。そういうことなら、はい」

　目を白黒させていた秋あき子こだけど、転校生の身で強いて異を唱える気にはなれなかったようだ。サンドイッチの包みを片付けると、ベンチから望むグラウンドに視線を向けて、大人しく口を閉じる。

『転校初日の昼休みにあなたみたいな目立つ転校生が学園を練り歩いたら、ひどい騒ぎになるに決まっているわ』とはアナスタシアは言わなかった。『教室で笑顔を振りまいているあなたの姿にほんのわずか、小さじの先一杯分だけつらそうな色が見えたから、それでこうやって外に連れ出したのよ』とも言わなかった。雄ゆう弁べんなくせに言葉の足りないところがあるのは、彼女の昔からの悪あく癖へきである。

（それにしても──）

　と、アナスタシアは秋子の横顔を盗み見しながら思う。

　なんて、なんてきれいな女の子なんだろう。

　吸い込まれそうなほど黒く、枝毛のひとつもなく真っ直ぐ伸びた、艶やかな髪。ちょっと釣り目がちで、なのに穏やかで優しそうなまなざし。白磁の頬ほおに差すわずかな赤みは、処女雪の上にバラの花びらを散らしたみたいで──

　諸外国のサロンを渡り歩き、豪勢に飾り立てた美少女を掃いて捨てるほど見てきたアナスタシアだが、有あり栖す川がわ秋子という女の子だけは特別に見えた。何かこう、彼女の美しさは外見や育ちの良さだけでなく、もっと深いところから湧き出てきているように思える。あたかも深い森の奥で、人知れずこんこんと滋じ養よう豊かな清水をたたえる、清き泉みたいに。

　ただやっぱり、その美貌にわずかな翳かげりが見え隠れするのが気になるのだが……それさえも美しさの一部にしてしまうくらいに、有栖川秋子は可憐だった。こんなお人形さんがもしも存在したら、ぜったい一生大切にするだろうと確信できるような、

「ひゃわっ!?
 　な、なんですかっ？」

　不意に秋子が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　まあなんて声をあげるのかしらこの子は、はしたないわね。それなりに育ちが良さそうなのにこんな風に取り乱すなんて、いったい何があったのかしら。

　……とか思ってたら、何てことはなかった。キレイな顔をもっと近くで見ようと夢中になっていたら、いつの間にか目と鼻の先まで秋子に顔を近づけてしまっていたのである。

　だけでなく夢中になるあまり、いつの間にかアナスタシアの両手は、秋子のほっぺたを撫でたり耳たぶを引っ張ったりしていたのだった。素すっ頓とん狂きような声をあげるわけだ。

「虫がいたのよ」

　とっさにうそをついた。

「とても危なそうな、刺されたらとんでもないことになりそうな凶悪な虫が、あなたの顔を這いずり回っていたの。だからわたくしはあなたの顔を触っていたの。本当よ」

「は、はあ」

「ところであなた、今日はずっと浮かない顔をしているけれど」

　しかもこんなタイミングで肝かん心じんな話題を切り出した。こういう流れでないと本音を口にできない天あまの邪鬼じやく、それが那な須す原はらアナスタシアだった。

「何かあったのかしら。担任の先生も、妙にあなたのことを気に掛けるそぶりを見せていたようだし」

「はい、ええと……」

「こんな時期に転校してきたのも、そのあたりのことが関係しているのではないかしら。よかったら事情を聞かせて頂ちよう戴だい」

「……別に隠してることではないので」

　微笑ほほえんで、秋あき子こはひととおりのことを話してくれた。

　変わり者だけどやさしかった両親のこと。

　大好きな兄のこと。

　一家四人がそろうことはあまりなかったけど、それでも幸せだった日々のこと。

　そんな日々が二度と戻らぬ光景に変わってしまったこと。

　そして兄との望まぬ離別のこと。

「あ、もちろん感謝してるんです、おじさまとおばさまには」

　思わず同情が顔に出てしまったのだろうか。秋子はあわててフォローするように、

「ふたりともすごくわたしに良くしてくれますし、そういう意味ではなんの不満もないんです。自分たちの本当の子供だと思ってお前を育てる、みたいなことまで言ってくれて……むしろ親切すぎて困ってしまうくらいというか」

「そう。それはよかったわね」

　その点は心からホッとするアナスタシアだった。秋子の笑顔に裏はなさそうだし、虐待の類たぐいとは無縁とみていいだろう。

　となると、彼女が時折みせる翳かげりの原因はどこか別なところにある、ということになりそうなのだが、

「お兄ちゃんが」

　と、初めて秋子がハッキリと表情を曇くもらせた。

「兄が、まだ京都にいるんです。いろいろあって、わたしとは別の家に引き取られることになってしまって」

「そうなの。まあどういう事情があるのかは知らないけれど、いずれまた会う機会はつくれるんじゃないかしら」

「いえ、それがどうなるか……わたしの引きとられた家とお兄ちゃんの引きとられた家は、すごく仲が悪いみたいなので。実際、電話で話したりするのもダメなんです。お手紙もほんのたまにしか出せないし、それについても書く内容は限られるし……」

「あなたとあなたのお兄さんを、どうしても引き離しておきたいというわけね。だけどたとえ遠く離れた土地に引き離されたとしても、血の繋つながった兄妹であるという事実は変わらないわ」

「はい、わたしもそう思います。思いますし、お兄ちゃんも約束してくれました。必ずまたわたしといっしょに暮らせるようにしてみせる、って。だから秋あき子こはちゃんといい子にして待ってるんだよ、って……わたし、お兄ちゃんの言葉を信じてます。信じてますし、お兄ちゃんの言いつけを守って、誰にでも胸を張れるいい子になって、お兄ちゃんに再会した時にお兄ちゃんをガッカリさせないようにしたい、って思ってるんです」

「……そう。お兄さんのことが好きなのね」

「はいっ！」

　頷うなずいた彼女の笑顔は、彼女がこれまでに見せてきた数々の素敵な表情の中でも、頭ひとつ抜けたものだった。やはり有あり栖す川がわ秋子という少女は、とびっきりの美少女だ。可愛いもの好きのアナスタシアにとってはたまらないほどの。





　そう、この時の彼女はまだ気づいてなかったのだ。

　見た目は文句なしで、中身もどうやら屈くつ託たくなく育ってきたらしいこの黒髪の少女が、まさか血の繋がった兄のことをＬＩＫＥの意味ではなく、ＬＯＶＥの意味で『好き』だと言ってるなんて、思いもしなかったのである……。
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　むろん、有栖川秋子が治療不可能なレベルでブラコンであることは、ほどなく判明するのだが。そのころにはもう、彼女とアナスタシアの関係は、ある種のライバル、あるいはもっとシンプルに敵対していると表現して差し支えない状態になってしまっていた。

　無理もない。

　アナスタシアは、初等部において図抜けた才色兼備であり、周りからは神聖視されるほどに別格だったのだけど、秋子のスペックはそれに勝るとも劣らぬレベルだった。教師陣を含む学園全体が、ふたりのゴールデンルーキーを比較の俎そ上じように載せるのは必然だったし、当のふたりがお互いを意識し合うのも自然な流れだった。アナスタシアとしてはむしろ、秋あき子ことはごくごく普通に仲良くなりたかったのだけど、取り巻く環境には抗えなかった、という形である。

　それよりなによりアナスタシアの性格が災いした。素直とは対極の性格を持ち合わせた彼女は、『血の繋つながったお兄さんのことを好きになるなんて、よくないことだわ』という旨を上手に諭すことができず、時にはまったく伝わらないレベルで遠回しに説得したり、また時には罵倒に近いレベルの正論で糾きゆう弾だんしたりと、好意とは裏腹な言動ばかり取ってしまったのである。

　しかも悪いことに、アナスタシアには可愛いものには意地悪をしたくなるという悪あく癖へきもあったから、ほどなく『那な須す原はらさんのことなんて嫌いです！　ふーんだ！』みたいな感じでそっぽを向かれるようになったのは、もはや必然を通り越して宿命と言ってもいいだろう。まあ普段は愛想のカタマリみたいな秋子が、アナスタシアにだけぷんすか怒る顔を見せてくれるのは、それはそれで愛らしいから問題なかったのだけど。





　ともあれこうして『八十二期の二輪差し』と謳われるふたりは出会った。

　その後は事あるごとに角を突き合わせ、聖リリアナ学園の名物コンビとして名を馳はせることになったアナスタシアと秋子の関係は、六年後にふたたび大きな転機を迎えることになる。
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　やっとお兄ちゃんといっしょに暮らせるようになったんです──。

　高等部一年の冬休みに入る直前。秋子は生徒会の納会で、そう嬉しそうに報告した。

「おう、そいつはおめでたいねェ」

　生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらしが、両手を叩たたいて祝辞を述べる。

「ずっとお前さんが言い続けてきた夢だったもんな。よかったじゃねえか」

「はいっ！」

　一点の曇くもりもない、たぶんこれまで見てきた中で一番の笑顔で秋子はうなずき、そして今後の生活のことをこまごまと話して聞かせた。

　これからは有あり栖す川がわでなく、元の名字に戻ること。

　取り壊す予定だった古い学生寮に、兄妹ふたりきりで仮住まいすることになったこと。

　兄の方も、新学期から聖リリアナ学園に通うこと──

「しかし有栖川秋子の兄貴か。いったいどんなヤツなんだろうねえ？　なんせあたしの可愛い部下が、血が繋がってるにもかかわらずこれだけベタ惚れなんだ。相当にいい男なんだろうと思うんだが。なあ副会長？」

「何かしら」

「お前さんも興味あるだろう？　有あり栖す川がわの兄貴に」

「別に。わたくしの知ったことではないわ」

「かっかっか。そうかそうか、やっぱ興味津々か。だよなァ、なんせウチの書記が目の色を変える男だもんな。あたしだって早いとこ会ってみてえよ」

　と言って、たった三人しかいない生徒会の主は、人の話を聞かず上じよう機き嫌げんに笑うのだった。





（まあ、まったく何も、毛ほどにも興味ないと言えば、さすがに嘘になるかしらね）

　那な須す原はら家の屋敷に戻ってから、アナスタシアは心の中で認めた。

　ベッドに寝転がり、愛用のぬいぐるみを抱えてごろごろしつつ、彼女はこれまでの六年間のことを反はん芻すうする。

　八十二期生においては、アナスタシアに並ぶ天てん賦ぷの才を持った生徒、ということになっている秋あき子こだけど……アナスタシアの見る限りそうではない。

　数字上の結果だけみれば、アナスタシアと秋子はほとんど互角だが、彼女たちふたりは明らかにジャンルが異なる。

　有栖川秋子は、まれに見る努力の人だ。

　確かにどんなジャンルにおいても一定以上のセンスは発揮する秋子だったが、少なくとも幼少のころから才能を褒ほめそやされて育ってきたわけではないはずである。幼少のころから才能を褒めそやされてきたアナスタシアだからこそ、そのことは確信できる。寝る間を惜しみ、たとえ結果がついてこなくても腐ることなく、コツコツと努力を積み重ね、決して立ち止まることはない──アナスタシアの知る限り、それが有栖川秋子という宝石のような少女の、いわば核をなす性質だった。

　そして事実、本来なら努力だけでは越えられない壁を、秋子はひとつならずいくつも越えているようにみえる。それはアナスタシアが身をもって知っていることだ──なにせこれまでの六年間ずっと、表向きは平然とした顔を見せながらその実、秋子より常に一歩先んじるために相当な努力を強いられてきたのだから。誰かに追い抜かれないよう必死でがんばるなんてことは、アナスタシアの人生において空前絶後のことであり、それゆえ口にこそしないものの、アナスタシアの秋子に対する評価は誰よりも高いのである。

（あの子のことだから、決してそれを誇ることもないのでしょうけど）

　あれだけの実力と実績を持ちながら、まったくもって謙虚なことだ。いや謙虚というよりも、単純に他人との比較にあまり意味を見出していないのだろうか。秋子にとってこの世で唯一大切なことは、ただひとりの男に集約されていることだろうから。

　そう、有栖川秋あき人と。

　まだ見ぬその男こそが、秋あき子こから才能以上の実力を引き出している張本人。

　秋子はただただひたすらに、兄から言われた『いい子にして待ってるんだよ』という言葉だけを愚直に守って、神の寵ちよう愛あいを受けているとしか思えないほど才能に恵まれたアナスタシアと肩を並べている。

（『すべては愛のなせる業わざです！』とでもあの子は言うのでしょうね、きっと）

　ぬいぐるみを抱きしめたまま鼻を鳴らし、さらに勢いよくベッドの上でごろごろする。

　気に入らない。

　なぜだか分からないけど、ひどく気に入らない。

　血の繋つながった兄妹でありながら、秋子があそこまで入れ込む男──有あり栖す川がわ秋あき人ととは、いったい何者なのだろうか？
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　そしてその日がやってきた。

　冬休みの一日。両親の付き合いで、とある会食に出席した時のことである。

　お相手は、某大手小売業の創業者とその御おん曹ぞう司し。会食の目的は『両家の親睦を深めるため』とかいう当たり障りのないものではあったけど──むろん額面どおりの狙いで催もよおされた会ではない。ひとことで言って、要するにこれはお見合いなのである。

　近ごろ、この手の催しがとみに多くなった。アナスタシアにとってはもちろんいい迷惑なのだが、社会的地位の高い両親のメンツをそうそう簡単に踏みにじれるものではなく、この日も渋しぶ々しぶながら会に同席したのだった。

　が、早々に彼女は後悔した。

　この日紹介された御曹司は、これまで類似の催しで顔を合わせてきたどんな男と比べても、群を抜いて退屈だった。血筋の良さとわずかな能力を最大限に鼻に掛け、表向きの人当たりの良さとは裏腹に、対話の相手よりも心理的な優位に立とうとする熱意だけは一人前という、アナスタシアにとって過去十じつ指しに入るであろう、水の合わないタイプ……さして長くもない会食中、彼女は席を中座しないようにするために全神経を動員しなければならなかった。

　会食後は、御曹司が実質的な経営を任されているという大型小売り店に連れていかれた。

　その店の雰囲気自体は決して悪くなかったものの、店舗紹介に形を借りた御曹司の自じ慢まん話を聞かされるのに閉口して、とうとうアナスタシアはエスケープを敢行した。お手洗いに行くとうそをつき、広い店内を単独で散策することにしたのである。

（わたくしは十分に我慢したわ）

　ようやく退屈きわまる時間から解放されて、彼女はいつもどおりの無表情ながら、心はスキップを踏みたくなるくらいに躍っていた。お手洗いの帰りに道に迷ったとか言っておけば、そこまで両親のメンツがつぶれることもないだろうし、近ごろの彼女が反抗期に差しかかっていることは両親も知ってるだろうから、その意味でも問題にはなるまい。幼いころからずっと優秀で、たとえ羽目を外しても矩を越えないアナスタシアだったから、基本的に両親からは絶対的と言っていい信頼をおかれている。

　なによりあれ以上御おん曹ぞう司しと顔を合わせていたら、どんな暴言を吐き散らしてしまうか知れたものではなかった。親しくない相手、あるいは興味のない相手にはそれほどキツく当たらないことに決めている彼女だけど、あの御曹司を前にしているとそのルールに例外をもうける誘惑に駆られてしまいそうで──

（……いいえ。これはちがうわね）

　アナスタシアは自らの心情を訂正する。

　実のところ分かってはいるのだ。

　確かにいけ好かない御曹司ではあるが、普段であればここまで神経をささくれ立たせることはない。無視するにせよ論破するにせよ、あるいはサービス精神旺盛に迎合するにせよ、アナスタシアであればどうとでもあしらうことができる相手だった……そう、普段の彼女であれば。

　認めざるを得ないだろう。

　ここ数日来、アナスタシアの気分はずっと燻っている。

　いや。より正確に言えばこの六年間というもの、ずっと心のどこかで引っかかり続けてきたのだ。

　アナスタシアにとって、良くも悪くも最も影響を及およぼしてきた人物、有あり栖す川がわ秋あき子こ。

　その秋子が心酔し、実の兄妹であることもお構かまいなしに異性として惚れ込んでいると公言する、有栖川秋あき人と。

　ふたりの兄妹が念願叶って、とうとういっしょに暮らし始めるなんて──気にならないわけがない。

　有栖川秋人とはいったいどんな人間なのだろう？

　これまでずっと想像し続けてきた。アナスタシアにとって何をおいても気に掛かる存在が、ほとんど身命を賭して慕っている男とは、どれほどの人物なのか。

（何をやらせても完璧な、欠点などひとつもない男──ではないはずだわ）

　その点についてだけは確信している。なぜなら秋子の目は、付き合いの深い人間に対してほど曇くもっていくことを、長年の経験から察しているからだ。『お兄ちゃんは文句のつけようもなく素敵な人ですよっ！』と秋子が断言する相手が、通りいっぺんの色男であるわけがない。

　とはいえ双子というからには、きっと雰囲気は似ているのだろう。秋子と同じく、傍にいるだけで心のどこかが温かくなるような、眺めているだけで安心できるような、きっとそういう人物にちがいない。

　見た目については……秋あき子こと血のつながりがあるのであれば決して悪くはないのだろうけど、なんとなく三枚目なタイプを思い描いてしまう。秋子の猛アタックに困り笑いで頭を掻き、かといってこっぴどく叱りつけることもできないヘタレな感じが、まるで見たことのある光景のように脳裏に浮かぶ。

　またおそらくは、小男でも大男でもない。秋子よりは背が高いにせよ──そう、ちょうど生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらしぐらいの、男としては平均よりもやや上ていどの身長で、やせ形だけどそこそこ引き締しまった、そんな感じではないだろうか。

（まあすべては想像に過ぎないけれども）

　だが時おり漏れ聞こえてくる秋子の談話を総合すると、そこまで外れた想像でもないと思える。それに数多の才能に恵まれて生まれてきたアナスタシアにとっては、プロファイリングの能力もまた得意な分野のひとつなのだ──

　と、そこまで考えて気づいた。

　いつの間にか店内の視線を、彼女が一身に集めてしまっている。

　しまった、と内心で舌打ちした。

　物思いにふけるあまり、周囲に何の気も遣わずにふらふらと歩いてしまった。立っているだけで画になりすぎる彼女は、よほど気配を消して隅っこを歩きでもしない限り、おそろしく悪目立ちするのである。

『え？　誰あれ？』

『モデル？　芸能人？』

『わあ、すっごいキレイな金髪……』

　ひそひそささやく声が嫌でも耳に届いてくる。もう慣れたこととはいえ、またあくまでも好意の表れであるとはいえ、珍獣か何かのように注目されるのは好ましいことではない。

（さて。どうしようかしらね）

　いつもであればさっさと退散するところだが、そもそも遠回しなお見合いを敬遠してきているわけで、ここからさらに移動を重ねるのも億おつ劫くうな気がする。

（まあいいわ。なるようになるでしょう）

　ほんの少し迷ってから、彼女にしては珍しくやや捨すて鉢ばちな感じで、手近な広場に居座ることにした。いつもに比べていささか不安定な心理状態が、アナスタシアに普段は取らない行動を取らせた、と言っていいだろう。

　大型モニターや多数のベンチが設置された、おそらくはこの店の中央広場に相当するであろう場所に立ち、彼女は何をするでもなくぼんやりと時間を過ごした。

　刻一刻と通りかかる客たちが足を止め、アナスタシアに視線を固定して人だかりができるのも気にせず、ふたたび有あり栖す川がわ兄妹のことを考える。彼らは今ごろ、失われた六年間という時間を、ふたり水入らずで埋め合わせているのだろうか。彼らだけの根ね城じろとなった、古い学生寮の一室で、ちゃぶ台を囲んでお茶でもすすりながら、思い出話に花でも咲かせているのだろうか──

（……え？）

　その時だった。

　立ち止まってアナスタシアの姿に目を奪われる群衆の中にいたひとりの人物へ、吸い込まれるように視線が固定されたのは。

　男性である。

　十代の半ばごろの、たぶんアナスタシアと同い年くらいの少年。

　大男ではない。小男でもない。誰もが見とれる美男子でもなければ、その逆でもない。髪型も普通、着ているものもほどほど。これといって特徴を挙げがたい、だがそれゆえに見逃せない姿。

　うそでしょう、と思った。

　その姿はまさに、アナスタシアが一度ならず脳裏に思い浮かべた、まだ見ぬ有栖川秋あき人とのそれと瓜二つだった。

　顔は秋あき子ことそれほど似ていない。が、雰囲気に関しては想像していた以上に──いやもうそういう理屈ではなく、一目で確信した。神の寵ちよう愛あいを受けて生まれ落ちた彼女には、直感のスキルだって高いレベルで備わっているのだ。

「あなた」

　気づいた時にはもう、その男のもとへ真っ直ぐ歩み寄って声を掛けていた。

「名前は？」

「へ？」

　その男はきょとん顔でまぬけな声を出したけど、アナスタシアは一切お構かまいなしに、

「名前を聞いているわ。あなたの」

「名前って、僕の？」

「ええ」

「秋人、だけど」

　心臓が爆発するかと思った。

　ここまで条件がそろっていて、この男がかねてから会いたいと思っていた人物とは別人でした、などという偶ぐう然ぜんがあり得るだろうか？　やはりこの男が有栖川秋子の兄──いや待ちましょう、断定するのは早いわ、まだ訊きくべきことが、

「アキト？　それは下の名前ね。上は？」

「ええと、姫ひめの小路こうじ」

「──そう」

　急速にアドレナリンが引いていくのを感じる。……そうね、そうよね、よくよく考えればそんな偶ぐう然ぜんがあるわけないのだわ。いつもならまず関わりのない場所にたまたま来て、たまたま会合の相手が気に入らなかったからエスケープして、そうしたらたまたま会いたかった男に出くわすなんて、どんな確率の低い宝くじなのかという話よ。きっと度重ねて何度も想像しているうちに、単なる偶然を運命の出会いだと勘違いするような心理状態ができあがってしまって──

　いや。いやいや。

　待て、とにかく落ち着こう。今の自分は明らかに冷静ではない。いつもみたいに冷静に、落ち着いて、落ち着いて。

　アナスタシアは心の中だけで深呼吸を繰り返し、自分を取り戻そうと努めた。

　その間、およそ二秒。

「じゃあ気のせいかしら」と、まずは言葉を継いだ。「女のカンもたまには外れるのね」

「女のカン？」

　おうむ返しにその男は首をひねる。いきなり現れてぶしつけな問いを重ねてくる絶世の美女に、かなり戸惑っている様子はあったけど。その戸惑いが続いたのもごく短い時間であり、今ではひどく落ち着いた様子だ。

「ええと、それで？　僕を呼び止めた理由は一体なんだったの？」

　……なかなか度胸が据すわってるじゃない、とアナスタシアは顔に出さずおどろいた。

　普通、彼女を前にした同年代の男は、ここまで落ち着いた対応を取ることはできない。まして今回は初対面な上に、いわば奇襲を仕掛けたようなものであり、セリフを噛んだり言葉尻が上ずるくらいの反応はあってもおかしくないはずなのに。

（気に入らないわ）

　なんとなくそう思った。

　そして思った時にはもう、セリフが口をついていた。

「大したことじゃないわ。ただ、あなたからイヤな臭いがしたから」

「へ？　僕？」

「ええ。あなた」

　さすがにこの流れには面食らったようで、アキトと名乗った男は目を丸くして黙り込んだ。アナスタシアは胸のつかえが下りた気分になって──いやいや待て待て。初対面の相手にこんなことを言ってどうするのか。確かにアナスタシアは、必要とあればいくらでも毒を吐けるタイプではあったけど、これはいくらなんでも大概である。那な須す原はら家の子女として、聖リリアナ学園の生徒会副会長として、もっとふさわしい言動を取らねば、

「にんにくとかそういう臭いじゃないわ」

　……がしかし、内心とは裏腹に彼女の口から滑り出るのは、この状況にふさわしくない言葉ばかりだった。

「あくまでわたくしにとってのイヤな臭い、ということだから。普通の人は気にもならないでしょうし、あなたの不摂生が原因というわけでもないでしょう。気にしないで頂ちよう戴だい」

「いや、そんなこと言われると余計に気になるんだけどな……」

　困り顔で、アキトは至極もっともなことを言った。

　おかしい。

　どうにも変だ。

　出会い頭の短い時間とは異なり、今のアナスタシアはそこそこ落ち着きを取り戻しているはず。なのにさっきからおかしなことばかりしゃべっている。まるで自分が自分でなくなってしまったみたいに。

「そうね、ごめんなさい。あんな言い方をすれば気にするのも当然ね。お詫びに何かごちそうするわ」

　挙げ句の果てにそんなことまで申し出てしまい、アナスタシアはびっくりするより先に自分に呆あきれてしまって、

「え？　いやいいよ、遠えん慮りよするよ」

「正直に言うと、ちょっと居づらいのよ。ここ」

　だが呆れているにもかかわらず、相手の退路を断つようなセリフまで口にしてしまう。

「人目を集めすぎるし、かといって特にすることもないし。別に食事じゃなくていいから、少し付き合ってもらえるとありがたいわ。あなたはここに買い物に来たんでしょうから、それを一緒させてもらえるだけでも構かまわないし」

「……ええと。僕と君って初対面だよね？」

「そうね。不思議と初対面という気はしないけど」

「というか、居づらいんだったら店を出ればいいんじゃ？」

「それはそれでシャクなのよ」

　ここまで来るともう引っ込みもつかない。表向きは無表情に、しかしその実かなり切羽詰まった気持ちで、アナスタシアは相手の対応を迫った。

　アキトは口をつぐみ、周囲を見回して考え込んでいる。こんな目立つ場所で、こんな目立つ女と問答していては、これはもう絵に描いたような悪目立ちだ。おそらく彼はこの状況から脱出するべく行動を取るはずで、

「わかった。とりあえずここを離れよう」

　狙いどおりのどんぴしゃ。やや迷い気味ながらもうなずき、アナスタシアを広場から連れ出してくれた。

（……ふ。最初からそうやって大人しく戸惑いつつ、それでいてわたくしの神経を逆なでしないように動いていれば、こんな風に見ず知らずのわたくしから絡まれるようなこともなかったのに。愚かな男ね）

　我ながらよく分からない思考法で満足しつつ、同時に彼女は途方に暮れてもいた。

　流れと勢いでつい、こんな展開になってしまったけど。これはいわゆる『逆ナン』と呼ばれる行為になるのではないか？　だとすると、一応それなりに社会的立場のあるアナスタシアとしてはかなりマズい状況なのではないか。

　がしかし、アナスタシアは自分自身を非難しながらも、一方では自分の行動にひどく納得してもいた。

　気になるのだ。

　アキトと名乗ったこの男が。

　彼が有あり栖す川がわ秋あき子この兄なのかどうかは、すでにアナスタシアにとってそれほど問題ではなくなっている。彼の正体を見定めようという気持ちよりも、彼のそばにいて、彼ともっと話をしてみたい、という気持ちの方がはるかに強くなっていた。

　それともうひとつ。

　アキトからニオイがした、というのは本当である。

　ただしイヤなニオイがした、というのは嘘。別にイヤなニオイというわけではなく、むしろ逆だった。さらに言えば、そもそも嗅覚的な意味でニオイがしたわけではない。アナスタシアが感じたのは、雰囲気的な意味でのことであり──もっと直接的に言えば、アキトからは有栖川秋子と同じニオイがしたのだ。

　……いや、やはり気のせいなのだろうか？　ほんの一瞬で、しかもごく微量のものだったから、勘違いの可能性も決して否定できない。いやむしろその可能性の方が高い。秋子の兄に出会えたのかもしれないという期待と高こう揚ようが先入観となって、アナスタシアにありもしない幻覚を見せた、いや幻臭を嗅がせた、ということも大いにあり得る。

　──そんなことをつらつら考えつつ、アナスタシアはアキトと並んで店内を散策した。

　散策しながら、いろいろな話をした気がする。気がする、などという言い方をするのはつまり、話した内容をほとんど思い出せない、ということである。どうやら自覚していたよりもはるかにテンパっていたらしい。ほんのりと記憶しているところによれば、かなり突拍子もない感じで絡んでしまったような……おまけに品のないこともたくさん口にしてしまったような……いや、よそう。思い出してもきっと誰も幸せにはなれない。

　ただひとつ分かっているのは、さして長くもない対話の最後に、

「ありがとう付き合ってくれて。また会いましょう」

　と言ってその日は別れたことである。

　別に再会の約束をしたわけではない。

　が、彼女の中ではすでに確信に近い予感があった。
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　予感が現実となったのは、およそ一週間後。

　新学期が始まるのを控えてのミーティング、ということで生徒会長に呼び出され、聖リリアナ学園に登校した時のことである。

　女子陸上部が練習をしているグラウンドの隅に、アキトがいた。

「真っ昼間から女性の品定めとはいいご身分ね」

　学園を見学しに来ていると思しき後ろ姿に声を掛けると、アキトは「へっ？」とこちらを振り返って、

「でもおあいにくさま。この時期の陸上部って、大会でもない限り露出の多いユニフォームは着ないわよ。それとも野や暮ぼったいジャージの方に性的魅力を感じる人なのかしら、あなたって」

　さらに畳みかけるようにセリフを重ねると、

「あっ!?
 　君か！」

　ようやく誰に声を掛けられたか気づいたらしい。アナスタシアの方はいずれこうなるだろうと予感していたから、そこまでの驚きはなかったのだけど、アキトの方はそうでもなかったようである。『また会いましょう』という別れのあいさつは、あまり本気で受け取られてはいなかったようだ。……まあ無理もないだろうけど。

「君、この学園の人だったのか。すごい偶ぐう然ぜんだなあ」

　だがしかし、分かってはいてもムッとはくるもの。『偶然』に対して無む邪じや気きにおどろいているアキトと、顔には出さないものの予感された再会をよろこんでいる自分との温度差に、アナスタシアは不機嫌になって、

「ちなみにこの学園の女子生徒の体操服は、理事会からの厳しいお達しによって紺のブルマ以外は認められていないわ。よかったわね、あなたの変態的趣味にぴったり合致する学園で」

　……また毒を吐いてしまった。我ながら呆あきれる学習能力のなさである。どうにもやはり、この男を前にすると調子が狂ってしまうようだ。

「この学園の体操服がブルマかどうかなんてこと、僕は訊きいてもいなければ訊きたいとも思ってないよ」

　とアキトは苦笑して、

「あとうっかり流しちゃったけど、僕はここで女性の品定めをしてるわけでもなければ、ジャージに性的魅力を感じたりもしない」

「あらそう。残念ね。あなたが望むのなら、わたくしのジャージ姿をあなただけに見せてあげてもよかったのに」

　アナスタシアの返しに、アキトは苦笑したまま黙ってしまった。『じゃあジャージ姿を見せてください』と言うべきかどうか迷っている──のであれば救いもあるのだろうけど、どうみても単に呆あきれられてるだけだろう。いけないいけない、態勢を立て直さないと。

「先日はお世話になったわね」

　とりあえず無ぶ難なんなあいさつから入ってみた。

　最初からそうしておけよ、と言われれば反論できないのだけど、幸いにしてアキトの表情が和やわらいでくれて、

「え？　ああいや。別に大したこと何もしてないし」

　と笑ってくれた。

　よかった。これで妙な流れになりかけた会話を、どうにか真っ当な方向に引き戻せそうである。なにしろ初対面の会話内容があまりにもアレだったから、今日こそはその悪印象を挽ばん回かいしないと、

「まったくその通りだわ。ただの社交辞令に、そんなに律りち儀ぎに受け答えしなくてもいいのに」

　…………
 。

　いけない。またまたやってしまった。

　どうしてこう、この男の前では思ってることと逆の言動ばかり取ってしまうのか……いや、今はそんなことどうでもいい。こうして自爆してしまった以上はもはや開き直るしかない。

　意を決して口を開き、アナスタシアは矢や継つぎ早ばやに言葉を繰り出す。

「ごめんなさい。前にも言ったけれど、わたくしはあなたのやることなすこと全てに、いちいち突っかかってみたくなるのよ」

「迷惑だなあ」

「そして正直なところ、そんなわたくしのキャラはあなたにとって非常に絡みにくいものだと思うわ」

「自覚してるなら何とかしてくれよ」

「だけどこれだけは理解しておいてほしいの。先日のわたくしはとても緊張していたのだ、ということを」

「緊張？」

「傍はた目めには分かりづらいでしょうけど、そうなのよ。緊張のあまり、あの日あなたと何を話したのか覚えてないくらい」

「へえ。そりゃ何というか、意外というかびっくりというか」

　わずかに目を見開いて、アキトは驚きの意をあらわした。どうやらアナスタシアの弁解を信じてくれたようである。

　それに緊張していたのは嘘ではない。先日アキトと話した時のアナスタシアは明らかに平常ではなかった。表情が変わらないから分かりにくいだろうけど……普段であれば『クールで素敵！』などと憧れの的になっている自らの性分が、今はひたすらもどかしい。

「わかったよ」

　とアキトは言った。アナスタシアの言い分をどうやら信じてくれたらしい。

「実を言うと、あの日の君に僕はめちゃくちゃドン引きだったんだけど。そういう事情ならしょうがないよね。君に対して持っていた印象を、今日を境に一新することにするよ」

　……何気にショックを受ける発言だった。

　が、ここは贅沢も言ってられまい。せっかく自分に対する印象を変えると言ってくれてるのだ、その流れを確固たるものにすべく、自らをフォローをしておくべきだろう。

「そう言ってもらえると助かるわ。わたくしはあの日以来、あなたに悪い印象を与えてしまったんじゃないかと思って、ずっと不安だったの。あなたはどう思ってるのか知らないけど、本当のわたしは内気でシャイだから。緊張のあまり、思ってもいないことをつい口にしてしまうことがあって」

「あーなるほどね。いや、わかるよ。人間ってそういうところあるよね」

「誤解は解けたかしら？」

「うん。解けた解けた」

「そう。よかったわ。それじゃ、これから改めてよろしくお願いするわね」

「うん。こちらこそよろしく」

　よしよし。

　どうやら首尾よくこのままいけそうな気が、

「ところでちょっと訊ききたいのだけど」

「え？　なに？」

「あなたって童貞？」

　……耳を疑うセリフだった。

　しかもそのセリフは誰あろう、那な須す原はらアナスタシアその人の口から出ていた。

　目が点になっているアキトだったけど、気持ちはこちらもまったく同じだった。もはや反抗期だとか情緒不安だとかいう言葉では言い逃れできない失言である。いや、だがしかしこうなった以上は後に退けない、もはやこの流れのまま突っ走るしか──





　……そしてその決意どおりに、彼女は突っ走った。

　失言と暴言の荒野を駆け巡めぐり、傍ぼう若じやく無ぶ人じんの大海を馳はせ、果てはドツボの奈落に全速力で突っ込んだのだ。交わされた会話の詳細については割かつ愛あいしたい。反抗期を自覚はしているものの、優等生として、それも品ひん行こう方ほう正せいなタイプとして鳴らしてきたアナスタシアである。この日アキトと交わした会話のすべては、アナスタシアの信者が聞けば卒そつ倒とうまちがいなしの、黒歴史と呼んで差し支えないものばかりだった。穴があったら入りたい気分、というのはまさにこのことである。アナスタシアだけに。

「──というわけで」

　と、アナスタシアは強引に会話の流れを引き戻した。そうでもしなければ、いつまで空気を読まない発言を繰り返してしまうか知れたものではない。

「あなたがこの先も学園内を見て回りたいのなら、わたくしもいっしょに付いていくことにするわ」

「え？　君が」

　急な申し出にアキトは面食らった様子を見せたけど、アナスタシアとしては最初からそれが言いたかったのである。おそろしく遠回りしてしまったけど。

「つまり、この学園を案内してくれるってこと？」

「概おおむねそういうことになるわね」

　アキトの確認にアナスタシアは肯定し、

「でもいいの？　君だって休日にわざわざ学園に来てるんだから、何か用事があったんじゃ？」

「ヒマなわけじゃないけれど、事情が事情だからこちらのほうが優先ね」

「ふむ、そいつは助かるよ。じゃ、悪いけどお願いしようかな？」

「礼を言われることじゃないわ。あくまでもこの学園の生徒としての義務でやってることだから。それにわたくし、これでも反省してるのよ」

「反省？」

「わたくしのキャラが絡みづらいことに対してよ」

「…………
 」

　いけない。また引かれてしまうようなことを。

　急いで軌道修正、

「そのことについてはわたくし、大いに後悔しているわ。本当の本当に、心の底から申し訳なく思ってるの。できることなら先日あなたと出会ったあの時までさかのぼって、すべてを一からやり直したいくらいに」

「いやー……それはちょっと大げさなんじゃない？」

「そんなことはないわ。その願いが叶うのならわたくし、あなたに陵りよう辱じよくされることを受け入れてもいいとさえ思っているの」

「いやちょっと待って。あたかも僕がそれを望んでるかのような言い回しはやめてもらえるかな？」

「その願いが叶うのならわたくし、あなたとの不ふ義ぎの子を身ごもったとしても、甘んじて受け入れると思うわ」

「いやだから。僕と君がそういう関係になることを前提にした話をしないでほしいんだけど？」

「そしてわたくしがこういうセリフを口にすることによって、いよいよ絡みづらくなるであろうことも、十分に理解しているわ」

「……それについては本当に自覚的なんだね」

　そう、自覚的なのである。今すぐここで頭を抱えてうずくまりたいくらいに。

　これのどこが軌道修正なのか、と自分でも失笑したくなる有様だった。もはや完全にアナスタシアの言動は、自身のコントロールを離れてしまっている。こんな有様ではアキトに愛想を尽かされるのもやむを得ない──

「まあそれはともかくとして。案内をよろしく頼むよ」

　え？　と思った。

　これだけ失態を晒さらしている自分を咎とがめることなく、それどころか受け入れてくれるというのか。

「わたくしの案内を受け入れると？」

「うん」

「……こちらから申し出たことではあるけど、いいのかしら？　このままわたくしに付き合っていると、いよいよあなたはわたくしに幻げん惑わくされていくと思うけれど。断るなら今のうちよ」

「その辺もちゃんと自覚はしてるんだな……。でもいいさ。君のそういうところにはもう慣れた──とまでは言わないけど、まあだいたいもう分かってるし。あまり気にしないことにするから、ぜひ案内をお願いしたい」

「そう」

　季節は春、桜の候。

　晴天の続いた近日の流れを受けて、この日も雲薄く空青く、芽吹きの香りを運ぶ風はやわらかく、ほんのり甘くて。

　そんな、まるで一幅の絵画みたいな風景に溶け込みながら。アナスタシアは深い安あん堵どと、そして温かい気持ちで胸がいっぱいになるのを感じた。

　それはかつて味わったことのない温かさ。

　ぬいぐるみを抱いていてもこうはならないし、秋あき子こをからかって遊んでいる時でも味わえない、ひどく新鮮で幸せな感覚で、

（…………
 ？）

　そこで視線に気づいた。

　目の前にいるアキトのものである。彼はまるで、生まれて初めて言葉をしゃべった赤ん坊を見るかのような、ひどくほっこりした顔をしていて、どうして彼がそんな顔をしているのか分からず、

（！）

　すぐ理由に思い至った。

　知らず知らずのうちに微笑ほほえんでいたのである。他ならぬ那な須す原はらアナスタシア自身が、まったく自覚せぬうちに。

　そして自覚した瞬間、赤面するほど恥ずかしくなった──いや、実際には眉まゆひとつ動かさなかったのだけど、そもそも笑うことに抵抗があるわけじゃなく、元から表情に乏しいだけのことなのだけど、ともかくその場を逃げ出したくなるぐらいに感情が高ぶって、

「なに？」

　ほとほと学習できないものである。ついつい温度の低い声を出してしまった。

「さっきからやけにニヤニヤしてるわね。わたくしを陵りよう辱じよくする場面をあれこれ想像して、悦に入ってるのかしら？」

　あとはもうお約束の展開である。品がなくて理不尽な話題を連発して、ひたすらアキトに絡んでしまった。もはや宿しゆく業ごう、と言うべきだろう。彼とアナスタシアの関係は、どうあってもそういう方向に流れてしまうように運命づけられているらしい。

　ともあれ、この日の邂かい逅こうでは自分の名前を名乗ることもできたし、再会を期する別れ方をすることもできた。会話のアレっぷりは輪を掛けてアレな感じになってしまったけど、マイナス思考よりはプラス思考の方がいいに決まっている。今回はこんなところでよしとしておくのが、精神衛生的にいいだろう。

　それにこの時点ではもう完全に、もろもろの予感は確信に変わっていた。この先いくらでもフォローなり挽ばん回かいなりができるはずだった。
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　そして始業式当日。

　聖リリアナ学園高等部の正門で待ち構かまえていると案の定、予想していたとおりの光景を目にすることとなった。

　アキトと──いや姫ひめの小路こうじ秋あき人とと、彼の半歩うしろに付き従う秋あき子この姿である。

「また会ったわね」

　秋人と目が合うのを待って声を掛けた。

　そして『あ』という顔をしている秋人と、『え……？』という顔をしている秋子の反応を見つつ、

「それにしてもあらかじめ予想できたことだったとはいえ、本当に、ものの見事に、開いた口が塞がらないほどに、我が校の制服が似合ってないわねあなた。真新しい制服を着慣れていない、という点を差し引いたとしても、ちょっとにわかには信じがたいほどのミスマッチよ。これはもはや一種の才能と呼ぶべきでしょう。この世に二つとないであろう貴重な才能を、今後もぜひ大切に伸ばしてもらいたいものだわ」

　毒を吐いた。

　吐いたけど、今回はもう自らの言動に呆あきれたり動揺することはなかった。どうあってもこういう態度を取ってしまうのであればしょうがない、と腹をくくっている。秋あき人との方は「くっ……何日かぶりに再会した第一声がこれか！」とか言って引いてる風だったけど、もはやアナスタシアは気にしなかった。

　こんな感じに軽口を叩たたいて絡んでいくと、打てば響くように秋人が反応してくれる。

　彼との関係はもう、そういうものでいい。

　なぜならそれは、決してアナスタシアを不快にさせるものではなく、むしろ彼女の心を温かく満たしてくれるものだからだ。……秋人がどう思っているかはともかくとして。

　むしろ見物なのは、

「ど、ど、ど、ど、ど」

　慣れた感じで会話を交わす兄とアナスタシアを見て目を点にする、秋あき子こだった。

「どういうことですかお兄ちゃん!?
 」

「え？　どういうことって、何が？」

「どうして『その方』とそんなに親しげなんですか!?
 」

「何だお前。彼女と──那な須す原はらさんと知り合いか？」

「いいえ赤の他人です！」

「いやさすがに無理があるだろそれ。ここまでの流れを考えたら」

「とにかく！」

　と喚わめいて、秋子はアナスタシアと秋人の間に割って入り、『ふーっ！』と威い嚇かくのうなり声をあげ、

「わたしのお兄ちゃんに近づかないでください副会長！」

　……まったくもって予想どおりの反応に、心の中でくすりと笑ってしまった。黙ってお澄まししてれば深しん窓そうの令嬢で通るだろうに、こうした小動物的な反応を見せてしまう秋子のギャップは、いつだってアナスタシアを温かい気持ちにさせる。その点、この兄妹はよく似ていると言えた。

「そう邪険にするものではないわ」

　が、アナスタシアはそんな内心をおくびにも出さず、

「わたくしとあなたのご令れい兄けいは、あなたとは全く関わりのないところで知り合ったのだから。わたくしと彼がどのような交際をしようと、あなたには何の関わりもないことよ。たとえあなたと彼が血のつながった兄妹であっても。ねえそうでしょう？　わたくしと同学年でありながらわたくしより背も低く胸も小さく成績も悪い、そのうえ生徒会での序列もわたくしに劣る有あり栖す川がわ秋あき子こさん？」

「わざとらしい説明文を読み上げつつ巧みに悪口を混ぜるのはやめてください！　それでいて主だった主張はおおむね正論なところがますます腹が立つし！」

「ではそこをどいてもらえるかしら」

「嫌です！　主張がどれだけ正しくても、あなたにはお兄ちゃんに近づいてほしくありません！」

「こらこら秋子」

　いつものじゃれ合いに、秋あき人とが仲ちゆう裁さいに入る。

　そんな兄の対応が気に入らないのか、秋子は兄に食ってかかる。

　さらにそこへ、アナスタシアが茶々を入れて引っかき回す。

（楽しいわ）

　突っかかってくる秋子を言論であしらいながら、アナスタシアはほくそ笑んだ。別に意地悪な意味ではない。これぞまさに彼女が予感し、そして期待したそのままの展開だったのだ──アキトが秋子の兄であり、妹と同じ学舎＝聖リリアナ学園に転入してきて、こうして三人が一堂に会する、という展開は。

　ハッピーだった。

　もとより有栖川秋子という、珠しゆ玉ぎよくの美少女のそばにいられる上に、その兄とまで知ち己きとなり、こうして愉快な時間を過ごせるのだから。しかもこのふたり、どちらも甲乙つけがたくアナスタシアをハイにさせてくれるのだ。秋子と話している時は温かい気持ちになれるし、秋人と話している時も温かい気持ちになれる。１＋１はこの場合、きっと単なる２にはならない。それよりもっと数倍、いや数十倍にもふくれあがって、アナスタシアの今後の人生をバラ色に彩ってくれるはず──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

（あら？）

　違和感を覚えた。

　妙な話である。違和感なんてどこにも差し挟まれる余地はないはずだ。予感し、期待していた展開になったはずなのに──なぜ、秋人と親しげにしている秋子を見ていると、いつもよりもっともっと意地悪をしたくなるのか？

　秋人が秋子に対し、アナスタシアの知らない表情を浮かべているのを見ていると、どうして胸がちくりと痛むのか？

　なぜ？

　どうして？

「──ああもう！　ああ言えばこう言う！」

　いつもみたいにアナスタシアに言い負かされ、秋あき子こが地じ団だん駄だを踏む。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ！」

「大声ださなくても聞こえてるよ」

「これでわかったでしょう!?
 　この人はこういう人なんです！　だから近づいてはいけないと言ったのに！」

「近づいてはいけない人がいる、みたいなことは確かに言ってた気がするけど、どこの誰に近づくなとはひとことも言わなかったよな？」

「お兄ちゃんまでそんな『ああ言えばこう言う』的なことを言うんですね!?
 　ええい、これもすべて不良副会長の悪影響！　日経平均が上がらないのも、円高に歯止めが利かないのも、デフレに改善の傾向が見られないのも、すべて彼女のせいにちがいありません！」

　怒いかりにまかせてド派手な言いがかりを付けてくる秋子と、それを苦笑しながら抑えている秋あき人と。

　ふたりを眺めながら、怜れい悧りを誇る頭脳を駆使して考えること数瞬。

　衝撃が走った。

　これまでは何の疑問も抱いてはいなかった──アナスタシアにとって、秋子に対する思い入れと、秋人に対するそれとは、同量のものであり同種のものだと、まったく信じて疑わなかった。

　だけど今、こうして兄妹ふたりが言い争って、いやそう見せかけてお互いの絆を確かめ合っているのを見て、その考えが間違いだと気づいた。気づいてしまった。

「とにかく金こん輪りん際ざい、お兄ちゃんには近づかないでください！」火を噴くような剣幕で、秋子が食ってかかってくる。「お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんですから！」

「悪いけどそれは難しいわね」

　アナスタシアは首を振った。

　気づいてしまった以上は後に退けない。もっといいタイミングを図って、完全な勝算を立ててから事に挑む、という発想もなかった。この時の彼女は、初めて経験する感情と感覚に戸惑い、あるいは酩めい酊ていし、正常な判断を失っていた。

「むしろこれから先、あなたの希望とは真逆の展開になると思うわ」

　と言って秋子を制してから、兄の方に向き直る。

「姫ひめの小路こうじ秋人くん、あなたに頼みがあるのだけど。聞いてもらえるかしら」

「え？　なに？」

　急な申し出に目をぱちくりさせる秋あき人と。

　そんな彼には構かまわず、表向きはいつもみたいに起伏にとぼしい表情で、しかしその実、内心では心臓ばくばくになりながら。

「わたくしをあなたの彼女にしてください」

　ごく淡々と告白を口にし、ぺこりと頭を下げたのである。





　那な須す原はらアナスタシア、十六歳。

　いつの間にか、いやひょっとすると六年前からずっと芽め生ばえの兆しがあったのかもしれない、生まれて初めての恋の自覚だった──。






　　　　＊







「……那須原さん？　どうしたんですか？　ねえ那須原さんってば」

　呼びかけられる声で我に返った。

　着替えるパンツが見つからなくて途方に暮れた朝、学生寮の廊下で秋あき子こと話し込んでいる現在の時間まで、アナスタシアの意識が舞い戻ってくる。

「さっきからボーッとしちゃって、ぜんぜん人の話を聞いてない感じですし……やっぱり那須原さん、いつもとちょっと違いません？」

　などと言いつつ、秋子は心配げに顔をのぞき込んでくる。

　ほんの今しがたまでアナスタシアの暴言に憤慨していたのが、まるでうそみたいな態度だった。『一時間後には機嫌も直っているでしょう』と予測していたけど、現実には一分も経たないうちに遺恨を水に流してしまったようだ。このさっぱりした性格こそ、姫ひめの小路こうじ秋子の真しん骨こつ頂ちようだろう。

「別に何でもないわ」

　ほんのコンマ一ミリだけくちびるの端をつり上げて笑いつつ、アナスタシアは首を振る。

「少し考えごとをしていただけよ。気にしないで頂ちよう戴だい」

「いいえ気にします。やっぱり今日の那須原さんはどこか変です。大丈夫ですか？　実は体調が悪かったりしませんか？」

「別にどこも悪くないわ」

「熱があるとか、身体がだるいとか」

「わたくしはすこぶる健康よ」

「いいえわたしの目はごまかされません。明らかに今日の那須原さんはいつもとちがいます。そしてわたしに何か隠しごとをしています」

「隠しごとなどしていないわ」

「わたしの目はごまかされない、と言ったでしょう？　ふむう、果たして那な須す原はらさんは何をわたしに隠しているのか……」

　しつこく追及してくる秋あき子こだった。普段はのほほんとしているくせに、こういう時は妙にカンが鋭い──

「はっ!?
 　まさか今夜こそお兄ちゃんに夜よ這ばいを掛けようとしているとか、そういうことじゃないでしょうね!?
 　だめです許しませんよそういうのは！　お兄ちゃんの貞てい操そうはわたしが奪うと決めてるんですからっ！」

　……と思わせつつ、やはりどこかズレているというか、とんちんかんな子であった。まあそういうところも彼女のいいところだし、今日穿はくパンツがないことで憂鬱になっている、なんてことが見抜けたら、それはもうエスパーか何かだろうけど、

「ともあれ、困ったことがあったらなんでも相談に乗りますから。同じ生徒会の仲間なんですし、遠えん慮りよなんかいりませんよ？」

「余計なお世話だわ。あなたに相談することなんて何も──」

　言いかけて口をつぐみ、

「いいえやっぱり気が変わったわ。あなたがそこまで言うのなら相談してあげなくもないから、せいぜい心してわたくしの話を聞くことね」

「……どうしてそこまで上から目線なのか分かりませんけど、乗りかかった船というやつですし、まずは話を聞くことにしましょう。で？　相談って何なんです？」

「その前に最初に断っておくけれど、今からする話はあくまでも仮定の話であり、一種の思考ゲームであることを認識しておいてもらいたいわ。この話がわたくしの身の上に降りかかった現実の話である、などという勘違いはしないよう、くれぐれも気をつけて頂ちよう戴だい。その約束ができないのであれば、あなたに相談するのをやめるわ」

「……上から目線で、しかも前置きが長いですね……まあいいです、とにかく話してみてください。言い出したからには責任を持って聞きますから」

　というわけで話してみた。

　他でもない、今のアナスタシアにとって火か急きゆうの悩みである。

　すなわち今日穿いていくパンツがなくて困っていて、今もスカートの下は何も身につけていない状態なのだけど、こんな人生最大級のピンチをどうやって切り抜ければいいか、について。

「はあ」

　秋子は気の抜けた声をあげて、

「その質問って何か意味があるんですか？　心理テストとか？」

「別にそういうわけではないわ」

「はあ、そうなんですか。でもあまりにも下らない質問すぎて、こちらとしては質問の裏の意図を汲くんで何か変わった受け答えをした方がいいのかな、とか勘ぐってしまうんですけど」

「別に受け答えの仕方でお笑いのセンスを測っているとか、そういうことではないから。率直なアドバイスを頂きたいわ」

「でもそんな状況に陥って本気で悩む人間なんて、この世に存在するとは思えないんですけど……」

「失礼ね。名めい誉よ毀き損そんで訴えて、社会的名誉を根こそぎ刈り尽くすわよ」

「わ、わかりましたよ、分かりましたからそんな怖い顔しないでくださいよ……答えればいいんでしょう答えれば」

　ぶつくさ不平を垂らしつつ、

「ええとわたしだったらそうですね、どこか近くにあるコンビニで適当な下着を買って、まずはそれで凌しのぎますね」

「…………
 」

「え？　なぜそんな顔を？　わたし何か変なこと言いました？」

「いいえ別に。気にせず続けて頂ちよう戴だい」

「あ、はい。ええとあとはそうですね、新しい下着はないけれど、まだ洗っていない下着ならちゃんとあるんですよね？　だったらそれを今すぐ洗って、ドライヤーか何かを使って急いで乾かすとか。あとはいっそのこと、下着以外の何かで代用するという手もありますね。体育の授業で使うブルマとか、ほとんど下着の代わりに使えるんじゃないかと思うんですけど」

「…………
 」

「ええとあの？　やっぱりわたし、何かおかしなこと言ってます？　そういう意味の話を相談してるんじゃない、みたいな？」

「いいえ。そんなことはないわ」

　秋あき子この提案は、いずれも『なるほど』と頷うなずけるものだった。というかむしろ、なぜ今の今まで思いつかなかったのか不思議になるレベルだった。いずれも現実的かつ妥当なアイデアであり、採用すれば当面のピンチは脱することができるだろう。生徒会副会長がノーパンで一日を過ごすという由々しき事態はこれで回避できる……などとホッとしているアナスタシアは、やっぱり、どこかズレているのであった。秋子に勝るとも劣らず。

「ともあれ、相談に乗ってくれたことについて御礼をしなければならないわね」

「はあ。どういたしまして」

「そしてあなたの提案が採用に値する優れたものであったことを、わたくしはここに認めることとしましょう。なかなかやるわね姫ひめの小路こうじさん、わたくしあなたのことを見直してあげなくもないわ」

「はあ、いえ、その程度のことを褒ほめられても嬉しくないというか、むしろ馬鹿にされてるような気分になるというか……わたし、時どき那な須す原はらさんのことがよく分からなくなります……」

　曰く言いがたい顔でもにょもにょする秋あき子こだった。

　そんな彼女を見つつ、アナスタシアは口には出さず独白する。

　──姫ひめの小路こうじさん、あなたは気づいているかどうか知らないけれど。わたくしの人生はあなたの登場によって、それはもうあらゆる意味において変化を強いられたのよ。そして今ではひとりの男を奪い合う間柄でもある、というわけね。本当、人生って何がどう転ぶか分からないものだわ──。

「さて、それじゃ御礼の話についてだけど、何か希望はあるかしら？　金銀財宝、その他もろもろ、何でもあなたの思い通りよ」

「……気前のいいところを見せてもらっておいて悪いんですけど、別に何もいらないですよ。というか、御礼をしてもらうほどのことを何もしてないですよ」

「そういうわけにはいかないわ。相手が誰であろうと、受けた恩は倍にして返すのが那須原家の流儀。あなたの一存ごときでその流儀を曲げるようなことがあってはならないわ」

「なんという親切の押し売り……いえ、でもまあ分かりました。ここで押し問答してもラチが明かないですもんね、わたしだって朝の準備がいろいろありますし」

「それで？　あなたの希望は？」

「別に何でもいいですよ。さっきも言いましたけど、御礼をされるようなことは何もしてないので。……あ、でも形のあるものはできれば遠えん慮りよしたいかもです。なんだか恐縮してしまうので」

「なるほど承知したわ」

　リクエストを受けてアナスタシアは考える。形のあるものを渡すのは、彼女とてなるべく避けたかった。そのやり方はもっとも直截的で、なおかつ確実に見た目で分かるもので、それゆえにいささか味気ない。感謝の気持ち、それも大切な相手に対する最大級の感謝を表すのにはふさわしくないと思える。

「じゃあこうしましょう」

　数瞬考えて、アナスタシアはさっそく御礼を実行に移すことにした。

　無防備で無警戒な秋子の懐に、スッと入り込んで。

　ふっくらつやつやなほっぺたに、そっと顔を寄せて。





　ちゅ





　キスをした。触れるか触れないかぐらいの軽さで。

「ありがとう姫ひめの小路こうじさん。今のがわたくしの、ささやかな御礼の気持ちよ」

「はあ」

　ぽけっ、と気の抜けた返事をする秋あき子こ。

　が、次第にその顔に朱色が差し、くちびるがわなわなと震え始めたと思うや、

「……なんじゃそりゃ─────────────
 ッ!?
 」

　喚わめいた。

　魂の限りに、天まで届けとばかりに。

「ちょっと何なんですか今の何したんですか那な須す原はらさんわたしに!?
 」

「何をって、キスに決まってるでしょう。たったいま自分の身に起きたことすら理解できないなんて、本当にあなたは残念な人ね。鈍どん感かんの極み、愚劣の極地、生きて呼吸していることを許していいか迷うほどの、煮ても焼いても食べられない、この世で神の慈悲が唯一届かない生き物であると断言せざるを得ないわ。まったくやれやれね」

「なぜか糾きゆう弾だんされるわたし!?
 　いえいえやっぱりおかしいでしょう今のは！　何で今の流れでキ、キスなんか……！」

「わたくしにできる最大限の感謝を表現したまでよ。形のあるものを遠えん慮りよされたからには、あとはこういう方法ぐらいしか残されていないでしょうに」

「いやいやいや！　他にも何かあるでしょういろいろ！　普通にもっとこう、ありがとうって御礼を言ってくれるだけでもいいですし！　たとえばもっと普段からわたしに優しくしてくれるとかでもいいですし！　とにかくキスだけはぜったいにないです！」

[image: ]


「不思議ね。わたくしにキスなどされた日には、それだけで昇天してしまう人がたくさんいるというのに。どうしてあなたはそんな風に怒るのかしら」

「当たり前でしょうそんなのは！　ええい、あなたはやっぱりわたしにとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵です！　わたしにキスしていいのはお兄ちゃんだけだと決めているのに、とんだ恋泥棒ですよ那な須す原はらさんは！　いつもいつもわたしをからかって遊んでいるあなたですけど、今回のは極めつきに質たちが悪いです！　どうしてくれるんですかまったく、不覚にもうっかりドキドキしてしまったじゃないですか！」

「ともかく御礼をする義理も果たしたことだし、わたくしはもう行くわ。ついつい立ち話が長くなってしまったけれど、そろそろ朝食を頂いて学校へ向かわないと」

「ちょっと那須原さん!?
 　まだわたしのクレームは終わってませんよっ！　今日という今日こそは、あなたの傍ぼう若じやく無ぶ人じんについて徹底的に話し合いを──ちょっと聞いてるんですか那須原さん!?
 　那須原さんってば！」

　もちろん聞いている。が、相手にするつもりはなかった。秋あき子この抗議の声は、スルーしてこそ耳に心地いいし、彼女の可愛らしさも引き立つというものだから。

　それにしても、と思う。

　からかっているつもりなんて微み塵じんもないのだ。

　先ほどのキスこそが、アナスタシアにとって最も大好きで、もっとも危険な相手に対する、最大限の親愛と、そして宣戦布告の表現なのだ。秋子はきっと、一生気づかないだろうけど。

　まあこういう形でしか感情を表現できないわたくしも、大概だけれど──そうひとりごちながらアナスタシアは思う。

　姫ひめの小路こうじ秋子と、姫小路秋あき人と。

　自分にとってもっとも気になるふたりと、同じ屋根の下で暮らす幸運を得て今、人生において最高に刺激的な時間を過ごすことができている。

　むろん、こんな関係がそう長く続くとは思えないけれど。

　いずれ何らかの結論を出さなければいけない時が、きっと来るにせよ。

　祈らずには、願わずにはいられないのだ。

　この奇妙で宙ぶらりんでだけど、ひどく心地のよい関係が、少しでも長く続きますように、と──






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の六巻をお届けいたします。





　というわけでアニメ化、決定いたしました！

　現在スタッフ一同、鋭意制作中であります。続報をお待ちくださいませ。





　さて、今回の六巻はやや趣向を変えまして、エピソード集の形を取っております。姫ひめの小路こうじ兄妹の日常や、学生寮におけるあれこれ、そして那な須す原はらアナスタシアと姫小路秋あき子この馴なれ初そめのエピソードを収録しました。

　特にアナと秋子のエピソードは、このシリーズを始めた当初からいずれ書きたいと思い続けてきたもので、何かと謎なぞの多いアナの内面がしっかり透けて見える内容になっています。彼女のファンの方もそうでない方も、ぜひぜひご覧くださいませ。

　ちなみにメガネのエピソードについてですが、カラーイラストにはありさのメガネ姿が登場するものの、エピソードそのものにはありさは登場しません。というのも実は、このエピソードを書いたのは四巻においてありさが初登場する以前だったものでして……ありさファンのみなさんごめんなさい。





　それと今後の予定を少しだけ。

『おにあい』の七巻は今年の九月に、八巻は翌十月に、それぞれ発売を予定しています。連続刊行で大変なことになりそうですが、スケジュールを遅らせないよう頑張ります。しかも七巻については、ドラマＣＤ付き特装版も同時発売になるかもです！

　またいずれかの巻において、銀ぎん兵べ衛えと秋あき人との過去エピソードもお披ひ露ろ目めすることになりそうですので、銀兵衛ファンの方はいましばらくお待ちください。





　以上、駆け足となりましたが、六巻のあとがきでした。

　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１２年５月吉日　鈴木大輔















お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑥






鈴木大輔
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